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「…字の些さ細さいな癖くせに微かすかに見覚えがありましたから、そうではないかとは思っていました。ですが、あなたでなければいいとも思っていましたよ。シェド」

　数ヶ月前までは一いつ緒しよに暮らしていた、よく見知っていたはずの元義理の弟シェドと会ってはいけない場所でまったく嬉うれしくない再会を果たした私は、彼を睨にらみつける。シェドは、私を見ると無表情のまましかし目だけほんの僅わずかに嬉しそうに細めた。




　軽く状じよう況きようを整理しよう。朝方家の前に置かれていた、恐おそらく全すべての元げん凶きようであるエルという人物からのメッセージと思われる手紙を頼たよりにリリちゃんの攫さらわれた先と思われる屋や敷しきに辿たどり着いた私は、中に入ってすぐ俺様殿でん下かセス様と再会を果たした。そして階段を上った先、でソファーに優ゆう雅がに座っているこの元義理の弟シェドを見つけた。

　まだこれだけでは、シェドがエル本人かはわからない。けど、この場所で悠ゆう長ちようにソファーに座っているぐらいなのだからリリちゃん誘ゆう拐かいに無関係という事は無いだろう。

　…シェドでは、あって欲しくなかったんだけどな。何でって、だってこいつ、公式でヤンデレ属性なキャラで監かん禁きんして来るタイプだったし。敵に回すにはあまりにも怖こわ過ぎる。

「…シェド・スワローズか。俺には貴様がリリアナを誘拐した理由も俺を呼び出した理由も見当がつかない。だが、」

「ああ、ちょっと待ってください殿下」

　腰こしに挿さしていた剣けんを抜ぬこうとした俺様殿下を、シェドが淡たん々たんとした物言いで諭さとす。

「罵ののしり合いも喧けん嘩かも殺し合いも悪くありませんが、俺はただフェリシア姉上に用があったので協力しただけです。殿下は順序として、俺より先に首しゆ謀ぼう者しやとリリアナ様をどうにかした方がいいのでは？」

　シェドは本当に俺様殿下に対しては一いつ切さい用が無いらしく、さっさと先に行けと言わんばかりに階段を指さし煽あおるように軽く小首を傾かしげて見せた。その拍ひよう子しに黒色の前まえ髪がみがさらりと揺ゆれて目にかかる。

　シェドの言葉を信じるなら、首謀者は別に居るらしい。確かにそうである方がシェドの立場やリリちゃんを誘拐する理由の見つからなさからして妥だ当とうだろう。そしてその首謀者こそが十中八九エルだ。

「…詳しよう細さいは後で聞くが、共犯の時点で貴様も罪に問う事は確定している。覚えておけ」

「はい、覚かく悟ごの上ですから。それより早く行った方がいいですよ？　リリアナ様、なんかそもそも俺やあの人が何かする前に勝手に精神参っちゃってるみたいでしたからね」

　シェドの発言でリリちゃんへの私の心配が増したけど、私にはここでシェドを無視して行く選せん択たく肢しは無い。私がシェドを引き付けておこうという意味もあるけど…シェドが何故なぜこんな事をするに至ったか、それをちゃんと聞かないままでは私は上には行けない。義理でも元でも、今世ではシェドは私の弟だから。

　という訳で私は残る気満々なんだけど、俺様殿下はそうもいかないだろう。最優先事じ項こうはリリちゃんを助け出す事だ。こんな所で足止めを喰くらっている場合じゃないし、本人も立場上守られるべきお人とはいえ、私より戦せん闘とう能力が高いんだから俺様殿下は上階へ行くべきだ。

　俺様殿下も、恐らく私と同じような事を考えたんだろう。かといって私を残して行く事に迷いがあるのかもどかしそうな険しい顔をしていた。

　私はそんな彼の目を見て、シェドは私に任せて上に行って欲しいとその背中を押すように頷うなずいた。一応腐くさっても元婚こん約やく者しやなのか、これぐらいのアイコンタクトは今でも通じたらしく、仕方なさそうな顔と共に舌打ちが返って来た。

「何かあったら大声を出せ。駆かけつける」

　小声で言って、俺様殿下は急ぎ階段を上って行った。

　…横暴な態度が無ければ格好良いんだよな、俺様殿下。王子様フェイスだし。綺き麗れいな金きん髪ぱつが明かりに照らされ光るその後ろ姿は、さながら正義の味方の勇者様だ。

　…なら今だけその勇者様パーティーの仲間であるはずの私も正義の味方か。平民Ａが勇者様パーティーに居るのってどうよ。

　……あれ、もしかして今の私の状況って勇者に対して弱い仲間が、「私に任せてお前は先に行け！」っていう死亡フラグしか立たない事をしちゃった感じなのでは？　私死ぬの？

「…さて、邪じや魔ま者ものも居なくなったところで」

　緊きん張ちよう感かんのいまいち欠けるゲーム脳な動どう揺ようの仕方をしている私をよそに、ソファーから立ち上がったシェドが綺麗な姿勢と淀よどみない足取りで私の前まで歩いて来る。

「久しぶり、フェリシア姉上」

　その言葉の調子はまるで、本当に偶たま々たま再会したかのような気安さだった。無表情と平へい淡たんな口調のせいで感情が読み取り難にくい事を抜いても、前に町で会ったあの時と全然変わらない様子での挨あい拶さつだ。

　私はこんな状況でのその態度に苛いら立だちを覚えながらも、冷静さは失わないようにと深呼吸し気を引き締しめてからシェドに厳しい視線を向ける。

「…私に用があって、何故こうする必要があったのか、意味がわかりません」

「違ちがうでしょ」

　即そく座ざにきっぱりとした否定を受け、私は何を否定されたのかわからず訝いぶかしくシェドの目を見る。返された視線はまるで私を見通しているようだった。

「フェリシア姉上は、わからないんじゃなくて知ろうとしていないだけ。知る事を最初からせずに切り捨てている。でしょ？」

「…シェドが何故そう感じたかは知りませんが、それは間違いです」

「あはは」

　シェドが笑った。私は目を見開く。

　…シェドが、声を上げて笑う？　おかしい。シェドはヤンデレらしく口元に弧こを描えがく程度はしても、素す直なおに笑ったり泣いたり出来るようになるのはレディロのシェドルートでハッピーエンドを迎むかえた時…要するに彼の中で色々な想おもいにけりをつけてからのはずだ。

　何故、今既すでに笑える？　エルが何かしたのか…？

「相変わらずだね」

　すっと表情を消し去ったシェドに、私は内心動揺したままだったけど気持ちを切り替かえる。こうしてシェドにペースを握にぎられたままで居るのは良くないだろう。

「…私の事より、シェド、あなた自分が何をしたのか本当にわかっているんですか？」

「怒おこってる？」

「…当たり前でしょう」

「あはは」

　真面目まじめな話をしているのに、シェドはまた笑った。私はまた怒いかりを覚え、そして今度はもうそれを押し込めない事にした。

　片足を思い切り床ゆかに叩たたきつける。空間を破り斬きり裂さくような大きな音が広間に響ひびき渡わたった。

「ねぇ、本気で腹が立って来るから笑うのやめてもらえる？」

「フェリシア姉上に怒ってもらう為ためにやってるんだけど」

「はぁ？」

　ふざけた回答に、反射的に裏返った声を上げた。私に怒ってもらう為に、って…。

「ちょっと待って。まさかあんた、私の事嫌きらいだから嫌いやがらせの為に全部やったなんて言わないでしょうね？」

「え？　何言ってんの？　俺はフェリシア姉上の事好きだよ？」

「はぁ!?」

　きょとんと私を見返すシェドに、私は意味のわからなさを訴うつたえるように大きな声と怒ど気きを含ふくんだ声こわ音ねで抗こう議ぎした。

　こいつの今までのどの言動を捉とらえたら私を好きというその言葉を信じられるというのか。私にパンを投げられてヤンデレキャンセルされていたあの時はまだ可か愛わいげがあったのに、何でいつからこんな子になった？　エルのせい？　あれもこれもそれも全部エルのせいか!?

「フェリシア姉上は難しい事を考え過ぎて簡単な事実を見落とす上、自分の事も全然わかってないんだよね」

　シェドが私を責めるような事を言う。シェドを理解出来ないのは本当に私のせいなんだろうか？　確かに自分の事をわかっていないというのを私はニカ様に何度か言われているので反論し難がたくはあるけど。簡単な事実って…いや、無理。ごめん、諦あきらめ早いだろうけど本当にわかんない。

　…ああでもこの手の話術は洗脳の基本なんだよな。事実と織り交ぜる事で他ほかの事も全部本当なんだと信じ込ませる心理誘ゆう導どう術。私を混乱させる為に言っているのかもしれない事は念頭に置いておこう。

「まあ、俺は難しい事を考えなさ過ぎな気がするけど」

　私は疲つかれを感じながらも、頭の片かた隅すみでいつかどこかで聞いた台詞せりふだなと思った。

　それにしても、いやに静かな、大きな物音や声が聞こえて来ない上階の様子に逆に不ふ穏おんさを覚える。何も無いなら無いで戻もどって来ているだろうから、何かはあったはずなのに、静かな事が不気味だ。出来るだけ早く私も駆けつけられればいいけど。

「簡単って言われても、公式…解き方がわからなきゃ解けないよ。出来れば教えて欲しいんだけど…」

　私はクールダウンし、敵意を一いつ旦たん引っ込め下手になり話を聞いてみる事にした。シェドはそんな私に楽しそうな顔をする。

「俺としてはもう少しゆっくりしたいところなんだけど…このままじゃフェリシア姉上、永遠に解けなそうだね。だからさ、ここは俺とゲームでもしない？」

　ゲーム…？　よくわからないけど、もう少し話を簡単にしてくれるという事だろうか？　詳くわしく話してみろと促うながすようにシェドを見ると、シェドは優やさしく頷いた。

「これから俺が三つの問題を出します。その三つのうち一つの答えを俺の口から教えてあげる代わりに、全部正解するまで俺はフェリシア姉上を上には行かせない。全部正解した時は、俺は…まあ多少口は出すけど、フェリシア姉上含ふくめ誰だれにも手を出さないし足止めもしないって誓ちかう。そういうゲーム。問題も先に言おうか。問一、俺はどうしてリリアナ様を誘ゆう拐かいするなんて事に手を貸したでしょう。問二、俺はどうしてフェリシア姉上に執しゆう着ちやくするのでしょう。問三、フェリシア・スワローズは何故なぜ運命から逃にげられないのでしょう。…どう？　乗る？」

　私は緊張し、唾つばを飲み込んだ。

　一つ目と二つ目の設問はいい。だけど、三つ目。これはエルにも繫つながる重大なものじゃないのか…？

「先に少し質問いい？　問三は、エルが裏で動いて運命を操作しているから、で話を終わらせるわけじゃないんだよね？」

「ああ、違う違う。そんな答えじゃないよ。俺が話せるのは俺とフェリシア姉上についてだけだから」

　それは口止めされているからという意味か、それともシェド自身もエルについては詳しく知らないのか…。

　何にせよ、私はシェドからの設問三つ全すべてに正解するまで上には行かせてもらえないという事らしい。そもそもそんな事をしなくても貴族としてある程度の鍛たん錬れんを積んでいるシェドなら、武力の面ではまるっきり無力な私を足止めするのは容易たやすいはずだ。つまり私からすれば、ゲームを受けない理由は無い。口約束とはいえ、ゲームさえクリアすればシェドが手を出して来なくなるというのも有り難い。この問題が解けた暁あかつきにはシェドの事を少しは矯きよう正せい出来る手立てだってわかるかもしれないし。

　となると、このゲームを受けるのは確定として…本人から確実に一つだけは答えを教えてもらえるんだから、重要なのは三つの内どれの答えを聞くかだ。

　どうして私にシェドが執着するかの答えは、レディロを通して前世の頃ころから知っている。シェドがレディローズである私に羨せん望ぼうと劣れつ等とう感かんを抱いだいているからだ。養子であるシェドが、実子でゲームの中の完かん璧ぺきな主人公やそれと同じものを演じていた私に対し、そりゃまあ色々と感情を拗こじらせるのはわからないでもない。

　私が運命から何故逃げられないかは…非常に気になるけど、エルがどうこうじゃなく私が主体となった話なら、シェドの事情や感情を探さぐる必要がある一つ目の設問よりはまだ答えを出しやすそうだ。

「問一…シェドがどうしてリリアナ様を誘拐するのに手を貸すに至ったかを教えて」

「予想通り。いいけど、これ一応さっきから言ってるんだけどなぁ…」

　噓うそだろ？　いつ言った？

　私が半目で疑うようにシェドを見ると、シェドは優しく微ほほ笑えんだ。今日のシェドは無表情キャラなのを忘れたかのように、その中の種類こそ違えどずっと笑え顔がおだ。

　そうしてシェドは笑顔のまま、何の躊ちゆう躇ちよも駆かけ引きもせずに、あっさりと一つ目の解答を口にした。

「俺ずっと、フェリシア姉上を怒らせたかったんだ」

　……は？

　私は一いつ生しよう懸けん命めい頭を働かせる。今のはリリちゃんを攫さらった理由の話、で合っているよね…？　つまり？　え？

「リリアナ様を攫った理由が、私を怒らせる為…たったそれだけ…？」

「それだけ」

　リリちゃん、とばっちりどころの騒さわぎじゃないんですが!?

　てか、それって私がまさかと思いつつもついさっき似たような事聞いて──いや、全部私が嫌いだからこんな事をしたのかと私は聞いたんだったか。微び妙みように話が違ちがう、のか？

「本当に全部それだけの為…？　でも怒らせたいけど私の事を嫌いでは…」

「無いね」

「意味がわからないよ…」

　何で私を心底嫌いな訳でもないのに、こいつは重罪を犯おかし全身全ぜん霊れいをかけて私を怒らせようとしているんだ…。シェドがわからない。さっきからシェドについてこればっかり言っているし思っている気がするけど、本当にわからない。むしろ話を聞く程ほどに謎なぞが深まる。

「問一の解答は以上。…さて、じゃあ問二。どうして俺はフェリシア姉上に執着しているのでしょう？」

「…スワローズ家の実子かつ上手うまく立ち回る私に、羨望と引け目を感じていたから」

「ふーん…そこまではわかってるんだ？　でも、それを踏ふまえての答えを俺は聞きたいんだよ。貴女あなた自身の口からさ」

　それを、踏まえて？　シェドの言葉を反復しながら頭を捻ひねる。私に羨望と引け目は感じているけど、それを踏まえた上で他にもっと大きな核かく心しん的てきな理由が…？

「私が、勝手にスワローズの家の事を全部シェドに押し付けて平民になったから…？」

「そんな最近の話じゃなく、俺と最初に会った時からずっとの話」

　シェドと最初に会った時…それは確かこの世界がレディロの世界だと気付いた後で、私はシェドの事を避さけようと既すでに決めていたんだったはず。私はとにかくずっとさり気なくシェドを避けて来ただけで、特に執着されるような何かをしたとは思えない。

　でも、私がそう思い込んでいるだけで、シェドの口ぶりからすると事実私は何かをしたという事なんだろう。何をした…？

　…それにしても、私もシェドも黙だまるとやはり静けさに違い和わ感かんを覚える。未いまだに上階から気になる物音や声が聞こえて来ない。これは恐おそらく、上階では戦せん闘とうが行われていないどころか声さえ荒あららげていないだろう。

　俺様殿でん下か、気絶させられてあっという間に無力化されていたりしないだろうな…？　ミイラ取りがミイラになって人ひと質じち増えちゃいました、なんて洒しや落れにならないぞ。

　ダメだダメだ、今は目の前の事に集中しよう。

「やっぱりフェリシア姉上は、自分じゃわかんないのか。予想は出来てたけどさ」

　シェドは笑わず、何故か寂さびしそうに、だけど言葉通りわかりきっていた事であるのを物語るような諦てい観かんの目でぽつりとそう零こぼした。

　私はそれを見て初めて、今シェドがこうしているのはシェドやエルのせいだけでなく、自分も無意識に何かを間違えて来てしまったからなんだろう事を、ぼんやりと理解した。

　シェドがリリちゃんにした事は許されるものではないし、彼は間違いなくその件に関しては加害者だ。だけど、シェドが今私に対してそんな悲しい目をする理由がわからない。そんな私とシェドだから、きっと今こんな所に居てこうなっているんだろう。

　しかし、自分が何かを間違えて来た事に気付いたからといってその答えにすぐ気付けるなら苦労は無い。推理ものの探たん偵ていや刑けい事じは特別な頭脳を持った選ばれた存在だからすぐに閃ひらめけるに過ぎない。

　無言で頭を働かせるも、まったくそれらしい考えの一つも浮うかばない私に、シェドが笑いながら口を開いた。

「ヒントあげようか。俺って結局、フェリシア姉上には甘いから」

「お願いします」

　プライドを守ったところで答えはわからないので、私は一いつ瞬しゆんで僅わずかにしか無いプライドをその辺に放ほうり投げ、頭を下げた。そんな私にシェドは宣言通りヒントを教えてくれる。

「俺はさ、フェリシア姉上の事があくまで好きなんだよ。どうしようもなく憧あこがれて、どうしようもなく届かなくて…。……。だからさ、問一の答えとフェリシア姉上が不思議に思った事よく考えてみて。それが問二の答えに繫がる」

　私は素す直なおにシェドに従い思考した。

　私の問一の答えへの疑問…それは、シェドが私を好きなのに何故怒おこらせようとするのかだ。

　…怒らせたい、と、好きな人に思うのはどんな時だ？　例えば…好きな子を思わずいじめてしまう小学生男子とか、忙いそがしくしている親にいたずらを仕し掛かける子どもとか、些さ細さいなちょっかいをかけて来る恋こい人びととか？

　そこに共通するものは何だ──？

「反応が、欲しいから…こっちを見て欲しくて、感情を向けてもらいたいから…？」

「そう。それが二つ目の答え。正解」

「…これが？　それは執しゆう着ちやくする理由っていうか、執着したからこそ起こした行動でしょ？」

「だってフェリシア姉上、俺の事まったく見ないから」

　何が〝だって〟なのか。確かに私はシェドを避けていたからシェドには全然視線を向けなかったし、興味が無いようにも映っただろう。けど、やっぱり順序が逆だ。執着していないどうでもいい人間相手に避けられたってそこまで気にならないだろう。

　シェドからしてみれば既に私にはもう充じゆう分ぶんな情報を与あたえてくれているつもりなんだろうけど、いまいちピンと来ない。

　察しの悪い私にシェドは呆あきれる事なく、続きを話す為ため口を開いてくれる。こう見ると確かにシェドは私に甘いのかもしれなかった。

「俺が色んな想おもいを込めてフェリシア姉上をどれ程見ても、視線さえ返って来なかった。何の感情も返って来ないからこそ、余計に惨みじめで悔くやしくて憧れて、執着した」

　シェドの表情は憂うれいを帯びている。私は恐らく全部を言ってもらった情報に、漸ようやく事情を理解した。

　要するに、私がシェドに対して避けたり無関心にしたりしていた演技の一いつ環かんのせいで、元々小さかった執着心がまったく満たされずに膨ふくらんでいってしまったと。

「…つまり、私がシェドを避けて来たせい？」

「ああ…そういう考えになっちゃうのか。そうじゃない。避けるとかじゃなくてさ…そんな表面上の話じゃない。もっと根本的」

　理解していなかったらしいです。ごめんなさい。

　…え、いや、他ほかに無くない？　あれ、ここまでヒントもらえてもわからない私の頭が極度に悪いのかな？　シェド君あなた、難しい事考えな過ぎなんて自己評価していらっしゃったの噓でしょ？　それさえわからない私の頭の悪さが酷ひどいという事になってしまうから、そういう謙けん遜そんやめてください。迷めい惑わくです。

「フェリシア姉上も理解してる事のはずなのに思い当たらないって…十年も一いつ緒しよに暮らして来たのに絶対まったく気付いてないって思われる程、俺馬ば鹿かに見えるのかな…そりゃ完かん璧ぺき令れい嬢じようのフェリシア姉上よりは能力低いだろうけど、ちょっと傷つく」

「えぇえ…？　いや、今まさにシェドの事頭良過ぎだと思っていたところなんですけど」

　私とシェドは顔を見合わせ、同時に首を傾かしげた。

「ああ、じゃあフェリシア姉上の思い込みか。思い込み激しいもんね、フェリシア姉上」

　シェドの復活が早過ぎる。しかも微妙に忘れていた毒どく舌ぜつキャラをいきなり放り込んで来た。いやそっちが元々のキャラなのは知っているし、シェドの毒舌は率そつ直ちよくなだけで相手を貶おとしめようって意図はないからいいけどね…。

　私、思い込み激しいのかな…？　確かに一度こうと決めちゃった時は、もう他の考えが全然浮かばず自分の考えを盲もう信しんして脇わき目め振ふらないタイプかもしれない。直すよう努力しよ。

「思い込みが激しいってのがもうほとんど答えなんだけど、でもフェリシア姉上はまだピンと来てないみたいだし…俺もどうせならわかってもらいたいし…そうだな…。俺を最初に見たのは、顔にパンぶつけて来た時だったよね。あの時だけ俺を見てくれた。だから、また怒らせようと思ったんだ」

　私はきょとんとシェドを見る。

「私がシェドを見たのがあの時が最初、って、さすがにそんな訳…。少なくとも平民になった私に会いに来た時点から、もうバッチリとシェドの事見ていたでしょ？」

「本当にそう？　本当にそれ、〝俺〟を見てた？」

　え…？

　私はシェドを見る。私は今までずっと、シェドを見ていなかった？　認にん識しきして、いなかった？　そんな、はずは…。

　無い？　本当に？

　彼の名前は、シェド・スワローズ。元義理の弟で、ファンの間ではトラップボーイと度たび々たび称しようされる、無表情で抑よく揚ようがないのに軽い口調のヤンデレな少年で…。

　私は、思い込みが激しい──？

　ああ、わかった気がする。

「フェリシア姉上がどうして〝そう〟なのかは知らないけどさ、俺の事最初から全部決めつけて考えるのやめてよ」

　私はシェドの心に刺ささる言葉を受け止め、唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　私は最初からシェドを、ずっと同じ家に住んでいて、義理の弟で、家族だったのに…ゲームのキャラクターとしてしか見ていなかった。自分と同じ一人の人間として見た事なんて、無かった。意識して思い出してみて初めて気付いた。私の持っているシェドの情報はゲームの中の事ばかりだ。

「やっと憧れの姉上が俺の事見てくれてる。俺今幸せだな」

　シェドが笑う。確かに、幸せそうな笑えみだった。

　ああ…シェドがずっと楽しそうにしていた理由がわかった。私は確かにゲームからあまりにも外れた不可解な行動を取る今のシェドの事は、ゲームから完全に外れた存在として見ていた。

　こうまでされて、してもらったからこそ今の私は、シェドを人間として見ていたんだ。

「…ごめん。ごめんなさい」

　正しい敬語を使うより、私は私の言葉で謝った。気付けたならとにかく何より先に謝るべきだと思った。

　シェドは要するに、自分を人と思わない人間と生活していたせいで、殿下の婚こん約やく者しや誘ゆう拐かいに加担するという重罪を犯おかすまでに歪ゆがんだ。そういう、事だろう。
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「別に俺は俺を可か哀わい想そうとは思ってないし、フェリシア姉上の事好きだし、リリアナ様の誘拐に手を貸したのは自分でもそうまでする必要無いだろと思うし、つまり俺が馬鹿で短たん絡らく的てきなせいだし。…んー、謝られてもなぁ。謝るよりは怒って欲しいんだけど」

　ここで怒って欲しいという言葉が出る辺り、私がシェドに与えたのは心的外傷と言えるレベルなのかもしれない。やるせなさを感じると同時、口の中に血の味が広がった。力を入れ過ぎて無意識に口内を傷つけていたらしい。

　目の前の彼の事だけを考えようとしてみて、私はふとシェド・スワローズという私の元義理の弟はよく喋しやべる子だったんだなと、とても今いま更さらな事に初めて気付いた。そんな事さえ、見て来なかった。

「怒っている時じゃなくてもこれからはちゃんとシェドを見るよ」

「それは嬉うれしいけど…まあ、その話は今するのもなんだしこの件が終わって俺が無事だったらしよっか。まだフェリシア姉上に出した問題は一つ残ってるしね」

　どうやら自分への失望と罪悪感に浸ひたっている時間は私には無いらしい。

　確かに私がシェドへの罪つみ滅ほろぼしをしたいんだったら、謝るだけで済ますよりも何とか俺様殿でん下かや陛下やお偉えらいさん達を平民の立場だろうが何だろうが説得して、シェドを少なくとも死し刑けいにならないように救うべきだ。どんな手段を使ってでも。

　だから今私が取るべき行動は、シェドの問題に一刻も早く正解し、上階に居るだろうエルからリリちゃんを助け出し…この件を解決させる事。落ち込むのは後だ。

「じゃあ第三問、最終問題。どうしてフェリシア・スワローズは運命から逃にげられないのでしょう？」

　二つの問題の答えを知ったところで、私は漸くシェドに出された三つの問題の傾けい向こうというか何が言いたいかが、薄うすぼんやりとはしているもののどことなく見えて来た。

　ただ単純に〝フェリシア・スワローズは何故なぜ運命から逃げられないのか？〟と考えるのと、先二つの解答を聞かされた上で考えるのとでは、捉とらえ方が変わって来る。思考のスタート地点が移動する。

　よって、一ひと先まず私がするべきは確認だ。

「これも前の問答に関係ある理由だったりする？」

「うん。思い込みが激しいのと周りをちゃんと見られてないの辺りにはだいぶ」

　成る程ほど。…酷こく評ひようにへこむのは全部終わってからにしよう。

　一番初めに三つの問題を聞いた時、シェドが話せるのは私と自分についてだけだと言っていた。と、すると、だ。

「エルはこの問題への解答においてはまったく微み塵じんも無関係と思っていい？」

「うん」

　だよね。前二つの答えを聞いてそんな気はしていた。

　上階に居るのはエルだろうけど、恐おそらく私が全部エルのせいだと思い込んでいただけで、エルのせいじゃない事もたくさんあるんだろう。

「シェドは、ゲームを知っている？」

「ん？…質問の意味がわかんない」

「…ゲームって言ってわからない？　私が運命から逃げられないのは何故かって問題、シェドは私の事をいつもみたいにフェリシア姉上じゃなく〝フェリシア・スワローズ〟って呼んだよね？　それは私がレディロのゲームの主人公だからとは別の理由なの？」

「うーん…ゲームって、今俺とフェリシア姉上がしてるこの問題を指してるんじゃないよね？　たぶんだけど、そのゲームとやらは俺の解答とは何の関係も無いんじゃないかな？」

　シェドが肩かたを竦すくめる。

　シェドかゲームをわからない、と言うなら一つ疑問が生じる。〝運命から逃げられない〟の定義を、私は〝ゲームのシナリオから逃げられない〟という意味で捉えていた。私の運命を変えるという決意はゲームのシナリオを変えると同意義だ。

　では、ゲームがそもそも何の話だかわからないと言うシェドはどういう意味で運命という言葉を使っているのか？

「この話は、私とシェドの話だったよね。なら、答えは必ず私かシェドどちらかが知っていなきゃいけない。つまりシェドが知らない以上、知っているのは私の方って事になる。運命を知っているのは…運命を決めつけているのは私自身で、そもそもそうやって私が運命の存在を肯こう定ていしているからこそ運命に縛しばられている。だから逃げられない。…これが解答？」

「え？　ごめん、俺そんな広大な次元で話してない。運命の存在を肯定…？」

　また話がずれていたらしい。

　くっ、わりと正解だっていう自信あったのに！　そもそも運命の存在を肯定しているのが悪いっていう根本的な話なのかなって思ったのに…っ！

　私がよっぽど悔くやしそうな顔をしていたからか、シェドが慌あわてたように言葉を続けた。

「あ、いや、うん。たぶんそれはそれで合ってるんだと思うよ？　俺の知らない次元での話だったってだけで、それはそれできっと真理？　なんだと思う。だけどその、肯定？　された運命から逃げられない理由を俺は聞いてるんだよね」

　気を遣つかわれた。つらい。時々シェドの語ご尾びが上がり疑問表現な話し方になるのが、私としては何言ってんだこいつと呆あきれられているような気持ちになる。……。

　私は深呼吸して気を取り直した。

　よし、一度考えを数歩前まで戻もどそう。例えば…そう、何故シェドが私をフェリシア・スワローズとわざわざフルネームで言ったのかについて。

　レディロとは関係ないのにこの言い方をした理由は…婚約破は棄き前のスワローズ家の家名を名乗っていた頃ころの私を指しているからか、もしくはあえて姉上ではなく客観表現をする理由があったからか…？

　…待てよ？　そういえば、もう体感では何時間も前の事のように思えるけど、リリちゃんと会って話す為ためにとニカ様の馬車に乗っているあの少しの間…ニカ様が、リリちゃんと私がすぐに会わなければならなくなった理由について、『それを話すにはまずは…フィー、いやフェリシアだった頃の君が私や彼女からはどう見えていたのかを先に話さなければ──』と言っていて、続きを聞く前にリリちゃん誘拐事件が起こったから私は結局答えを聞けていない。

　フェリシアだった頃…フェリシア・スワローズだった頃の私がニカ様やリリちゃんから…そしてシェドから、どう見えていたか──？

　これを考えるには…もっと色々と思い出すべきかもしれない。

　……そう、そもそも私が平民となって一ヶ月そこらの時。ニカ様と私が交かわした会話。

　確か、私が自分の実際の能力は平均より少し上程度（に調整していた）と話して、それにニカ様はその通りだと明確に同意して──その後。問題はその後だ。

　何故かその話の後にニカ様は私に…何だったか。思い出せ。…えーと、そうだ。自覚が無いのか、と聞いてきた。何の主語も無かったにも拘かかわらず、『そこに関しては本当に自覚が無いのか』と驚おどろいたように聞かれた。

　そしてニカ様は自分が今まで勘かん違ちがいをしていた事と、私も勘違いしている事を言うだけ言って、そのまま言葉の意味を説明してくれずに話を切った。

　私が思い込みやすい事と、ニカ様の言う勘違い。これって言葉のニュアンスが似ていないか？　なら、関連があるんじゃないか…？

　私は、無自覚で？　思い込みやすくて？　勘違いをしていて？

　私の基本能力は平均より少し上程度なのに、そこは確かであり同意されたのに、そこに含ふくまれた無自覚とは──？

　フェリシア・スワローズは人から、どう見えていた？　完かん璧ぺき令れい嬢じようを演じていた私は、私とは──？

　シェドに出されたこの問題三つは全すべて、恐らく私の自覚の無さに関係している。

「私、は…完璧令嬢のレディローズだった」

　そう見せて来て、魅せて来た。

「主人公だった。そう、演じていたから」

　私が演じていたのは主人公となる女性だ。

「私は、自覚していながら無自覚だった。私にとって演技が出来るのは当たり前だったから。その才能が抜ぬきん出ている事を、当たり前の事だと思って来た」

　誰だれも私に前世の記き憶おくがあるなんて知らない。私にとって当たり前の、前世の間日常的に続けて来た故ゆえに身についたこの抜きん出た演じる才能は、この世界の人から見れば──私が生まれながらにして持っている、まるで熟練のように違い和わ感かんを持たせないとてつもない鬼き才さいに見える。見えてしまう。

　もしくは、この人生経験と歳としでこんな演技が出来るはずがないと思い込み本物と見み紛まがう。

　どちらにせよ優すぐれた才能だ。放ほうっておいてもらえるはずがない。

　私は勉強を、出来過ぎて見られないようにと調整した…きっとそんな事、周りから見れば些さ細さい過ぎる問題だっただろう。私はそもそも、根本的に…出来過ぎてしまっていたんだから。

「私は、たぶんやり過ぎた。ゲームの中、主人公の彼女以上に、完璧にやり過ぎた。目立ち過ぎた。…演じ過ぎた。レディローズ、だった」

　偽にせ物ものは、時に本物を超ちよう越えつする。

　ましてや、私はゲームの中で見た範はん囲いの事しか知らない。私が演じた完璧が、本来の主人公の完璧の域を上回ってしまっていたとしてもおかしくはない。

　これは現実だ。現実とはつまり、些細な事から人の目も、感情も、心も、変化する。

「だから周りは、私を今も放っておいてくれない。これが…答え？」

　私が逃にげられないのはつまり、私自身の才能とそれを当たり前に披ひ露ろうしてしまった無自覚のせいだった。

　出来れば、気付きたくなかった。だってもう終わってしまった話だ。もう、演技は無差別に見せつけてしまった後だ。やり直せない。

　シェドが憐あわれむようでもあり慈いつくしむようでもある、優やさしいけれど少しだけ苛いら立だつ目で私をじっと見つめて微ほほ笑えんだ。

「そう。正解だよ。ゲームってのは俺にはよくわかんないけどね。…フェリシア・スワローズはさ、フェリシア姉上が喩たとえたように物語の中の主人公みたいなんだ。過ぎた才能は、人を惹ひきつけ過ぎる。波乱を呼ぶ。そんな才能を持ちながら運命から逃げて平民になるのなんて、許してもらえないんだよ」

　…だけど、嫌いやだ。私は平民で居たい。自分で作り出した必然の運命だとしても、私はそれも変えて壊こわして切り開きたい。そう思うのは、傲ごう慢まんだろうか。
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「じゃあ、上に行くよ」

　心に重い鉛なまりを蓄たくわえたように感じながらも、私は百八十度方向転てん換かんしてシェドに背を向け、階段を真っ直すぐに見ながら宣言した。

「待って」

　言うや否いなや一歩踏ふみ出そうと足を上げたが、間かん髪はつ容いれずにシェドから静止の声が掛かかった。足を下ろし顔だけ振ふり返ると、シェドは苦々しい表情をしていた。

「手は出さないって言ったけどさ、俺口は出すとも言ったよ」

　そうだったかもしれない。とはいえまあ、シェドと話をして彼の考えを知った後ではシェドが私の不利になるようにという意味で口を出して来るとは思えない。むしろ何か助言がもらえるかもしれないんだから、急ぎたいのは山々だけどここは一いつ旦たん話を聞いてみよう。

「行かない方がいいよ。行ったらフェリシア姉上は、今よりもっと傷つくし後こう悔かいする。だから行かない方がいい」

　真しん剣けんな言葉は噓うそでは無いだろう。けど、これ以上私を精神的にどう苦しめるというのだろう。私のせいでシェドがこうなってしまった以上に、私が後悔する事なんてあるんだろうか。

　いまいちピンと来ていない私に、シェドは尚なおも私を説得するように言葉を続けた。

「リリアナ様を助けるのなんて、別にフェリシア姉上がするべき事じゃないでしょ？　フェリシア姉上とリリアナ様の間にどんな事情があったかなんて知らないけど、フェリシア姉上がそうやって自分の身を危険に晒さらしてまで助けに行くのって正直おかしいと思うよ」

　まったくもって正論だ。私の事情を知らない、傍はたから見た時の正論だ。

　リリちゃんと私は、いじめと婚約破棄の一件が起こるまで他人同然で、その一件にしても私が被ひ害がい者しやで彼女が加害者というだけの関係。親しく会話を交わした事なんて一度としてない。私は彼女の事をちっとも知らない。

　だから私の行動は第三者の視点では、そりゃおかしい。

「リリアナ様に何があったとしても、それを助けに行った殿でん下かにしてもさ、因果応報だよ。フェリシア姉上が心身を削けずる必要なんて一つも無い」

　もしかしたらリリちゃん自身も、俺様殿下にしても、そう考えているのかもしれない。少なくとも私が助けに行くなんて誰も期待していないだろう。

　だけど私は最初から本当は全部知っていて、リリちゃんや俺様殿下を幸せにしようとしたんじゃなく、ただただ自分が平民になる為だけに二人を利用した。二人はあんな後味の悪そうな婚こん約やくの仕方じゃなく、普ふ通つうに恋れん愛あいして婚約も出来た。少なくともレディロのゲームの中では主人公がセスのルートを選ばなければ、リリアナとセスは円満にご都合主義にくっつく事になっていた。

　私は全部知っていたのに故意にリリちゃんに罪を犯おかさせ、俺様殿下を騙だまし間違えさせた。

「…私は、私からすれば、リリちゃんもセス様も私に巻き込まれただけの被害者なんだよ」

「ふーん。よくわからないけど、そう思ってるのはフェリシア姉上だけだと思うよ」

「だとしても、私は行くよ。助けるよ」

「何それ。正義感？…行かなかったって、誰もフェリシア姉上を責めないよ」

　そうかもしれない。そうなんだろう。だけど私は、自分のせいで後悔するのはもう過去に犯した取り戻もどせない事だけにしたい。

「私が責めるよ」

　今行かなかったら絶対私は後悔する。

「リリちゃんが居てくれたお陰かげで自分だけ平民になって幸せに過ごして来たくせにって、私が私を責める。私が行きたいから行くの」

　これで私が行かなくてリリちゃんがもし死んでしまった日には、私は後悔に押し潰つぶされてそれこそ本当の意味で死にそうだ。

　私にとってリリちゃんは、本人にその気が無かったとしても私を助けてくれた天使や女め神がみみたいな、感謝してもしきれない子。今でもその考えは変わらない。

　私にはリリちゃんを助けなければいけない理由があるし、リリちゃんを助けたい理由もある。それが前世なんて知らずこの世界で生きている人達には、理解出来ないものだとしても。私の味方として私の為ために止めてくれているんだろうシェドの言葉でも、行かない選せん択たく肢しを選ぶ気はまったくない。この選択は私の為でもある。

　あまりにも意志を揺ゆるがせない私に、シェドの眉まゆが下がった。

「…俺は、俺が知ってる分だけでも充じゆう分ぶんにフェリシア姉上が傷つくには足りると思ってる。だけどそれよりたぶん、この件は俺が知ってる以上に誰かの思おも惑わくが絡からんでる。上手うまく説明出来ないけど、何か…おかしい」

　さっきまでの断定的なものとは打って変わり、シェドの言葉は曖あい昧まいだ。

「整えられた舞ぶ台たい上に居る気分だ。俺はいい。誰の掌てのひらで踊おどらされていたとしても、俺は俺のやりたい事をやっただけだから構わない。けど、」

　シェドの目が強く意志を持って私の目と合わさる。

「フェリシア姉上はわざわざそいつの望み通りの行動なんて、取ってやらなくていいと思う」

　シェドの言っている誰かがエルなんだとしたら、これが全部エルの掌の上の遊びなんだと言いたいんだとしたら、私はそもそもそんな事わかった上で此処ここに来た。

「ごめん、それでも私行くわ」

　思いやりに満ちた説得にもあっさりと意志を覆くつがえさない意を示した私に、私の優しい弟は大きく溜ため息を吐ついた。

「…本当、強ごう情じようだよね。何か策でもあるわけ？」

「無い」

「いいよ、わかった。俺も行く」

「ありがとう」

　微笑むと、シェドは複雑そうな顔をしてさっさと私を早足に追い越こし、私より先に階段を上って行ってしまった。私も慌あわてて後を追いかける。

　少し緊きん張ちようしながら階段を上った先、三階は、今までの一階や二階とは構造が少し異なっていた。階段から廊ろう下かを歩いた先にある壁かべと中央のドア。厳重で重く硬かたそうなそれらに私は嫌な予感がして、シェドの腕うでを摑つかみ冷や汗あせを流しながらまさかと言葉を口にした。

「…ねぇ、この壁とドアもしかして、」

「防音だね」

　ああ成る程ほどね、不気味な程に音が聞こえなかった訳だ！…つまり、この中で何が起こっていたとしても外には聞こえなかっただけだったと。シェドは私を最初から此処に行かせたくなかったんだから、いくら私が上を気にしていたところでこの事実を教えてくれた訳もない。

　私はますます強くなった不安感を押し込める為、肩かたにかけている自分のバッグを開いた。

「ドア開けないの？」

「うん、開けるんだけどその前に」

　私が取り出したもの。…それは持ち運び用の為、直径は約十五センチと小さめだ。横よこ幅はばや厚さは握にぎり心ごこ地ちが中々良い程度。結構な硬こう度どを持つこの明るい茶色の物質の名前は──

「……パン、じゃないよね？　それ」

「何処どこからどう見てもパンでしょ。フランスパン。何言っているの」

「俺の台詞せりふだよ。今この場面でフランスパンをバッグから取り出したフェリシア姉上の心情がまったく読めないよ」

「こうなると持って来たパンが偶たま々たまフランスパンなのは幸いだったよ。飲み物無いとキツいし持ち歩きには不向きだと思っていたんだけど、これなら固いし武器にもなるかもしれない」

「フランスパンで戦うとか正気？」

　本気で心配そうな顔は、言葉通りに正気を疑われていそうだ。でも私は正気です。

「大だい丈じよう夫ぶ、パンは運命を変えられるのよ。此処から先は万が一の為に手に持っておいた方がいいはず。もう一つあるけどシェドも要いる？」

「…要らない。何でこうなっちゃったかなぁ」

　シェドが深刻そうに頭を抱かかえた。シェドはまだこの世界におけるパンの運命改変力を理解していないから仕方ないね。

　私はフランスパンを右手に持って構えながら、真剣な顔でドアに左手をかける。

「開けるよ」

「あ、はい」

　私はシェドにいまいち緊張感が足りないように見えるのを案じながらも、重いドアを開け放った。
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　フィー・クロウが元義理の弟であるシェド・スワローズの出した三つの問題に正解した頃ころ、フィーとそれぞれ何らかの関かかわりを持つ国の次代を担になう中心人物達の一行も屋や敷しきに辿たどり着き、中へと潜せん入にゆうしていた。

　そう、潜入である。

　彼等はフィーとは違ちがい堂々と正面から入る事はせず、裏口から屋敷へと入り、そのまま裏通路を足早に進んでいた。

　無論これだけ聞くと疑問が生じるだろう。何故なぜ彼等が来た事も無い屋敷の裏口から屋敷に入れたのか、と。

　それには先頭を進む、一行の中では浮ういた存在である平民の修道女ナンシーが全すべての秘密を握っていた。彼女は何故か、屋敷の裏口の鍵かぎが隠かくしてある場所を知っていたのだ。

　どう考えてもどう見てもナンシーは怪あやしいのだが、彼女本人はろくに言い訳をするでもなく、「知ってるものは知ってるんです！」と勢いだけで押し切り、さらには「そんな事より聖女様の救出が先でしょう！」と正論のような事を言ったせいで、それぞれ警けい戒かいこそしているものの問題は後回しとされた。

　メルヴィン・クラビットは少女のそんな突とつ然ぜんの有り得ない行動に、笑えみを浮かべていた。彼はこの屋敷を何処の誰だれが所有しているものなのかを知っている。この国の中でも指折りの、あらゆる人物事情の情報を持ち得る存在だからだ。

　しかしそれでもわからなかった。メルヴィンがいくら頭を捻ひねっても出る結論は〝彼女がこの屋敷の裏口の鍵のありかなど知っているはずがない〟だ。ナンシーは幼い頃からずっとあの町で修道女として暮らしていた。そもそもメルヴィンが調べたから知っているだけで、ナンシー自身は自分とこの屋敷の関係さえ知らないはずなのだ。知り得たはずが、無いのだ。

　だからこそメルヴィンの口元は笑う。不可解な人間の言動や心理を解明する事こそが、彼の中で至上の喜びであるからだ。

　ここで別の人物に注目しよう。

　ナンシーに懐かい疑ぎの目が移った事により少しだけ動きやすくなったのか、ニコラスの護衛の一人、タメ口の護衛がもう一人の敬語の護衛に自然な動作で近づき声をかけた。

「なぁ」

「仕事中ですが。私語は慎つつしんでください」

　屋敷の人物に気付かれないようにとなるべく音を出さず進んでいるとはいえ、彼等は皆みなほぼ走っているような速度だ。しかしこの二人の息はまったく乱れない。

　声だけ聞けば、座ってお茶でも飲みながら優ゆう雅がに会話していると言っても誰も不思議に思わないような呼吸の整い方だった。そもそも二人の交かわす会話の音量は常人ではすぐ隣となりに居ても聞き取れない、聴ちよう覚かくに優すぐれたこの二人であるから初めて成立する程の小声での会話なのだが。

　敬語の護衛にざっくりと話を切り捨てられたタメ口の護衛だったが、まったく気にした様子無く反論するようにまた話しかける。

「これもう俺等のオシゴト超ちよう過かしてる気がするんだけど。やー、だってこれ、護衛っていうか…なぁ？」

「護衛は護衛ですよ。…まあいいです。で？　何です？」

　含ふくみのあるタメ口の護衛の言葉を窘たしなめた敬語の護衛は、面めん倒どう臭くさそうな顔をしながらもどうせ最終的には聞かなければならないのだろうという諦てい観かんの面おも持もちでタメ口の護衛に尋たずねた。タメ口の護衛は機き嫌げん良く口を開く。

「俺等ってさ、この場合どう動くのが正解なわけ？」

「……」

　敬語の護衛が、こいつわかっていなかったのかと一つ溜め息を吐く。

「邪じや魔まをしない程度に、護衛ですよ。我々の仕事は護衛なんですから」

「…誰の？」

「二人の、です。他ほかはまあ余よ裕ゆうがあれば。…一応言いますがニコラス様は含みませんからね。何故かはわかるでしょう？」

「あーうん、必要ないもんな。でも一人はいいとして、もう一人は誰よ？」

「着いた先に居るであろう人物で、最後の恩売りと言えばわかりませんか？」

「オッケー、心得た」

　敬語の護衛は、こいつにしては早く理解した方だなとかなり基準の低い感心をした。一秒も経たたないうちにそんな気持ちさえ忘れたが。

　話は終わったと敬語の護衛はタメ口の護衛から視線を逸そらし、代わりに自分の雇やとい主であるニコラスを見る。

　先程からずっと無口な雇い主が、きっとこの次期王おう妃ひ誘ゆう拐かい事件の裏に気付いてしまったのであろう事を敬語の護衛は気付いている。それは想定以上の早さだったが、気付かれたところで敬語の護衛にとってはまったく困る事ではない。敬語の護衛はニコラスに何の言葉をかける気も無かった。

　ただ、相棒の早めに告白した方がいいというお節せつ介かいは無意味に終わってしまったようですね、と肩を竦すくめたくなる程度の感傷を抱いだいただけだ。

　彼等がニコラスの護衛となった時期は、フェリシア・スワローズが平民に身分を落とされた直後。護衛となった理由は、一番都合の良い立ち位置で一番都合の良い行動を取ってくれそうな人物だと思ったからに過ぎない。彼等にニコラスに対する愛着の気持ちはほぼ無い。

　敬語の護衛は思う。結局誰がどう動こうが、結末は変わらない。周しゆう到とうに張り巡めぐらせた罠わなの先に待ち受ける落とし穴に、レディローズは気付かないだろう。エル様の予言が、幾いくらかの道筋を既すでに辿ってしまった後ではくつがえす事が出来ないように。かつて自分と隣に居る相棒以外、流行はやり病やまいで村人全員が死んだ故郷の村と同じように。

　運命とはそういうものだ。

「お前はさ、レディローズ勝てると思うか？」

「は？」

　突とつ如じよタメ口の護衛がまた話しかけて来た事というよりはその内容に、敬語の護衛は反射的に、半ば口くち癖ぐせである低く威い圧あつするような一言と疑ぎ問もん符ふを口から発した。

「何を馬ば鹿かな事言っているんですか。勝てる訳がないでしょう。というか、勝たれても困ります」

「何で勝てないって思う？」

「そんなもの、彼女には圧あつ倒とう的てきに自己理解と状じよう況きよう理解が足りていないからに決まっています。この勝負、彼女が全てを理解してから対たい峙じ出来ない限り彼女の勝利はあり得ません」

　敬語の護衛はそう言ってから脳内で、しかし、と自分の言葉に自分で異論を唱えた。

　しかし、逆にもし彼女が全てを理解してからかの人と対峙出来たとしたなら、勝敗は逆転するかもしれない、と。かと言って敬語の護衛はそれが彼女に出来るとは思っていないし、先に彼が言ったように勝たれても困るという考えには変わりないのだが。

「俺は、もしかしたら勝つかもって思うけどなぁ」

「は？　根こん拠きよは？」

「ねぇけど」

　敬語の護衛は呆あきれ返った目でタメ口の護衛を見た。タメ口の護衛はやはりそれを気にせず言葉を続ける。

「ねぇよ。ねぇんだけどさぁ、そんなありきたりで決められてて袋ふくろ小こう路じな運命変える事が出来ちゃったとしたら、面おも白しろいなって思うだろ。あの女、やらかしてくれるんじゃねぇかって期待してんだよ。エル様の忠臣としては？」

「ただの感情論ですか。…まあ、言われてみれば確かに、それはそれで有りかもしれませんね。エル様の忠臣としては」

　二人は小さく笑って拳こぶしを合わせた。話しているかさえわからないようなこの小声過ぎるやり取りに、気付いた者は居ない。

「…これが運命か。成る程ほど、抗あらがえない」

　ニコラスが自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいたその言葉を聞いた者も、居なかった。
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　……正直に言おう。フランスパンを武器扱あつかいした奇き行こうに関しては自分への緊きん張ちようほぐしの意が強かった。

　だけどドアを開けた直後、私は自分の目に飛び込んで来たあまりの状況に混乱し困こん惑わくしながらも、自分の手がフランスパンを握にぎっていた事に心の底から感謝する事となった。

「これで、全部元通りにしましょう。セス様、愛しておりました」

　久しぶりに見た意識のあるリリちゃんは床ゆかにぺたりと力無く座りながら淡あわく透とう明めい感かんのある可か愛わいらしい声でそう言うと、最後に私の立ち位置からは聞こえないぐらいの小さな声量でまた何かを呟いた後、泣きながら微ほほ笑えんで──

　自分の首に向けて戸と惑まどいなく鋭えい利りなナイフを突つき刺さそうとしていた。

　状況も何も理解出来ないままに、そこで私が取った行動。

　咄とつ嗟さに手に持っていたフランスパンを、ナイフを握るリリちゃんの細い腕うでめがけてぶん投げた。

　固いとはいってもフランスパンなら当たっても精々怪け我が程度で済むだろうし…とまでは実際のところ考える時間の余裕は無く、とにかくこれでナイフの軌き道どうを大おお幅はばに逸らすか取り落とさせる事が出来ればと思っての行動だった。

　私の目もく論ろ見みは当たり、狙ねらい通りにフランスパンをリリちゃんの腕にぶつけられた。その衝しよう撃げきでリリちゃんはナイフを取り落とし、金属音を発し床を滑すべって行ったナイフはリリちゃんから多少遠とお退のいた。最善だ。

「え、パ……？　ぁ、そんな…レディローズ」

　自殺しようとしていたところにフランスパンをぶち当てられて阻そ止しされるという、たぶんこの世の誰だれも経験した事の無い事を今まさに経験したリリちゃんは、フランスパンに目を瞬またたいた後、投げられた先の私を見つけるといっそ此方こちらが驚おどろく程に動どう揺ようし切った顔をした。

　私も物を思い切りぶん投げた後の、右腕と左ひだり脚あしを前に突き出したなんとも言えない体勢のままリリちゃんを見つめ返す。

　どうして今リリちゃんが自殺なんて考えたかはわからない。しかし、それを聞く前に、だ。

　俺様殿でん下か！　奴やつはこんな時に何をしていたんだ？　うん!?

　一いつ旦たんリリちゃんから目を離はなし部屋の中を苛いら立だちながら見回すと、リリちゃんより私に近い位置、ドアのすぐ近くで座り込み俯うつむいている俺様殿下のキラキラな金きん髪ぱつ頭を見つけた。

　この状況で何悠ゆう長ちように座ってんだよ、お前！　と怒ど鳴なってやりたいのは山々だが、一いつ拍ぱく置いて怒いかりを収め冷静に考えると、リリちゃんはまだしもあのプライドの高い俺様なセス様が床に座り込んでいるなんてそれだけで明らかに異常事態だ。そもそも彼は、事件の犯人をただじゃ済まさないと息巻いて先に行ったはず。軽く見たところ外傷も見当たらないのに、何をしているんだ？

「セス様…？」

「ああ、なんだ？」

「いえ。なんだではなくて…」

　俺様殿下は俯いたままでその顔は見えない。声の調子を聞く限りではそういつもと変わらなく思えるけど、意識があるならあるで婚こん約やく者しやのリリちゃんが自殺行動をしたのに対してまったく反応しなかったのはあまりに不可解だ。

「俺にあいつのする事を止める権利は無い」

　私の心の中の疑問に答えるように、俺様殿下がきっぱりと変な事を言った。

　…は？　え？　何言ってんのこいつ？　自殺しようとしている人が目の前に居るのに、権利がどうとかそんな事を言っている場合じゃないよ？

「俺もリリアナも、言い返す言葉が無い」

　俺様殿下は自嘲した。この人には似合わない顔だ。

　私が何の話なのかと困惑で頭をいっぱいにしていると、後ろから肩かたを軽く叩たたかれた。

「フェリシア姉上、まあ俺としても入って早々リリアナ様があんな事したのは予想外だったし気持ちはわからないでもないけど、色々混乱する前に首しゆ謀ぼう者しやが誰だったかぐらい確かく認にんしたら？　この部屋にはリリアナ様と殿下と俺達以外にももう一人居るでしょ？」

　シェドの冷静な言葉にはっとする。そうだった、この部屋には居るはずだ。

　恐おそらくリリちゃんが今自殺しようとした理由や俺様殿下の自じ暴ぼう自じ棄きな様子の原因を握っている、リリちゃんを攫さらった今回の件の首謀者。エル。

　ラスボスを前にその姿を確認すらしないなんて、私を殺してくださいと言わんばかりじゃないか。

　意を決し、驚き続きで自然と狭せばまっていた視野を広くして部屋を見回した私は、ついにその人物を視認した。

「…へ？」

　まったく予想していなかった人物の姿に、気付けば私は息を漏もらすようなまぬけな声を出していた。何度見直してもその姿は変わらない。

　いや、だって、どうしてエルが？

「エヴァン君？」

　そこに立って私を見ていたのは、茶ちや髪ぱつ緑目のわんこ属性な青年。エヴァン・ダグラス。レディロの攻こう略りやくキャラの一人ではある…けど…。

　いやいやいやいや、ま、待ってくれ。

　婚約破は棄きされた後に私とエヴァン君が会った回数はたったの一回。しかも婚約破棄翌日の朝に会ったっきり。その時も大して重要な会話はしておらず、わんこ属性で一いち途ずな彼に私はいつも通り猫ねこを被かぶって対応して、というかあんまり覚えていないんだけど確かただ話を流しただけで終わったような。

　……彼がラスボスというにはあまりにも唐とう突とつ過ぎるというか、実感が湧わかないというか。そもそも彼の立場でエルの正体だというのは無理があるのでは？　貴族とはいえ特別大きな権力は持っていなかったはずだし、私に片かた想おもいしていただけで実際に私と関かかわった事は全然ないのに。

「エヴァン君が、何で？　だって、エヴァン君にリリちゃ…次期王おう妃ひ様を攫う理由なんて、」

　無いはずでしょう…？

　動揺があからさまに表れた震ふるえる声のままに発していた言葉は、エヴァン君が私に向けたこの場にそぐわないあまりにも優やさしく慈いつくしみのこもった笑え顔がおによって、途と中ちゆうから音にならなくなった。

　何？　何で笑う？　エヴァン君の全すべては演技だった？　エヴァン君の私への好意も何もかも、ただ演じていただけで、だからこそ今私を困らせて愉たのしんでいるから？

　……違ちがう。そういう笑顔じゃない。私はわかっている。

　この笑顔は、シェドと同じで、本物で、私を心から想っている。

「理由ならある。死し刑けいとなっても構わない程に。その為ためなら、喜んで死刑になろうと思える程に」

　エヴァン君の瞳ひとみは揺ゆるがない。その笑顔は、優しさは、信念は、ラスボスというよりはむしろ主人公だ。正義だ。

　やっている事は罪の無いリリちゃんの誘ゆう拐かいなのに、どうしてそんな目が出来るのか。

「フェリシアさんは善良で高貴過ぎる。だから、」

「っ待って！」

　ソプラノの叫さけび声がエヴァン君の言葉を遮さえぎった。顔を向けた先に居たリリちゃんはいつの間にか立ち上がっていて、その手にはまたナイフを握っていた。私は目を見張る。

　しまった、エヴァン君に意識を持って行かれて目を離し過ぎた！

　エヴァン君が何か話してくれそうなところだったけど、とにかく今はリリちゃんからあれを取り上げるべきだ。しかし迂う闊かつに近付く事は出来ない。

　こ、ここはなんとかそっとバッグに手を入れもう一つ持っているフランスパンを取り出し…たらさすがにすぐバレますね!?　目立たない茶色とはいえこの場でいきなりそんなもの取り出そうとしたら目立ちまくるわ！

「レディローズは知らなくていい。何も知らない方がいい。エヴァン・ダグラス、貴方あなたにとってもそうであるはずです。彼女は何も知らないままに次期王妃の座に戻もどる。それが貴方の望みで、…今の私の望みでもある。そうでしょう？」

「…そうだな、その通りだ」

　私はリリちゃんを助けに、そして真実を知りに来た。なのに何故なぜか、当のリリちゃんは助けられる事を拒きよ否ひするように自殺しかけ真実も知らなくていいと仰おつしやる。

　私が王妃に戻る？　それがエヴァン君とリリちゃんの望み？　何でこの二人は私をそうしたがっている…？　エルの正体がエヴァン君なんじゃなくて、エルによって二人共無意識に操あやつられこういう考え方をしているとか…？
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　意図がわからない言葉の応おう酬しゆうに狼ろう狽ばいしている私をよそに、リリちゃんが穏おだやかな笑顔で私に向き直った。けれどその両手は、またナイフを自分の首元へと突つきつけるように掲かかげている。下手へたな事を言うと今にも刺さしそうで、かといって何もしなくても同じ結末を辿たどるだろうそれに息を吞のむ。

「優しく綺き麗れいなレディローズ、もう止めないでくださいね。私は最初からこうなる運命だったのですわ。捻じ曲がった未来を今、私の命をもって正しましょう」

　運命なんてものを信じているから彼女は死ぬのか？　そんなものを正す、たったそれだけの為に自ら命を絶つと？

　訳のわからなさとうまく行かない焦しよう燥そうと、そしてリリちゃんの考え方への苛いら立だちで感情が昂たかぶり目に涙なみだが滲にじむ。

「私は王妃になんて──っ！」

　なりたくないと言うより早く、そう言わせてももらえないままに、彼女はナイフを勢いよく振ふり下ろした。

　距きよ離りを考えれば走っても間に合わない事は明白で、物を投げるにしてもパンを取り出す間がなく、バッグを肩から下ろし投げるにはこれもやはり時間が足りなくて、それはこの場に居る私以外のシェドやエヴァン君やセス様も同様だった。

　私はただ彼女の自殺を呆ぼう然ぜんと見ている事しか出来なかった。

　赤色が飛び散った。

　──しかし、ナイフから力無く手を離はなしたリリちゃんには傷一つ無かった。彼女は思い切り刺したのに。確かに血が舞まったのに。

　リリちゃんを止める手は誰だれ一人ひとりとして届かなかった。物理的に届きようがなかった。〝あの瞬しゆん間かんにこの部屋に居たと私が認にん識しきしていた人間〟では。

「思いっきりやりましたね、聖女様。自分の首なんですからもうちょっと躊ちゆう躇ちよしましょうよ」

　そう軽口を叩くように言うと、彼女は自分の手に突き刺さったままになっているナイフを一いつ切さいの躊躇なく抜ぬき取った。栓せんが無くなり彼女の手からはさらに血が噴ふき出る。

「…ナナ、ちゃん？」

　リリちゃんが放心しながら、本人に聞くというよりは自問するように言葉を零こぼした。

　この場に居るはずがなく、さっきまで私にはただの壁かべにしか見えていなかった…恐らくは隠かくし扉とびらから突とつ如じよ飛び出したナナちゃんは、瞬時に状じよう況きようを判断すると自身の怪け我がを顧かえりみずに迷わずリリちゃんのナイフを自らの手で受ける事で自殺を防いでみせた。

　ナナちゃんはリリちゃんへと笑顔を向ける。

「ええそうです、私です。何故手を出したかなんて聞かないでくださいね。私今とても貴女あなたに怒おこっているんですから」

　そう言うと、ナナちゃんは急に笑顔を消し無表情となった。

「私の知らないところで勝手に死なないでください。迷めい惑わくです」

　その声はどこまでも冷たく、突き刺さるつららのように慈じ悲ひ一つなかった。自殺を防いだ事がまったくリリちゃんを想っての行動では無かった事を明白にするように。

　心底迷惑そうな声こわ音ねはいつも私が接して来たナナちゃんが発したものとは到とう底てい思えず、だけど現実には確かにナナちゃんの口から発されていて、私は理解が追いつかず認め切れなくてただただナナちゃんの一挙手一投足を目で追っていた。

　するとふと、ナナちゃんが表情を崩くずす。

「…ぁ。いえ、違います！　噓うそです！　今のは焦あせってたから思わずキツい言葉になっただけで本心じゃ…っ！　撤てつ回かいします！　わ、私ほらこの前聖女様に何があっても絶対に助けるって言ったじゃないですか！　ええと、そう、だから勝手に一人で死のうとした事に怒ったんです！　そういう事です！」

　必死に弁明するナナちゃんはすっかり元の口調と表情に戻っている。所々しどろもどろになるのも、自分の失言を少しでも早く撤回しなければならない焦りで言葉が出ないんだとしたらわからないでもない。

　……。それらが全てリリちゃんを見ながらでなく、上を向いて、まるでリリちゃんではない誰か別の人にでも弁明しているように行われていなかったなら、私はナナちゃんへの今まで蓄ちく積せきされて来た信しん頼らい感かんから信じてしまっていたかもしれない。

　いや、ナナちゃんの真意は一ひと先まず置いておこう。事実として、ナナちゃんはリリちゃんを自殺の手前で助けて、そのせいで今手に重傷を負っている。飛び散った分だけならまだいいけど、その手は現在進行形で血をだらだらと流し赤色が床ゆかを染め続けていた。

「ナナちゃん、早く手当てしなきゃ！」

「そんなのどうだっていいよ！」

「良くないよ！」

　興奮のせいか痛みや血を気にしていないらしいナナちゃんが心配で思わず怒ど鳴なると、ナナちゃんはまた表情を消した。

「どうだっていいんだってば」

　本当に心の底からどうでもよさそうな声音と無関心な目に、言い返す事が出来なくなった私は閉口する。

「この危ないのは私が預かりますね」

　ナナちゃんは黙だまった私から視線を外すと、手に持っている自らの血がついたナイフを弄もてあそぶように触さわりながらリリちゃんに向けて宣言した。リリちゃんも状況に付いて行けていないのか、ナナちゃんの言葉への反応は無い。

　その時ふと、私はナナちゃんが開け放った隠し扉の向こうが騒さわがしい事に気付いた。視線を向けると、ちょうどそこからぞろぞろと知った顔が部屋に雪な崩だれ込んできたところだった。

「一人でいきなり全速力で走り出すんじゃねぇよバカナナ！　こっちは道も知らねぇのに…って、何だこの状況」

「フィー！　無事だったか！」

「お、なんか面おも白しろそうな事になってんな！」

「そう思うのはノラン様だけかと。王族の前で流血騒ぎですよ？」

　メルちゃん、ニカ様、ノラ、ゼロの順で各おの々おの個性溢あふれるお言葉をくださった国の重要人物様達に、まさかレディロの攻こう略りやくキャラが全員揃そろう時が来てしまうとはと頭痛を覚えた。

　ちなみにニカ様のあの物ぶつ騒そうな護衛二人と、恐おそらくはメルちゃんの護衛である一人は黙っている。

　騒がしくなった室内の空気をシリアスに戻すように厳しい声を上げたのは、意外にも隣となりに居た私の元義理の弟だった。

「おい、何であんた等がその通路を通って来られる？　それを知っているのは俺と両親だけのはずだ」

　無言のまま、全員の視線がナナちゃんへと向いた。その意味は、どう考えても〝そいつに聞け〟だろう。全員が示し合わせて噓を吐ついているので無いなら、知っていたのはナナちゃんという事になる。

　…何故なぜただの平民のナナちゃんが、辺境にあるとはいえ貴族のものであるこの屋や敷しきの隠し通路を知っていた？

　というかシェドの言葉から推測するに、私達が居るこの屋敷は恐らく、スワローズの本家である私の元実家に引き取られる前にシェドが暮らしていた家なんだろう。要するに家族しか知らない秘密の通路だ。それをナナちゃんが知り得ているのはおかしすぎる。

「そうだ、修道女…お前確か教会の…何でお前が、それにどうして此こ処こに、」

「…ああ、誰かと思えば坊ぼつちゃんか。だからどうでもいいんだってば。あれもこれもそれも、ナナにはどうだっていいの」

　ナナちゃんは一切誰の質問にも答えてくれない。謎なぞだらけで自分本位だ。

　ん？　あれ？　というか今の会話、ナナちゃんとシェドも知り合いなの？　何で？　地方の教会にシェドが行く用事なんてあるか…？

　というか…ナナ？　ナナちゃんって自分の事、いつもは私って言っていたよね？　それに、ナナちゃんの本名ってナンシーだから私が勝手にあだ名としてナナちゃんって呼んでいるだけで…いや、でもそういやリリちゃんとメルちゃんもさっきそう呼んでいたな。特に気にするべき点では無かったか？　こう、ぽろっと昔の自分への呼び名が出ちゃっただけ？

「聖女様、大だい丈じよう夫ぶだよ。ナナが助けてあげる」

　そんな事を考えている間にナナちゃんはリリちゃんに優やさしく微ほほ笑えみかけ、リリちゃんはそれに対し細く声にならない悲鳴を上げていた。リリちゃん、ナナちゃんの事をこの場の誰よりも怖こわがっていないか？　この二人の関係も何なんだ？

　…呼び方からして、ナナちゃんの言っていた尊敬する聖女様とやらがリリちゃんを指しているのはわかったけど…ううん、でもそこからしておかしいな。リリちゃんは何でわざわざ、リリちゃんの家からも遠く平民街にあるあの教会へと幼い頃ころから定期的に通っていたんだ？　ナナちゃんの話では、聖女様は毎月教会に通っていたはずだ。

　それに、ナナちゃんが尊敬していたはずの聖女様に対して勝手に死なれると迷惑なんて言うのもおかしい。リリちゃんがナナちゃんに対して妙みように怯おびえている理由も気に掛かかる。

「フィーちゃん」

「は、はい…!?」

　まったく状況に付いて行けず目を回している私に突如、今やこの場の中心人物と化しているナナちゃんからお声が掛かった。私がびくりと過か剰じよう反応したのを気にした様子もなく、ナナちゃんはいつもと同じ純真無む垢く…に見える笑え顔がおをくれる。

「ナナはリリちゃんに少し落ち着いてもらう為ためにカウンセリングってやつをして来るから、こっちは任せるね！」

　演技？　これが、十六歳の少女に出来る演技か？　今の私のナナちゃんを疑っている目線ですら…お兄ちゃんと同じだと、そう、前世の兄のように外面がいいだけの偽にせ物ものだと思おうとしてどれだけよく見ても、違い和わ感かんが何一つ見つけられない。こんな事は初めてだ。

　どんなによく見ても、この子が純真無垢にしか見えない。年ねん齢れいを一先ず置いておいたとしても、これは偽いつわり演じる大人の顔でもないと私の経験が言っている。なのに状況が純じゆん粋すいな子どもでもない事を歴然たるものとしていた。

　──この子は、何だ？

「……任せられました」

　内心の葛かつ藤とうはともかく、ナナちゃんの言葉に私は同意と了りよう承しようを込めた言葉を返した。

　様子のおかしいナナちゃんとすぐ自殺しようとするリリちゃんを二人きりにするのは気が引けるけど、正直私の脳は処理能力の限界。許容量オーバーだった。

　リリちゃんを気にかけながらじゃエヴァン君からじっくり話を聞けなそうだ。かと言ってリリちゃんを連れて逃にげるにしてもリリちゃん本人が拒きよ否ひして来そうだし。リリちゃんはナナちゃんに怯えているものの、ナナちゃんの方はリリちゃんに好意的だ。少なくともエヴァン君と私が話し合う間、リリちゃんの自殺を防いでおいてはもらえるだろう。

　懸け念ねんすべきは…この状じよう況きよう、ナナちゃんがめちゃくちゃエルの正体っぽく見えるし、私が見ていない隙すきにリリちゃんを洗脳するかもしれないって事だけど…今のリリちゃんでも私は既すでにわりと手に負えていない。むしろ私としても一人ずつと話させて欲しかったところで、ナナちゃんの提案というかお願いは願ったり叶かなったりだった。

　ナナちゃんとリリちゃんが部屋を出るのを見送っていると、ニカ様の指示によってかもしくはナナちゃんがエルだからか、ニカ様の護衛二人もリリちゃんとナナちゃんの後に続いて部屋を出て行くのが見えた。

　まあ、戦力的にはエヴァン君一人対複数みたいなものだし此方こちらは問題ないだろう。全員が私の味方じゃないにしても、まさかノラだって特に面識は無いだろうエヴァン君の味方はしないと思いたい。二人の事は気に掛かるけど、私の身体からだも口も脳も二つは無いんだからどうしようもない。

　私はお待たせ致いたしましたとばかりに、エヴァン君に向き直る。

「なあ、フィー。あそこの下に落ちてるフランスパン、お前だろ？　何があったらフランスパンが部屋の隅すみに落ちてる事になんだよ。めっちゃ気になる」

「後で教えるから少し黙っていてもらえますか、そこの隣りん国ごく王子様」

　ちょっと今シリアスな場面なのでノラは空気を読んで欲しい。今私それっぽくエヴァン君に向き直ったところだったんですけど。元げん凶きようのパンはそりゃ、察されている通り私の仕し業わざだけど。

　私は気を取り直してエヴァン君に話しかけた。

「色々、聞きたい事があるんですけど」

　全然状況を理解していないのを隠かくしもせず言えば、エヴァン君は穏おだやかな顔で微笑みを返してくれた。

「フェリシアさんが知らない事は全部、知らなくていい事なんですよ」

　話にならねぇ。

　私が何も知らないままでも私が次期王おう妃ひに戻もどる危険性が皆かい無むで、リリちゃんは死なないし晴れて王妃になって、私を取り巻く全すべてのフラグが折れてくれるっていうんならそりゃ、私だって知らなくていいと思えたわ！　何も知らずに自分も周りも不幸になるだけの未来を許容出来るはずないでしょうが！

　エヴァン君は何でこんな事をして、リリちゃんは何で自殺未み遂すいを二度も起こして、俺様殿でん下かは何で無気力状態になっていて、それがどう、シェド曰いわく私が傷つく事と繫つながって来るっていうの!?

　…待てよ。そうだ、そういやシェドも部屋に入る前にフェリシア姉上は知らなくていいと言っていた。つまりはシェドも、その私の知らなくていい事である真実とやらを知っているはずだ。

「シェド、教えて。あんたも知っているんだよね？」

「エヴァンさんが言わないって決めたなら、俺はフェリシア姉上の為にもそれを尊重するかな。その方がリリアナ様も喜ぶらしいし」

　誰だれ一人ひとり教えてくれない！

「…フィー、そいつがリリアナの誘ゆう拐かい実行犯なんだろう？　なら一ひと先まずそいつを捕つかまえていいか？」

　ここに来て、ニカ様が至し極ごく真っ当な意見を出して来た。そういやこの人、私の前では王族なのに毎度平民のパン買って食べたりいきなり食材の押し売りをして来たりしたけど、比ひ較かく的てきまともな人間だったわ。

　しかし、ここで当たり前のようにエヴァン君を捕まえて…解決？　それでいいのか？　私は、いいのか？

　よくない。

　シェドは真実を知ると私が後こう悔かいすると言った。それはつまり、エヴァン君がこんな事を起こすまでに至った理由に私自身が絡からんでいるからだ。恐おそらく、シェドと同じくエヴァン君も…私のせいでこうなった。それぐらい、ここまで来たら察する事が出来てしまう。

「捕まえるという話をしているのに、逃げる素そ振ぶりも抵てい抗こうもしないんですね」

　険しい顔で言うと、エヴァン君は当然だとでも言うように余よ裕ゆうの笑みを浮うかべる。

「言ったでしょう？　私は死し刑けいになっても構いません」

「……私を、王妃にする為なら？」

「いいえ、貴女あなたは私が起こしたバカな事件により、偶ぐう然ぜん王妃に戻るんです。リリアナ・イノシーという悪者が死んで、セス・キャボットの真の愛を取り戻す。よくある勧かん善ぜん懲ちよう悪あくのおはなしですよ」

　私を王妃にする為、とは本人の口から言う気は無いらしい。だけどリリちゃんの言っていた事を信じる信じない以前に、今のエヴァン君の発言は〝偶然〟という言葉さえ抜ぬかしてしまえば、非常にわかりやすく彼の望みそのものだろう。

　何故なぜ彼はそうまでも、私を王妃にしたいんだ？

「ニカ様、すみません。我が儘ままだとは思いますが捕まえるのはもう少し待ってください。私はエヴァン君と今、対等に話して聞きたい事があるんです」

「……」

　ニカ様の反応が無い。やっぱり次期王妃を誘拐した相手を捕まえるのに待ったをかけたのは色々まずかったかと、ちらっとニカ様を横目で窺うかがう。

　ニカ様は特に手や口を出す様子無く、腕うでを組み静観の姿勢になっていた。どうやら任せてくれるらしい。エヴァン君が大人しいのも理由として大きいだろうけど、私への信しん頼らいからだろうか。有り難がたい。

　だって私の目には、エヴァン君がどうしても悪い人には見えないのだ。

「…シェド、一つ聞いていい？」

「答えるとは限らないけど、どうぞ」

「もしかしてエヴァン君の事も、私はシェドの時と同じで思い出して考えをこねくり回せばいいだけ？　私は既に答えを導き出せる所に立っている？」

「…正解」

　困った顔をしながらも答えてくれたシェドに、私は笑顔を返す。

　成る程ほど。さっきはシェドがヒントをばしばしくれた上で漸ようやく答えを出せた。でも今度は直接ヒントこそもらえなくても、シェドとの会話経験や知識を持った上で考える事が出来る。そもそもヒントは、さっき交かわした会話のあちこちにちりばめられていたと思う。

「時間をください。その間誰も不ふ審しんな行こう為いはしないでいてくださると助かります。…特にそこの隣国王子」

「えー？　俺、隣国王子が名前じゃねぇし」

「わかったから、ノラ！　そこに黙だまって座っていて！」

　王子に対し人前にも拘かかわらず完全に犬に対してみたいな扱あつかいをしてしまっているが、これはたった今ノラが落ちていたフランスパンを齧かじろうとしていた事に起因するので私は悪くない。彼の威い厳げんが損そこなわれるのは彼自身のせいだ。その証しよう拠こに彼の側近というかお目付役…いやむしろ手た綱づな係のゼロから感謝を含ふくんだ優やさしい視線を感じる。

　とはいえまあ、落ちているパンを食べるぐらいなら可か愛わいいもので、勝手に戦せん闘とう意い欲よくむき出しのバーサーカー状態になられるより万倍マシだけど。

　そんなどう転んでも問題児なノラに引き換かえ、借りて来た子ウサギのように黙って部屋の隅に行ってちょこんと大人しくしているメルちゃんは癒いやしだ。たぶんあの子状況わからな過ぎて途と方ほうに暮れているぞ。可か哀わい想そうに。無事帰った暁あかつきにはちゃんと何だったのか説明してあげるからね。

　さて。

　私の今までの言動のせいでエヴァン君が誘拐事件を起こすまでに至ったと仮定しよう。とするとつまり、エヴァン君との今までの会話やら関かかわりやらを思い返せば理由は見えて来るはずだ。

　……いや、ほとんど関わってないよ本当に。乙おと女めゲーム『救国のレディローズ』のシナリオ通りに、たぶんエヴァン君は学園で会った主人公ポジションな私に一ひと目め惚ぼれした。それは普ふ段だんの視線やらクラスメートとしてたまに話す本当にただの事務会話の中でも明白だった。だけど、そう、別に特別な会話をした事なんて無かった。

　となると、考えるべきは婚こん約やく破は棄き後にスワローズ家を追放された直後、私がエヴァン君と交わした会話となるんだけど…私は何故だか、妙みようにこの時の記き憶おくが曖あい昧まいだ。これにも何か理由があると思うんだけど…。

　あ、そうか！　あの時の私、やっと俺様殿下や次期王妃の座や家から念願の解放をしてもらった喜びでスーパーハイテンションになっていたんだった！　ははぁ、そりゃそんなテンションだったんじゃ記憶も曖昧になるわ。そうだそうだ、そういえばスキップ通り越こしてコサックダンスまで踊おどろうとしていた。…わぁ、凄すごくどうでもいい黒歴史まで思い出しちゃったよ。でもこれは確実にいい傾けい向こうだ。

「ニコラス・キャボット様、ここは俺を捕まえて終わりな話だと思うのですが」

「ああ。だが、フィーにも考える自由がある。私は出来る限り、彼女が納なつ得とく出来た末での結末を迎むかえさせてやりたいんだ」

「…弟やあの女の危険より、彼女を優先させると？」

　私が考えている間に、何だかエヴァン君とニカ様が不ふ穏おんな会話をしていやがった。

　確かに話の内容はもっともで、私が予あらかじめ注意しておいた不審な行動をしている訳ではないけど！　でもやめて！　今、私の思考がいいところなんです！

「私は私の意志を優先させているに過ぎないんだがな」

　つまりニカ様の意志が、イコール私の自由意志だと。それを深読みすると色々考えるどころじゃなくなりそうなので、私はニカ様の今の発言を聞かなかった事にした。

　そうそれで、婚約破棄で家を追放された直後の酒でも飲んだのかと疑いたくなるような異常ハイテンションの私がエヴァン君に会った時の事だ。確かエヴァン君が突とつ如じよ私の前に立ち塞ふさがって──

　……？

　……あれ、待てよ？　あの時の私が異常ハイテンションだった？…これ、今までまったく気に留めていなかったけどもしかしてだいぶまずい要素なんじゃないか？　だってそれってつまり、私はその時普ふ通つうじゃなくて、何なら正気の状態じゃなかったって事…になるよね？

　待って。待って待って！　誰も私を急せかしていないし急かしているのは私自身だけだっていう自覚はあるけど、ちょっと待ってほしい。

　私は正気じゃなかった。なら何かやらかしていても不思議じゃない。でも、かと言って特別におかしな行動を取っていたならさすがに後から気付いたはず。私はちゃんとあの時も完かん璧ぺきに演技をしていた。なら、私は…。……。

　ああそうだ、わかった。

　私は、エヴァン君と会ったあの時──いつも以上、必要以上の、過か剰じよう演技をしたんだ。

「あ、ぁああ……そうだ、そうだよ私…。セス様に一生に一度の恋こいをしたなんて言って…涙なみだぐんだりもしたし…無む駄だに芝しば居い掛がかったいかにも悲劇のヒロインみたいな事を…っ」

　私はその場にくずおれるようにしゃがみ込んで頭を抱かかえ、ぶつぶつと過去の私の言動を震ふるえ声で呟つぶやいた。こんなのリアルに頭を抱えなければこの場から逃にげ出してしまう。

　そう、あの時の私は正気じゃなかったゆえに、絶対もっと他ほかに手段があったエヴァン君への対応を間ま違ちがえた。しかもその間違いをさらに助長させ最悪な結果へと押し進めてしまったのが、シェドに指し摘てきされよく私も自覚した、異常な演技力だ。

　エヴァン君はたぶん、私の言った事その全すべてを真に受けたのだ。

　ちらっと顔を上げると、皆みんな私を心配そうにガン見していた。

　ですよね。いきなりこんな奇き行こうしだしたら注目しますよね。今の私、コサックダンス踊ろうとしたのが目じゃないぐらいの黒歴史が掘ほり出されたような心境で穴があったら入りたいところなんだけど、そういう訳にはいきませんよね。

　だってそんな馬ば鹿かな行動のせいで、恐らく全ては私の為ためにと犯罪にまで手を染めてくれてしまった人が今目の前に居るんだから。

　私は震える足で立ち上がった。

「エヴァン君、あの、ね？　間違っているならそれでいい。だけどこれがもし合っているなら、お願いだから肯こう定ていして欲しい。…私がセス様を好きって言って、最後にアナタの手を取らずいかにも悲劇のヒロインのようにお別れしたばっかりに……あれからずっと、リリアナ様に私がしたいじめについて調べてくれていた？」

　足を震わせ手も震わせ声も震わせながら話す私に、エヴァン君は肯定も否定もしてくれない。いや、それはいい。欲しいのは、このまま最後まで私が話した時点での真しん偽ぎだ。

　リリちゃんに私がしたいじめとは当然、真実では私がいじめをした事になっているだけの噓うそに過ぎない。さすがに多少調べた程度では証拠は出ないだろう。けど、詳しよう細さいに調べたなら…さて、リリちゃんがどれだけ捏ねつ造ぞう出来ていてさらに捏造の証拠を残していなかったかは私にはわからない。

　わからないけど、俺様殿でん下かの決定的発言が大きいとはいえ私を婚約破棄までさせられる程の大事件をリリちゃん一人で起こして、綻ほころびがまったく無かったとも思えない。

　エヴァン君の愛はぶっちゃけ相当重い。初恋だけで私を信じて追いかけて来てくれて一いつ緒しよに逃げようとまで言った程だ。彼の執しゆう念ねんならきっと、その綻びまで辿たどり着けたと思う。

「そして集めた証拠を今披ひ露ろうして、リリアナ様に罪を認めさせセス様にもそれを聞かせて自分が間違っていたってわからせた。私を次期王おう妃ひの座に戻もどしセス様と私をくっつけて、全ては私を幸せにする為だけにこの誘ゆう拐かい事件を起こした。…違いますか？」

　全部、全部が私の為で、私のせい。きっとこれが正解だ。だって真相を知っているシェドが、私を労いたわるように支えるように強く手を握にぎってくれた。この優しい私の元義理の弟は、全部私が悪くても私の味方になってくれる子だから。

　エヴァン君は私に向かって優しく、それはそれはどこまでも優しく…笑った。

「違いますよ」

　返答は確かに否定だった。それに私は泣きたくなった。

　エヴァン君は全ての罪を自分が被かぶる為に、私を関係ない巻き込まれただけの第三者にして、いっそ私が何も知らないままに私の願いだけを叶かなえようとしてくれている。

　バカだな、純情一いち途ずなわんこキャラなくせに噓なんて吐つき慣れてないもの吐いちゃって。私がどれだけ今まで噓ばっかり吐いて生きて来たと思っているんだ。それに前世の兄の外面のお陰かげで、噓なんて見み抜ぬき慣れているんだよ？

　私にとってはそんな下手へたくそな噓じゃ、肯定にしか聞こえない。

「そうじゃ…そうじゃないんだよ、エヴァンくん…全部、噓なの…っ」

　気持ちが先行して要領を得ていなく、自分で言っていても何に対して否定しているのかまったく伝わって来ない否定の言葉を吐はいた私に、エヴァン君は心配そうな顔をした。

　シェドが、私が行かなくても誰だれも私の事を責めないと言っていた理由がわかった。あれは私の勝手なリリちゃんや俺様殿下への罪悪感を否定する言葉じゃなく、責められてもおかしくないような事を私がエヴァン君に対してしていたからだったんだ。シェドがエヴァン君から話を聞いていたなら、エヴァン君に対する私の悲劇のヒロインのような演技に違い和わ感かんを覚えてもおかしくない。だって平民になった私にシェドは一度会いに来て、楽しく暮らしている私を見ている。

　シェドは、エヴァン君に吐いた私の噓に気付いたんだろう。だけど私の為にエヴァン君にも誰にも、真実を明かさなかった。私が行かなくても誰も責めない、それはきっと行って自分のしでかした事に気付き真実を告白するとしたら、責められるかもしれないという意味を含んでいた。

　同時にシェドの、知れば後こう悔かいすると言っていた理由もわかった。それでも何も知らなければよかったなんて思わないけど、今の私は後悔に押し潰つぶされて息さえろくに出来ない。

　私の考え無しな噓のせいで、もう取り返しがつかない。こんなの、私はどうすればいいんだろう。

　それでもどうにかしなければいけない。それによって何かを失う事になったとしても。

　私は少し落ち着こうと深呼吸してから、手を握ってくれているシェドを見て大だい丈じよう夫ぶと無理やり微ほほ笑えみ手を離はなして、エヴァン君に向かって歩いて行く。血の気が引き頭から足まで冷え切った体は、自分のもののはずなのに死体かマリオネットでも動かしているようで足取りが覚おぼ束つかない。

「全部、全部私のせいなの。エヴァン君は何も悪くない。エヴァン君は私に騙だまされただけなんだよ」

「…よくわかりませんが、私の事を庇かばおうとしていますか？　私は私のやりたい事を勝手にやっているだけですので、フェリシアさんが気に病やむ必要はまったく、」

「違うの！」

　私はエヴァン君の前まで行くと即そく座ざにその場に膝ひざをついた。そしておでこを床ゆかにつける。要するに、最上級に謝罪の意を表す姿、土下座だ。

「ごめんなさい！」

　私は心の底から叫さけんだ。まだ私が何に謝っているのかもわからないんだろう、皆がざわめく声が聞こえる。

　だけどそれに耳を傾かたむける事はなく、私はエヴァン君だけに集中していた。

「な、にしているんですか…顔を、顔を上げてください！」

　狼狽うろたえた声こわ音ねのエヴァン君の言う事に私は従わず、そのままの体勢で話を続けた。

「全部噓なの、私あなたに噓を吐いていたの。エヴァン君のした事は私の為なのに、まったく無意味で無駄な事なの」

「あの、その噓がなんだかは知りませんがそれよりいいから顔を、」

　気配と声の遠近感からエヴァン君もしゃがんだのが伝わって来た。エヴァン君の手が私の肩かたに触ふれたけど、私は頭を下げたまま言葉を口にした。

「王妃になりたくなかったの」

　エヴァン君の手が私の肩に添そえられたまま、ピタリと止まる。

「私は自分を幸せにしようとする事だけで精せい一いつ杯ぱいで、国を背負いたくなくてセス様とも結けつ婚こんしたくなくて家も嫌きらいで貴族で居るのも嫌いやで、だから私の我が儘ままで望んで逃げ出しただけなのっ！」

　今まで誰に聞かれてものらりくらりとかわして口にせずに来た、自分勝手な本心を叫んだ。

「リリアナ様がしてくださった事は私にとってただただ都合が良かった。だから、私達は一度も話し合わずに意い思し疎そ通つうを図はからなかっただけの共犯に近かったって、私は勝手に思っている」

　リリちゃんが誰に対してもまったく悪くなかったとは言えない。だけど否定出来たのに自分の為にその噓を否定しなかった私は同罪のはずだ。

　むしろリリちゃんにも本心を話さず、一部の人の視点ではあたかも自分の方が本物の悲劇のヒロインのように思わせてしまったんだから、リリちゃんだって巻き込まれた被ひ害がい者しやだ。さらにはそんな私の為にエヴァン君に罪を犯おかさせた。リリちゃんより私の罪の方がよっぽど重い。

　こんなにも私を想おもってくれていたエヴァン君に適当な噓を吐いて、何も知らずに過ごして来た。その間エヴァン君が何を考え何をして来たかを、想像した事さえ無かった。もっと早く後ろを振ふり返ればきっと防げた事だったのに。

　そう、シェドだけじゃない。エヴァン君も、皆…皆だ。私がゲームのキャラクターとしてしか見ていなかったのは、ゲームに登場していたこの世界の人物…その全員だ。私はずっとこの世界で不誠実に、ゲーム気分で生きていたんだ。

　エヴァン君をゲームのキャラクターとしてじゃなく同じこの世界で生きている人間として一度だって考えられていたなら、あんな噓を吐いたら相手がどう思うかなんて、気付けて当たり前の事だったのに。

　今思えば、いくらでも自分の考えを改められるチャンスはあった。だって、彼らの実際の行動は私のゲームを基準とした想像とは、ずれていたんだから。だけど私は、少しでもゲームから外れた言動を彼らが取る度たびに、そのおかしい理由をバグだとかエルのせいだとか思い込んで来た。無意識に、ゲームの中でなく呼吸し思考し生きている目の前の彼等を、否定し続けていた。

　私は此こ処こで生きている。これはゲームなんかじゃない。現実だ。

　彼等も、同じだ。

　ああ…嫌になる。私は前世、私を人じゃなく玩具おもちやとしてしか見ていなかったお兄ちゃんを、嫌けん悪おしていたのに。自分は、あんな人と少しだって似ていないつもりだった。本当に、つもりだっただけだなんて。

　この世界で私は、お兄ちゃんと違ちがい命令をしていなかっただけで、お兄ちゃんと同じ目で人を見ていた。私は世界を跨またいでも憎にくいあの人と、確かに兄きよう妹だいだった。

　自己嫌悪でぐしゃぐしゃになりながら頭を床に押し付け続けていると、エヴァン君に肩を軽く押されやや乱暴に無理やり顔を上げさせられた。エヴァン君のその顔はさっきまでとは違い笑えみはなく、真面目まじめな顔で私の目をじっと真っ直すぐに見つめている。

　怒おこっているだろう。そりゃそうだ。私はエヴァン君の真しん剣けんな想いに向き合わずその場凌しのぎで馬ば鹿かな事を言った。そのせいで、正義の善人としての行動を取ったに過ぎないエヴァン君を大罪人にしてしまった。

　エヴァン君はふと私から視線を外し、目を伏ふせ険しい顔で熟考するように動きを止めた後、また私を真っ直ぐに見て口を開いた。

「……セス・キャボット様を好きと言ったのも、噓うそですか？」

「…はい。むしろ嫌いなぐらいでした」

「……自分が犠ぎ牲せいになる事で周りを幸せにしようとしたわけでは、なかったんですか？」

「…はい。むしろ自分が幸せになる事しか考えていませんでした」

「……それで全部、貴女あなたの思い通りになって、貴女は幸せに？」

　一番答え難にくい質問に、私は思わず言葉を詰つまらせた。だけど答えないわけにもいかず、喘あえぐように無理やり息を吸い込み、一いつ拍ぱく置いて正直に答えを口にする。

「…はい、概おおむねは思い通りに。多くのものを犠牲に、そして踏ふみ台にした事にも気付かずに、それでも平民として暮らしていた私は幸せだったと、心の底から言えます。…言えて、しまいます」

　苦心の末に何とか言い切った。人を不幸せにしておきながら幸せだったと、そんな最低の事を。

　エヴァン君はきっと今、こんなにも嫌な女に一ひと目め惚ぼれしたせいで馬鹿な事をして自分の人生を台無しにしてしまったとわかり、やりきれない気持ちだろう。

「なら良かった」

　だけど私の予想に反し、エヴァン君は穏おだやかに言った。

「貴女が傷つけられた訳ではなく、今も幸せに過ごしている。これ以上に嬉うれしい事はありません」

　噓を見抜くのは得意だ。エヴァン君は噓を吐ついていない。心から言葉通りの想いで笑っている。そこには一いつ片ぺんの怒いかりさえない。どんなに目を凝こらしても、見つけられない。

「何で怒らないの!?」

　私はそんなエヴァン君の反応に、理り不ふ尽じんな逆ギレだとわかっていても怒ど鳴ならずにはいられなかった。まったく私の事を責めようとしない、ただただ私を想っている善の気持ちに、そうしないと自分の心が押し潰されそうだった。

「エヴァン君は騙されたんだよ!?　私の為ためにそれが正義だって信じて次期王おう妃ひの誘ゆう拐かいなんて大罪犯して人生棒に振っちゃって、それだけの事したのに何の意味も無かったんだよ!?　私が軽い気持ちで吐いた噓のせいで！」

「フェリシアさん、あのですね、それでもこれは私が勝手にしただけの事なんですよ」

　ヒステリックに叫ぶ私に、エヴァン君は宥なだめ諭さとす大人のような落ち着いた否定をした。

「貴女を幸せにしたかった私が、独り善がりに罪を犯した。貴女のその様子では、私に罪を犯させようなんて微み塵じんも思っていなかったでしょうに、私が勝手に思い込んで先走って決めつけて、果てには貴女自身も今こうして巻き込まれている。貴女もただの私の被害者です」

　もし。そう、もしもエヴァン君が、一いつ切さい自分は悪くなく全部お前のせいだと言ってくれていたなら、きっと私だっていや少しはお前も悪かっただろうとエヴァン君が言ったような事を考えていた事だろう。

　だけどそれを貴方あなた自身が言うなら、私にそんな言い訳は赦ゆるされない。私の免めん罪ざい符ふにはならない。私がした事の重さは、変わらない。

「貴女に罪は一つも無い」

　貴方の言う事はあまりにも優やさし過ぎて綺き麗れい過ぎる。

　エヴァン君は心から私に罪は無いと思っている。彼は私の真実、私自身でさえ吐はき気がするようなそれを全すべて知っても尚なお、笑って心から望んで罪を被かぶる気だ。

　そんな…そんなの、納なつ得とく出来るはずがない。

「私が誰だれかを踏み台にしても平気な顔して生きて行けるぐらい強いなら、そもそも救国なんてしなかった」

　私が予言という虚きよ言げんを使って救国した事は私の中で絶対に認めてはいけない事だったはずなのに、自然と口をついて出ていた。

「私のせいで、私の為に、私の知る優しい人が罪に問われるのを放ほうっておける程ほど、私は強くない！　エヴァン君とシェドが死し刑けいになっても自分には無関係だなんて平気な顔して生きて行けない…二人がそれを望んでいたとしても、私は弱いからそんなの耐たえられない…っ」

　私の訴うつたえに、エヴァン君はどうしようもない事をごねる子どもを見ているかのような困った顔をした。いつの間にかエヴァン君の隣となりに立っていたシェドも似たような顔で私を見ている。

「フェリシアさんは優し過ぎますよ」

「参ったなぁ…こうまで思い詰めるんなら、俺もフェリシア姉上には何も気付かせておかなきゃ良かったかもしれません」

「まあ、時間が解決するだろう」

「だといいですけどね」

　二人はそんな、大した事の無いもう終わった話みたいに私の訴えを受け流す。

　責められる覚かく悟ごなら、充じゆう分ぶんに出来ていた。だけど、責められない事がこんなにも辛つらいだなんて初めて知った。私を優しいと思うのは、二人が優しいからだ。私は優しくなんてない。優しかったら、周りの期待を裏切って噓を吐き平民になるなんて事は出来ないはずだ。一度も後ろを振り返らず笑って過ごしてなんて来られなかったはずだ。

　何とか…何とかしなければ。出来なくても、しなければいけない。

　私が彼等の為に出来る事は、シェドの話を聞いた時点でやろうと決意していた事と変わらないだろう。より、何としてでもやらなければならなくなっただけだ。…前向きに行こう。しけた顔で俯うつむくな。ネガティブになっている暇ひまなんてない。暗い顔じゃ明るい未来なんて摑つかめやしない。

　私は立ち上がり、真っ直ぐにこの場に居る一人の人に視線を向けた。

「ニカ様」

　強く力を込めて名前を呼ぶと、ニカ様は黙だまって私を見返した。

　この人はいつか私に、困った時に縋すがれと言ってくれた。それはこんな国が関かかわって来るような大事では話が別だなんてわかっているけど。

　それでも、今この場で私が最も頼たよれるのは、助けを求められるのは、ニカ様だけだった。

「私を陛下に、会わせてください。ただの平民でしかない今の私に減げん刑けいを願える程の差し出せるものなど無いとわかっていても、私には何もしないで二人を見送るなんて出来ません」

　私一人の力じゃ、陛下にお会いする事すら認められないだろう。初めて平民である今の我が身を悔くやしく思う。

「何に代えても、私は二人を救わなければいけない。私の、為にも」

　ニカ様はエヴァン君に、私が納得出来た末での結末を迎むかえさせてやりたいと言ってくれた。だから、もしかしたら叶かなえてくれるかもしれないと思った。

　この話は絶対に、私が悲劇のヒロイン気取りをするだけで終わらせてはいけない。

「平民が陛下に、しかもいきなり謁えつ見けんなんて、どれだけ無理な事をお願いしているのかはわかっています。ですが、どうか…！」

　深く深く頭を下げ、強く願った。神様なんて居ないから、心の中までもニカ様だけに。

「ああ、他ほかでもないフィーの頼たのみだ。必ず君の望みを叶えよう」

　了りよう承しようをもらえた事とその優しさに、感動と安あん堵どで涙なみだが出そうになった。既すんでのところで抑おさえ込み、一度頭を上げまた深く頭を下げる。

　──と同時に、あまりにも容易たやすく即そく答とうされ過ぎたそれに少しだけ違い和わ感かんを覚えてしまったのは、私がすぐに人を疑う汚よごれた心を持っているからなんだろう。

　あっさりとした言葉が、まるでゲームの中のように予あらかじめ決められていた台詞せりふを返されただけのように感じてしまったのは、まだ私がゲーム脳を抜ぬけ出せていないからに違いない。

　そうやって思い込もうとしている最中、ふと、シェドの言葉が脳のう裏りを過よぎった。そうだ、シェドが言っていた。この件は俺が知ってる以上に誰かの思おも惑わくが絡からんでる、と。整えられた舞ぶ台たい上に居る気分だ、と。

　そういえば、私は結局まだ誰がエルだったのかを知らないままだった。もしかして、私の取った行動や選せん択たくの全部が全部、最終的にエルの思い通りだったんじゃないか。

　そんな根こん拠きよの薄うす過ぎる漠ばく然ぜんとした不安感から目を逸そらし、私は笑みを作った。作り笑顔だとしてもうじうじしているよりはマシだ。偽いつわりだろうが前を向ける。

「ニコラス様って、昔から大たい概がいフェリシア姉上に甘いですよね」

「…そうか？」

「そうですよ。まあ俺としては都合良いですけど。俺は自分が死刑でも仕方ないって考えなんで、俺が死んだらフェリシア姉上の事よろしくお願いします。…って、今のうちに頼んでおきます」

「それは、前提のせいで了承し難がたい願いだな」

　私の元義理の弟が、人が頑がん張ばって前向きな考えをしているすぐ前に来て遺ゆい言ごんを残して来る。シェドがどんな考えだろうが私は意地でもシェドを救う気だけど、せめてそのやり取りは私の目の前じゃなく後ろでやってくれないか。前を向いたら前方に暗雲なんて、テンションだだ下がるんですけど。

　いや、さっきまで私がニカ様と話していたんだから、位置関係上シェドがニカ様と話すなら私の正面に来るのは自然な話なんだけどさ。

「とりあえず処しよ遇ぐうがどうなるにしろ、今は体てい裁さい的てきにも私達を拘こう束そくした方がよろしいと思うのですが」

　一方、自分への拘束を提言する善の犯罪者エヴァン君。拘束なんてしなくても絶対逃にげないだろうけど、そこは本人も言っているように王族や有力貴族の前で犯罪者を野放しにしておくのはどうなのかという体裁の問題だろう。

　しかしこの無む駄だに豪ごう華かなメンツの中で、誰が一応危険と思えなくもない拘束をする係をやるというのか。あれか、やっぱり私がやるべきか？　でも私の心情的にちょっと辛過ぎるのを置いておいても、私ぐらい簡単に振ふり解ほどけるだろうから体裁の拘束にさえならず意味がない気がする。

　そんな風に私が悩なやんでいる時、さっと手を挙げたのはさっきまで部屋の隅すみで大人しくしていたメルちゃんだった。

「じゃ、俺と俺の護衛でやっておきますね。こういうのは男がやるべきですし、この中なら身分考えると俺が一番適任でしょうし、ニコラス様の護衛もあっちに行っちゃいましたしね」

　問題行動はもちろん特に目立った言動もせず、だけど困った時だけ必要な事をさっとやってくれるとは、なんて助かる子だ。

　というか、シェドとエヴァン君を除き女で拘束力の低いという理由で私も除いてしまうと、この中で身分が一番下なのはメルちゃんなのか…。銀行の役割をしていて公こう爵しやく内でも一、二を争う最上身分なのに。このメンツ怖こわっ…。

「で、このフランスパン結局なんなんだよ」

　今の私とエヴァン君の話を全部聞いても結局彼の中で今一番気になるのは部屋に落ちているフランスパンらしい、隣りん国ごく王子様。なんて人生楽しそうなんだろう。

　私はどうやってこのシリアスっぽい空気を保ったまま、武器にしようとして取り出したけどナイフ吹ふき飛ばす為ために投げて使用しました、というアホ臭くさい経けい緯いを話そうかと悩みながらノラの方を見る。

　ノラの片手には半分無くなったフランスパンがあった。要するに既すでに半分食べ終わっていた。引いた。

「そんなに食べたかったんなら落ちているもの食べなくても私のバッグの中にまだあったよ…」

「まだ持ってたのかよ、凄すげぇな」

「あの真面目まじめな話聞きながらフランスパン食べていたノラの神経の方が凄すごいよ」

　ゼロがノラの後ろでめっちゃ頷うなずいて来る。苦労しているんだろう。かわいそう。

　ところでフランスパンを飲み物無しで食べたら口の中パッサパサになるのでは？　と思ったら、ノラはちゃっかり持ち運び用の飲み物ももう片手に持っていた。万ばん全ぜんの準備態勢かよ、どういう事だよ。ピクニックにでも行くつもりだったのか？

「で、何で？」

「リリちゃんの自殺を止める為に投げた」

「おお！　ファンキーな理由だな、いいぞ面おも白しれぇ！」

　なんか知らないけどお眼鏡めがねには適かなったらしい。別に適わなくても良かった。

　そう、こんな話は至し極ごくどうでもいい。気が抜け過ぎるのも問題だ。それより戻もどって来ないリリちゃんとナナちゃんは今どうしているのか。私が様子を見に行くべきか。

　悩みながらもリリちゃんとナナちゃんが出て行った、私がこの部屋に入る時に使ったドアへと戻ろうと身体からだを反転させると、丁度真後ろに人が居た。私は少し驚おどろき後あと退ずさり、それからそれが誰だれかを認にん識しきしてぱちぱちと瞬まばたきをする。

「フィー」

　俺様殿でん下か、セス様が真しん剣けんな顔で私を見ている。そういえばさっきまで無気力状態になって床ゆかにへたり込んでいたけど、どうやら立ち直ったらしい。

　あー…結局セス様が何でああなっていたのかの理由って、たぶん状じよう況きよう的てきに考えて、私のリリちゃんへの嫌いやがらせは噓うそだったと決定づける証しよう拠こをエヴァン君に突つき付けられて、自分が間ま違ちがいを犯おかした事を心中で認めざるを得なかったからだと思うんだよね。

　…この人俺様なだけで根が悪人じゃないから精神的に結構キツかっただろうな。少なくともゲームの中のセス様だと、婚こん約やく破は棄きの宣言をした自分に対して主人公が拒きよ否ひして罪を否定してくれるのを信じていて「そう言ってくれると思っていた。なら俺もお前を信じよう」って台詞言うし。この現実だとどうかわからないけど、ゲームでは主人公の事を最初から疑っていなかったんだよね。

　私が婚約破棄や罪をあっさり肯こう定ていしなければ、この人も今もっと幸せになれていたのかもしれない。

「今聞く事ではないのかもしれないが…お前は本当に俺の事を好きではなかったんだな？　あいつの勘かん違ちがいだな？」

　え、あれ、そっち!?

　内心予想が外れて驚いている私をよそに、不ふ機き嫌げんそうな顔でじっと見て来るセス様。えー…ちょっとセンチメンタルな気持ちになっていたのに取り越こし苦労？　今気になるのは、私の好意の矛ほこ先さき？
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「はい、そうですけど…」

「そうか」

　今いま更さら噓うそを吐ついても仕方ないし、というかエヴァン君に対しての言葉を撤てつ回かいする事になるから噓だったなんて言える訳がないので正直に頷くと、セス様は何やら重々しく頷いた。

　……ん？　もしかして今のはセス様にとってそこまで重大な質問だったのか？　もし私がセス様を好きだったとして話がどう変わるのかよくわからないんだけど。

「むしろ嫌きらいだった、か。言ってくれたものだ」

「はっ！　あー、それはえっと、言葉の綾あやというかですねー…」

　さっきまではエヴァン君に夢中で気がつきませんでしたけど、よく考えたら私普ふ通つうに酷ひどい事を言っていましたね。

　セス様は性格が私と決定的に合わなかった。要するにほとんど相あい性しようの問題だ。だからこそもしセス様を傷つけていたとしたら罪悪感が湧わく。まあそれでも幼少期に散々私を巻き込んで我が儘まま三ざん昧まいをしていたのは絶対にセス様が悪かったし、嫌いになるのは仕方ないといえば仕方ないと開き直っているんだけど。

　…ただ、私の場合はセス様より本当は精神的に大人だったしレディロをプレイしていたから、彼がそう振る舞まうに至った背景とか心理とかそういうものも少なからずわかっていた。

　だから、そこで普通に嫌いになるというのも大人気なかったなと思う。理由が前世の兄とダブって見えたからやら理想の兄が居る事への嫉しつ妬とやら、そういう本人の問題ではない事も関係していたし。

「いい。それより、」

　私がセス様にまで罪悪感を募つのらせている中、彼は少しだけ迷い考えるように俯うつむいた後、何かを決意したように私を真っ直すぐに見た。

「自分が間違っていたとわかっていても、謝れなくて悪いな」

　……。それって、謝っているじゃないか。

　でも、次期国王の身分としては平民相手に自分の間違いを認め謝るなんて事は、いくら非公式の場でも威い厳げんが無さ過ぎてしてはいけないんだろう。私だって正式な謝罪を殿下から受けるのは重過ぎて拒否したいぐらいだ。

　それに、今セス様の婚約者は私ではない。リリちゃんだ。セス様が私に正式に謝ってしまったら、リリちゃんの罪を認める事になる。罰ばつを、下さなければならなくなる。私が平民となってから二人がどんな時間を過ごして来たかは分からない。けど、セス様がリリちゃんに罪を問わず責任を取らせる気がないのなら、私もその決断を歓かん迎げいする。

　だからきっと彼の中でこれは、謝れない立場の中で出来る精せい一いつ杯ぱいの謝罪だ。

　なら私もそれに乗ってあげるべきだろう。だって私は別に心の底からセス様の事が嫌いな訳じゃない。いつか逃げる気だからと、幼少期の彼を一いつ切さい矯きよう正せいする気無く流して来た私も冷たい人間だった。あの頃ころの事は、もうお互たがい様だったって事でいいよね。

「この国の王となるお方なんですから、それぐらい堂々と貫つらぬき通して頂かないとむしろ困ります」

　笑って言った。セス様のそれは謝罪じゃない事にする。だけど私はあなたを許している。言葉とこの笑え顔がおで伝わればいい。

　セス様も少しだけ笑い返してくれた。その顔は以前より随ずい分ぶんと大人びて見えて、きっと今この人も前に進めたんだろうなと思った。
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　セス様と本当の意味で和解出来たような気がして心なしか部屋の空気も和なごんだその時、勢いよく部屋のドアが開いた。

「フィーちゃん、ちょっと今って大だい丈じよう夫ぶ？」

　くりくりとした大きな目で窺うかがうように此方こちらを見て、ふわっと二つの三つ編みを揺ゆらしながら首を傾かしげたのはナナちゃんだ。

　やっぱり、その姿は演技には見えない。素すにしか見えなかった。

「うん、こっちの話は大方話が纏まとまったし」

　頷くと、ナナちゃんはパッと笑顔になって私の前まで小走りに駆かけて来た。

「そうなんだ、それは良かった！　でね、聖女様の話なんだけど、もう聖女様ったら中々に頑がん固こでさ。いいから死ぬって聞かないんだよー。だからフィーちゃんにちょっと聖女様と二人で話し合って欲しくて」

　困った困ったと口を尖とがらせ些さ細さいな事を愚ぐ痴ちるような気軽さでナナちゃんは言うが、言っている事はまったく笑えない内容だ。ナナちゃんでもリリちゃんの意志を変える事は不可能だったらしい。いや、二人の様子のかみ合っていなさから考えればこの結果は妥だ当とうだろうか。

　のろのろと気が進まなそうに続いて部屋に戻って来たリリちゃんの顔は相変わらず暗く、ナナちゃんが言うように、私の目にも意志が変わっているようにはまるで見えなかった。一いつ緒しよに戻って来たニカ様の護衛二人の様子も念の為ために観察してはみたけど全く変わらない。

「…それって、私と話し合ったらリリちゃんは意見を変えてくれそうってこと？」

「うん。前にも言ったでしょ？　フィーちゃんは聖女様と似てるって。たぶん二人共本音ぶつければわかり合える事ってあると思うんだよね」

　ナナちゃんはそれがまるで簡単な方程式と答えであるかのように言う。だけど私はリリちゃんと話し合いと言われても、彼女に何を言えばいいのかよくわからない。とりあえず私が王おう妃ひになりたくない事をリリちゃんに言ったとして…言ったと、しても…「だから何かしら？　アナタがどう思おうが私はあなたを王妃にしたいのですわ」って言われそう…。

　私の中のリリちゃんが結構キツめな性格なのは、私が嫌がらせを受けている時のリリちゃんしかろくに知らないからだとは思うんだけど、実際私の望みを言ったところでこの状況に何か変化が生まれるのか？　それともやっぱり、もっとリリちゃんの心を動かせそうな話を捻ひねり出してしなければならないのか？

「聖女様はさ、考え方も聖女様なんだよね。ナナとは違ちがい過ぎてお話ししてもずーっと平行線だから困ってるんだよ」

「それは此方の台詞せりふでもあるのですが…あなたの言っている事は天国がどうとか地じ獄ごくがどうとか、スピリチュアルな話過ぎて会話になりませんわ」

　ナナちゃんの言葉に、心外だと言いたげにリリちゃんが柔やわらかい口調ながら反論、というかナナちゃんへの批判をする。

　正直私はどちらの言っている事もよくわからない。考え方も聖女様ってどういう意味？　天国地獄の話もどうしてそんな話になったのか訳がわからないよ。

「それにナナちゃんには悪いですが、やはり私にはレディローズとも話す事なんてありませんわ」

　リリちゃんがクールというか冷たく、私と一切視線を合わせず吐はき捨てる。

　そうだ、なんか色々な事が起こり過ぎて軽く忘れていたけど、私はリリちゃんに嫌われているんだった。過去私をいじめていた時だって、怯おびえる演技をしていただけの私と違ってリリちゃんの方は本気で嫉妬し私を嫌い恨うらんでいるように見えた。今の状況にしても、もしかしてリリちゃんからすれば私って彼女の地位を脅おびやかしに来た復ふく讐しゆう鬼きにでも見えるのでは…？

　あれ、でもリリちゃん本人は私に次期王妃の地位に戻もどって欲しいと考えているみたいな言動をしていたから…ええと？　そもそもずっと不思議に思っていた事だけど、どうして全すべてがうまく行って望んでいた次期王妃になれたはずの彼女が今、死にたい程ほどに追い詰つめられてしまっているのか……わ、わからない。

　まだまだわからない事だらけだ。だけど、今私がリリちゃんと話す事が出来て自殺を食い止められる確率があるのなら、どれだけ嫌いやがられていたとしても強ごう引いんにでもリリちゃんと話し合うべきだろう。うん。

「リリアナ」

　私が、よし砕くだけてもいいからどんどこ当たってみよう！　とリリちゃんに声をかける前に、落ち着いたよく通る声がリリちゃんの名前を呼んだ。

　一声で周囲の空気を変えてしまうような威い厳げん溢あふれる声を出したその人は、ニカ様だ。

　私は思わず静観の姿勢を取る。リリちゃんも緊きん張ちようした様子でニカ様の方を見た。

「元々、お前とフィーは話し合いをする予定だった。お前はそれを了りよう承しようしたな。約束は守れ」

　普ふ段だん聞き慣れない強い口調に、私の方が落ち着かない気持ちになる。

　しかしニカ様に言われるまですっかり忘れていたけど、そういえば私は数時間前まではニカ様の馬車に乗せられてリリちゃんと話し合いに行く予定だったんだっけ。

　リリちゃんはニカ様から受けたその言葉に黙だまり、そして、突とつ然ぜん小さく笑った。

「…ふふ」

　どこか強がっているような儚はかなさがあるそれは、私の目には自じ嘲ちように見えた。

「ほんと、お義兄にい様って私に厳しい。…ええ、わかりました。お望み通りに上手くやりますわ」

「…ああ」

　何だ、この意味深な会話は。望み通り上手くやる、とは。

　ニカ様はリリちゃんに対し気き遣づかっているような目をしている。対してリリちゃんは貼はり付けたような笑みを浮うかべていた。もう自嘲には見えないけれど、明らかに偽いつわりの笑顔だ。

　ニカ様は、そんなリリちゃんを見ながららしくもなく舌打ちする。

「フィー」

「え、は、はい」

　突とつ如じよ名前を呼ばれた。と思ったけど、そもそも私とリリちゃんが話すという内容の話を今まさにニカ様はしていたんだから、別に突如でも何でもない。

　なら何故なぜ私はそれがいきなりだったように思ったんだろうと考え、ニカ様の顔を見て気付く。

　ニカ様の視線が、リリちゃんに向けられたままだからだ。ニカ様は私と話す時、いつも目を合わせようとしてくれた。視線を逸そらすのは、殆ほとんどの場合いつだって私の方からだった。なのに、それが、今は違うからだ。

「頼たのんだ」

　そんな事を私に向けて言うくせに、ニカ様とはやはり視線が合わない。

　その目は少し前までリリちゃんの事を嫌きらいらしかったわりには彼女しか見ていなかった。そういえば私が婚こん約やく破は棄きしてもらってからニカ様と会う時は、いつもリリちゃんの話ばかりしていた。私とニカ様の話には大たい抵ていリリちゃんが出て来ていた。そんな事を、何故かふと思い出す。

　……いやいやいや、今ニカ様がリリちゃんを気にして見ているのは当然だ。当然だろう。こんな状態の次期王妃で未来の義理の妹を前に気にかけるなって方が無理な話で、だってリリちゃんは錯さく乱らんしているし自殺未み遂すいまでしたところで、今は私の様子なんてそりゃ二の次になって当たり前で、だから。

　……？　あれ、何で私はこんな言い訳みたいな事を考えているんだ？

　私は平民になりたくて運命に勝ちたくて、今はエヴァン君とシェドを助けたい。ニカ様はそんな私を助けてくれると言った。

　ならニカ様の視線なんて何の関係も無いだろう。うん、そのはずだ。それにそういう事にした方が私にとっても──

　ブツリ。

　と、この世界には無い電子機器を操作している時のように、思考を強制的に切って替かえる。

「じゃ、行ってらっしゃいお二人共！　ゆっくりお話しして来てくださいね！　ナナは二人が居ない間にここでやりたい事が出来たのでやっておきます！」

　ナナちゃんが見送るように手を振ふりながら笑え顔がおで言うので、私は笑顔で言葉を流しかけてから最後の言葉の不ふ穏おんさに顔を強こわ張ばらせた。

　やりたい事、とは何だ。出来た、って今思いついたのか。非常に気になるし不ふ審しんだ。

　でも今の私の最優先ミッションはリリちゃんの自殺意い欲よくを抑よく制せいする事だと思う。そうやって私が優先順位を考えた結果ナナちゃんへの不審感を後回しにした事さえ、もしかしたらナナちゃんの思い通りなのかもしれなくても。

　無表情にリリちゃんが先に部屋を出て行くのに倣ならって、私は彼女を追いかけた。

　皆みんなの居る部屋から廊ろう下かへと出た私とリリちゃんは、十歩程ドアから離はなれてすぐそこに下へと続く階段のある所まで行き向かい合って立った。話し合いの場とはいえ、ただの廊下なのでおあつらえ向きに椅い子すなんて置いていない。そもそも椅子に座って悠ゆう長ちように話せるような話にはならなそうだけど。

　緊張している私に反し、リリちゃんに硬かたい空気はまるでなく穏おだやかな笑みさえ湛たたえていた。ただしその目は心ここにあらずで、瞳ひとみに映っているはずの私の事さえ見てくれてはいないような印象を受ける。

　私が話を切り出す前に、リリちゃんが口を開いた。

「私こういうものにはあまり詳くわしくないのですが、そこのドアの閉めた時の隙すき間まの無さはやはり防音なんでしょうか？」

「え？　ああ、はい。シェドもそう言っていました」

　さっき出て来たドアを指しながら聞かれた。私はまるで世間話のような内容だったので普ふ通つうに答えてしまってから、まさか音が聞こえたらまずいような事をする気なのかとはっとした。

　でもナイフはナナちゃんが取り上げているはずだし、と考え直している間にリリちゃんがまた口を開く。

「先程私、ナナちゃんから少し遅おくれて部屋に戻りましたでしょう？」

「ええ、そうでしたね」

「その間にこの階段から落ちてしまおうかとも、考えたのですよ」

「……」

　私は思わず声を失った。

　……し、知らない間に死なれるところだったのか。

　そうか、そうだよね。ナイフで二回自殺未遂していたからついそっちに気を取られていたけど、落下でも自殺は出来たんだった。ニカ様の護衛二人は一応その時リリちゃんと一いつ緒しよに居たはずだけど、あいつ等はいまいち信用出来ないしリリちゃんの自殺を止める気があったかわからないし。

「私としては死なないでくださり嬉うれしいんですけど…何故、それはしなかったんですか？」

「だってそれだと、自殺ではなく他殺だと思われてしまうかもしれないでしょう？」

　優やさしく説明してくれるリリちゃんの言葉に、私は虚きよをつかれた。

　……リリちゃんは、死にたいのではなく、〝自殺〟をしたい…？　周囲から自殺だと思われなくては意味が無いと思っている…？　いったい何の為ために、何故。

「私は、自殺でなければいけないのですわ。それが私も皆も幸せになれる唯ゆい一いつ最後の方法ですから」

　そう言ってふわりと、優しくだけどどこか寂さびしそうに笑ったリリちゃんは、非現実的とさえ思えるような幻げん想そう的てきな美しさを纏まとっていた。儚さと、相反した強く揺ゆるぎない意志の固さを感じるその姿に、私は思わず唾つばを飲み込む。

　ナナちゃんの言っていた、考え方まで聖女という意味が今私にもわかった。リリちゃんの考え方は自己犠ぎ牲せいに偏かたより過ぎ、だけど心から皆の幸せを願っている。

　でも私は、少なくとも私だけは絶対、そんな方法では幸せになれない。

「そんな事しなくても、私がそれ以上に皆を幸せとやらにしますから貴女あなたは死なないでください！」

　何の考えもなしに啖たん呵かを切った。それは思し慮りよが欠けていようが、後付けで方法を模も索さくして結果的にその通りにすれば構わないだろうという、馬ば鹿かの叫さけびだった。

　リリちゃんは突然の私の大声にきょとんとした後、わらった。それはまた自嘲だった。だから私は、返って来る彼女の言葉を聞く前から自分の言葉は失敗だったのだと悟さとっていた。

「本当に、おかしなお方。…いえ、らしいと言うべきなのかしら。貴女がどうお考えになろうが、今死ぬのが私自身も一番幸せですのよ」

「……どうして、望み通りにセス様と婚約し次期王おう妃ひとなったリリアナ様は、全すべてが思い通りに行ったはずなのにそんなに生きるのが辛つらそうなのですか？」

　私の言葉を聞いたリリちゃんは一いつ瞬しゆん返答に詰つまったように見えた。苦々しそうな表情の彼女を見るに、また私は言う言葉を間ま違ちがえた気がする。

　だけど私にはどうしてそんな顔をするのか解げせない。何をどうしたらリリちゃんを救えるのか、まるで見えて来ない。

「ええ、貴女には…私がそう見えるのでしょうね。ですけど私、全て思い通りになんて行っておりませんわ」

　リリちゃんが浮かべる笑みはやっぱり自じ嘲ちようだ。

「全て、何もかも、一つだって、思い通りに行かなかったから私はこうなのですわ」

　リリちゃんの澄すんだ紫むらさき色いろの瞳が泣きそうに揺れる。リリちゃんの言葉で、今まで私が彼女の事を決定的に何か間違えて認にん識しきしてしまっていたのは明確となった。

　でも腑ふに落ちない。だってリリちゃんはレディロのリリアナと同様に、王妃になりたくてそれからセス様とも結婚したくて、その為に私を嵌はめたんじゃなかったのか？　だって、それ以外には私に嫌いやがらせを受けたと彼女が噓うそを吐つく理由は無いはずだ。だけどリリちゃんは一つもうまく行かなかったと言っていた。つまり、そもそもそれらは彼女の目的では無かったという事になる。

　いやだけど、だとしたらリリちゃんは……私と同じく平民になりたかった？　でもあのいじめの結末が貴族として身分を剝はく奪だつされ平民に落とされるという罰ばつになるのは、ゲームを知らなければわかり得るはずがない。何より、私に嫌がらせをしている時の彼女の表情には確かに私への嫉しつ妬とがあった。まさしくゲームのリリアナ・イノシーと同じように。平民になりたいという考えだったなら、私相手に嫉妬なんてしないだろう。

　じゃあどうして…私は、何かを見落としている…？　いったい何を…？

「それは、どういう、」

「何故なぜ私が、大だい嫌きらいな貴女からのご質問全てに懇こん切せつ丁てい寧ねいにお答えしてあげなければならないのでしょうか？」

　今度は私が言葉に詰まる番だった。そう言われてしまっては返す言葉も無い。リリちゃんは私に甘いシェドとは違うんだから。

　……リリちゃんは自殺が一番自身も幸せになれると言っている。もしそれを私が何とかして一時的に止められたところで、私は彼女の不幸の要因を何一つ理解していないし教えてももらえないのに、どうにかするなんて出来るのか？　ただ生きながら苦しむ時間をいたずらに増やすだけじゃないのか？

　今死なせてあげた方が、もしかしてリリちゃんの為なんじゃないか？　見送る事こそ、優しさなんじゃないか…？

　だけど…私は、──いやだ。私が、いやだ。

　私は、わがままで、リリちゃんと違って自分の事ばっかり考えていて、だから、つまり、死なないでほしい。

　これ以上、私に取り返しのつかない後こう悔かいをさせないで欲しい。だって、きっと、私がもっと違う道を選んでいたなら彼女はこうはなっていない。リリちゃんを見ていればわかる。エルが関かかわっているかはわからないけど、少なくとも私…私は絶対に、リリちゃんが自殺しようと思う理由に関わっている。

　リリちゃんが本当は悪い子じゃない事を、私はゲーム越ごしによく知っていた。なのに自分が平民になりたいからと利用した。その結果、最後彼女が自殺するなんて、そんなの私が耐たえられない。貴女が笑えるような結末じゃないと、私が笑えないから嫌なんだ。

「……どうして貴女が泣きそうな顔をするのかしら。優しいお方ですわね。知っていますけど」

　違う。ちがうちがうちがうちがう、ちがうっ！

　皆、私を優しい人という事にしないで。優しいと、本当に優しい人に言われる度たびに心臓が刺さされるように痛む。

　私はシェドやエヴァン君やリリちゃんのように誰だれかの為には死ねない。自分の人生を犠牲になんて出来ない。さっきから考えている事も結局全部、自分の為だ。

「困りましたわね、これでは……いえけれど、仕方ない話だと思いますわ。私がレディローズを思い通りに動かすなんて最初から出来るはずがないのですから」

　憂うれいを帯びた諦てい観かんした表情で溜ため息を吐いたリリちゃんは、私を労いたわるように無理している顔でほんの少しだけ微ほほ笑えんでから視線を逸そらした。

「ではレディローズ、これにてお話はお終しまいに致いたしましょう。どうか、私が死んでも悲しまないでくださいな」

「待って。…待って、よ」

　追い縋すがるように情けない声を出す私を置いて、リリちゃんは真っ直すぐ一歩二歩とドアへと向かって歩いて行ってしまう。

　私は自然と、今止められなければリリちゃんが本当に死んでしまう事を理解していた。だからどうしても止めたいのに、止めなければいけないのに、その背中に私は何を言えばいいのかの答えが見つけられない。力ちから尽ずくでその場限りを止めて解決する話でも無い。

　まるで被ひ害がい者しやみたいな悲痛な顔で泣きそうになっている私の空気に後ろからでもあてられたのか、最後の最後にリリちゃんは少しだけ振ふり返り眉まゆを下げながら声をかけてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶですわ、レディローズ。貴女は主人公なのですから、悪役一人退場したところでまだまだ貴女の為の物語は続きます。幸せになれましょう」

〝主人公〟？　〝悪役〟？…私の為の〝物語〟？

　そんな訳がない。

　今まで持ち得た全ての情報を統合しても、最後のリリちゃんのその台詞せりふ以外に、彼女が〝そう〟だと疑う要素は無かった。

　だけどもし、彼女を止められる可能性がそこにひとかけらでもあるのなら。

　私はドアへと迷いなく手をかけたリリちゃんに、この世界に来てから一度も口に出さなかった言葉を、最後の切れかけている糸に縋るような想おもいで口にした。

「ねぇリリちゃん、『救国のレディローズ』って知ってる？」

　彼女の迷いのなかった手が、止まった。




　リリちゃんはドアに手を触ふれたまま、まるで時間が止まったように固まっている。私はそんな彼女を見守るように、同じく時間が止まっているようにただ浅く呼吸だけをしていた。

　リリちゃんが動かなくなってから私が七回目の息を吐はいたところで、漸ようやくゆっくりと動き出したリリちゃんは、目を丸くして信じられないという顔で此方こちらを振り返った。

　それにそんな顔をさせた私の方も、ほとんどやけくそでゲームの名前を出しただけに過ぎなかったので驚おどろいて固まってしまい、図はからずも数秒二人でただ黙だまって見つめ合う事になってしまった。

　そんな沈ちん黙もくを破るように先に口を開いたのはリリちゃんだった。

「……そ、んなはずがない。貴女が、貴女だけは、だって、だって貴女は、」

　リリちゃんの貴族のご令れい嬢じよう口調が崩くずれている狼狽うろたえた震ふるえ声は、最後まで言葉を言い切る事もなく途と切ぎれた。

　私は、リリちゃんだけは転生者なはずがないと考えていた。だけどそれはリリちゃんも、私に対しまったく同じ事を考えていたのだと気付く。

「私はフェリシア・スワローズに生まれ変わる前、『救国のレディローズ』というこの世界を舞ぶ台たいにしたゲームを前世でしていたの。ねぇ、リリちゃんもそう…なのかな？」

「え、ぁ、…うそだ。だって有り得ない。貴女がそうなんて、有り得ないっ！」

　リリちゃんは私の質問に答える事なく、必死な顔で叫ぶ。恐おそらく今の彼女には質問に答える程ほどの余よ裕ゆうも残っていないんだろう。

　私は、それにむしろ安心した。今のリリちゃんなら、あの悟さとり切って死ぬ事を心に決めている一いつ切さい揺ゆらいでくれなかったさっきまでより、私の言葉が届きそうだったから。

　私はリリちゃんのすぐ近くまで歩み寄り、ゆっくりと声をかけた。

「どうしてそう思うの？　だって私、思い切りシナリオから逸れる行動を取ったよね？　リリちゃんも私と同じなら、むしろ疑って然しかるべきだったと思うんだけど」

「……」

　私の中では理路整然とした真っ当な意見のつもりの発言だったんだけど、リリちゃんは黙り込んでしまった。

　何でリリちゃんはこうも頑かたくなに、私が転生者である事を認められないんだろう。私が転生者だと、何か都合が悪い？

　…いや、違ちがうな。リリちゃんはリリちゃん自身の不利益はあまり意に介かいさない気がする。彼女は正しく聖女様だ。

　では、どうしてリリちゃんは私が転生者である事にこんなにも戸と惑まどっている？

「レディローズ…それはつまり、わざと何か理由があって、あの時私が吐いた〝レディローズが私に嫌がらせを行った〟という噓うそを否定しなかったという事ですか…？」

　恐る恐るといった様子で聞かれたのは、私がセス様に婚こん約やく破は棄きを言い渡わたされるその直前にリリちゃんが言った噓を肯こう定ていした理由だった。私はきょとんとして思考をぐるりと巡めぐらせる。

　私が転生者であるという真実を知らなかったとしても、私がリリちゃんの噓を肯定した理由なんて、私に何かしらのそうしたいかそうしなければならない理由があったとしか考えられなくないか？　実際にノラやゼロだって、私に会いに来た時は私が謀む反ほんを企たくらんでいるからわざと噓を吐いたと考えていたみたいだったし。

　むしろ、自分が不利になるだけの噓を吐かれたのに理由もなく否定しない状じよう況きようとは…？　でもリリちゃんの様子からして、リリちゃんは今までそうだと考えていたみたいに見えるんだよな…。

「うん、私平民になりたかったから」

　リリちゃんの考えはよくわからなかったけど、私は正直に理由を答えた。ナナちゃんも腹を割って話せばわかり合えるはずだと言ってくれていたし。いや、ナナちゃんを信じていいかは微び妙みようなところだけど。

　そういえば、ナナちゃんの言っていた私とリリちゃんが似ているというのは、私達の前世が同じ世界で生きていた事により根本的な何かが似ていたからだったんだろうか。感覚的に言っているように見えたからナナちゃん本人に聞いても真実はわかりそうにないけど。

「……へ、い民？　なんで…で、でもじゃあ望んで、貴女あなたは平民になったというのですか？　あんなにもたくさんのものを捨ててまで、平民、に？」

「うん」

　リリちゃんは私の肯定に有り得ないとでも言いたげな顔をした。むしろそれが私には不可解だ。初めてこの世界で生まれて貴族として育った前世の記き憶おくの無い貴族のご令嬢ならまだしも、私と同じように前世で恐らくは一いつ般ぱん市民として育った記憶があるリリちゃんなら、誰より一番私の気持ちをわかってくれると思うんだけど。

　釈しやく然ぜんとしない思いの私をよそに、どうにか私の言葉を真実として吞のみ込んでくれたらしいリリちゃんが、それでもまだ完全には信じ切れていない様子で探さぐるように私と目を合わせる。

「ほんと、に、望んで、たの…？　私の、せいじゃなく…？　あの、あのレディローズが本当に、私と同じ転生者なの…っ？」

「うん、そうだよ。何の事か知らないけど、それはたぶんリリちゃんのせいじゃないよ。私いつだって好き勝手して生きて来たんだから」

　まあ、そんな自分自身のせいで問題を引き起こしまくっていたんだとついさっき知ったんだけど。

　もうわかっている。この世界で起こる私に不利な事象は、大たい抵てい自分のせいだ。過去の自分が無意識にやらかした事に巡り巡って因果応報で苦しめられているだけに過ぎない。ポジティブに考えるなら、それってつまりこれからは私がちゃんと考えて行動すればあらゆる悲ひ惨さんな末来を防げるって事だ。

　……エルって、何だったんだろう。無む駄だにタイミング良く意味有りげに名前が出ていた気がするんだけど、結局このリリちゃん誘ゆう拐かい事件にはまったく関かかわっていなかったようだし。あれ？　エルってそもそも本当に存在してる？　もしかして概がい念ねん的てきな何かだったのかな？

　私が遠い目をしていると、リリちゃんが突とつ然ぜんくずおれるようにしゃがみ込んだ。

　私はぎょっとして慌あわててリリちゃんに駆かけ寄る。自分もすぐ近くにしゃがみ、声をかけようとして……やめた。

「わたし、いま、都合の良い夢を、見ているのかしら……」

　張り詰つめていた緊きん張ちようの糸が切れたように、リリちゃんは歪ゆがめても尚なお可か愛わいらしい顔でぼろぼろと大おお粒つぶの涙なみだを零こぼした。

　そっとバッグを漁あさってみるも、ハンカチの一つも持っていなかった。なんて役立たずで女性らしさに欠けた女だろう。今いま更さらだった。

　私はそんないつも通りの残念な自分にがっかりと溜ため息を吐いてから、バッグから代わりにとあるものを取り出しリリちゃんに差し出した。

「こんなものしか持っていませんが、どうぞ」

「……なんで、フランスパン」

　涙に濡ぬれた紫むらさきの宝石のような目がじっと困こん惑わく気味に私を見つめる。かわいい。しかし彼女の困惑は当然だ。普ふ通つう泣いている女の子にソフトなパンならまだしも、フランスパンは差し出さない。固いし食べ辛づらい。

「それは魔ま法ほうのパンです。食べると運命が変わります」

「…っふふ、何それ。インチキなオカルトグッズ売りつける時の詐さ欺ぎ師しみたいです」

　リリちゃんが笑った。それは、自じ嘲ちようじゃなかった。本当に楽しそうに、だけど上品で愛らしいその笑え顔がおは、本物だった。

　それに感動している私の手からリリちゃんはフランスパンを受け取り、固いそれを手で千切ると躊ちゆう躇ちよなく自分の口に入れた。

　そういえば、この世界に来てから私はオカルトグッズを見た事もそんな言葉を聞いた事もない。たぶんこの世界にはそもそもそんなものは無いんじゃないかと思う。だから、確かにリリちゃんは私と同じ世界から来たんだなと淡あわく実感した。

「美味おいしいです」

　リリちゃんは感かん慨がい深く、嚙かみ締しめるようにぽつりと呟つぶやいた。

　それからすぐ、リリちゃんにフランスパンを手て渡わたし返される。とりあえず受け取ってから、美味しかったのに何故なぜだと視線で訴うつたえるとリリちゃんは苦く笑しようした。

「魔法は私には強過ぎて、一口で充じゆう分ぶんみたいですので。…それは貴女が持っていてこそ運命を変えられるのだと思います」

　体てい良く今パンなんて要いらないし空気読んでくださいと断られているのかとも危き惧ぐしたけど、リリちゃんの様子を観察するにどうやら本気で言っているらしい。パンの魔法に強いとか弱いとかあったのか。初耳だ。

　ふと、リリちゃんが私の目を真っ直すぐに見た。その真しん剣けんな瞳ひとみは、今はちゃんと形だけではなく私の事を見てくれていた。

「少し話しましょうか。さっきまで私いっぱいいっぱいで、ちっとも貴女からの質問に答えられていませんでしたし、それに…」

　リリちゃんは一度言葉を切って、照れたように笑った。

「私、フェリシアさんの事、本当は全然嫌きらいじゃありませんから」




　私とリリちゃんは長話になりそうだからと、自然と下へと続く階段の段差の一番上に座って話す事になった。

　前世の一般市民としての記憶の無い普通の貴族の令れい嬢じようなら間違いなく嫌いやがられるところだろうけど、リリちゃんは公式の場に出るには簡素過ぎるとはいえお高いだろうワンピースドレスでも構う事なく私の隣となりに腰こしを下ろす。

「何から話しましょうか…私の事はともかく、〝リリアナ・イノシー〟については充分にご承知の上と思ってお話ししても？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　ゲームのキャラクターとしてのリリアナ・イノシーの事なら私もよく知っている。とはいえ、一度整理の為ために思い返そう。

　リリアナ・イノシー。彼女は乙おと女めゲーム『救国のレディローズ』にて、主人公を除けば最もよく登場し唯ゆい一いつ立ち絵や一枚絵にも登場する女性キャラクターだ。

　その立ち位置は、セス様ルートに限り主人公に対して嫌がらせを行う酷ひどい悪役令嬢となるが、プレイヤーが別のキャラクターを恋れん愛あい対象に選んだルートにおいてはむしろ、セス様との婚約を違える恋こいに落ちる主人公が円満に婚約を破棄出来る為のご都合主義な存在として、主人公の代わりに彼女はセス様とくっつき主人公の恋を応おう援えんしてくれる。

　セス様ルートとそれ以外ではまるで別の性格のように主人公へのアタリが大違いなリリアナだけど、むしろ私は主人公より一いつ貫かんした心を持つキャラクターだと思う。

　リリアナは、どこまでもどうしてもセス様だけが好きな女の子だ。主人公に何をしてでもセス様を求めずには居られなかった程ほどに恋をしていた。家の繫つながりというだけの理由で最初から決められていた婚こん約やく者しやの存在が許せなかった彼女は、自分の感情をコントロールしきれず罪に手を染める。

　百合ゆりの花と猪いのししを名前に宿した彼女は、まさに周りが見えない程に純じゆん粋すいで無む垢くで真っ直ぐに恋し過ぎてしまった子なのである。

「私、この世界にリリアナとして転生したと気付いた瞬しゆん間かん嬉うれしかったんです。前世では叶かなえられなかった願いが、この世界では叶うかもしれなかったから」

　リリちゃんが当時の事を思い出してか、本当に幸せそうに語る。

　同じ転生者だというのに、転生して最初に嬉しいと感じるとは私には無かった見解だ。当たり前か。根底からして、リリちゃんにあったものが願いなら、私にあったものはトラウマなんだから。

「それから私は、それを叶える為にずっと努力して、それだけを目標に生きて来ました。だけど──」

　リリちゃんの顔が曇くもる。

　…まあ、予想は出来ていた事だ。だってただ真っ直ぐに明るく生きられていたなら、今リリちゃんはこんな場所には居ない。

　その努力は、きっと理由はどうあれ少なくとも正常な形では実らなかったはずだ。

「貴女を一目見た瞬間、私は敵かなわないし叶わないと悟さとってしまいました。だって貴女が、想像していたよりずっと〝レディローズ〟で、世界の中心…主人公であり、それが揺ゆるぎない事実なのだと気付かされてしまいましたから」

　完全に油断していた私は、まさかの理由に一瞬思考がフリーズした。

　え？　いや、え!?　私!?　そこで、私!?　一目見て、私が世界の中心で主人公なのが揺るぎない事実だとお思いに!?

　…あ、ああ！　私の演技力が素す晴ばらし過ぎてなんかキラキラした主人公のレディローズさんにしか見えなくなっちゃったって話か！　私の演技力、本当に他人にも私自身にも碌ろくな影えい響きよう及およぼさないな!?

「それは私がそういう風に…レディローズに見えるように全力で演じていたからで、実際には全然そんな事はないんですよ…！」

「ありますよ」

　またも知らずに与あたえていた誤解を解こうと思い、慌てて否定した言葉をきっぱりと否定し返された。あまりの断言に私が目を白黒させていると、リリちゃんは続けて話し出す。

「貴女あなたは主人公です。貴女が私と同じ転生者だったと知った今でも、私はそれが事実であると思っています」

　……何で？

　純粋に不思議だった。レディローズは演じていただけだという事はちゃんと言ったし、転生者という話ならリリちゃんもそうだし、私はもう平民としてゲームの舞ぶ台たいからは降りた。さらにリリちゃんは知らないかもしれないけど、私は主人公としてのフェリシア・スワローズの名前までもう捨てている。

　それなのに私を未いまだ世界の中心の主人公だと断言するその根こん拠きよとは…？

「フェリシアさんは、今まで私が何一つシナリオから逸それた行動を取って来なかったと思っているのでしょう？」

　薄うすく笑いながら言われた言葉に、私は不意をつかれた。だって、当たり前にそう思っていた。リリちゃんが一歩さえ道を違ちがえずにシナリオ通りに行動していた事は、私の中で前提だった。

　だって──だって、シナリオは私が動くまで何一つとして変わっていなかったから。

「私は、ただの何も成し得られなかった負け犬です。何度もシナリオを壊こわそうとしました。……運命は変わらないのだと諦あきらめがつくまで何度も、何度も何度も何度も数え切れない数の努力と挫ざ折せつを繰くり返しました。結果が出ていないんですから、何もしようとしなかったと思われても仕方ない事ですけどね」

　ああ…ああ、全すべてが思い通りに行ったのにと言った私に、彼女が苦々しい顔をした訳が漸ようやくわかった。少なくとも平民になるまでの間は全てがうまく行っていた私が、彼女に言っていい台詞せりふじゃなかった。どれだけ努力しても叶えられなかった人に対して、言っていい台詞じゃ。

　本当は前世の頃ころなら、私はリリちゃんの気持ちが痛い程良くわかる。いくら努力してもどうやっても私はお兄ちゃんに勝てなかったから。だけどリリちゃんはそんな私の前世の事情なんて知っている訳も無い。

　実際にリリちゃんが何をしてどんな想おもいを味わって来たかは具体的にはわからない。けど、逃にげた後の私が攻こう略りやくキャラクターだった人達が会いに来る度たびに運命からは逃のがれられないのかと恐おそれた事より、どれだけ頑がん張ばっても変わらない変えられないという事は、酷く恐ろしく耐たえ難がたい悪夢だ。

　それは今の私に当て嵌はめて考えるなら、私が婚約破は棄きを受け入れたにも拘かかわらずシナリオが崩くずれないでセス様と結婚させられ、どう足あ搔がこうとも無理やり王おう妃ひにさせられるような絶望だろうか。

　だけど私は変えられた。彼女がどれだけ足搔いても変えられなかったというシナリオを壊した。だから、リリちゃんにとって私はゲームという枠わくを越こえた〝主人公〟という存在として確定したんだろう。

「『救国のレディローズ』のシナリオが始まる学園の一年生になった頃には、私はもう自分には運命を変える力がないのだと理解していました。だから、私は…私が選べる中での最善の選せん択たくをしました」

　既すでに私の胸はリリちゃんが味わった苦しみの断だん片ぺんを想像しただけでズキズキと痛んでいる。

　それでもまだ、リリちゃんの話は終わらない。続きがある。きっとまだもっと、絶望した続きが。

「…それがゲーム上のリリアナ・イノシーとしての役割を全まつとうする事です。だって、ゲームのハッピーエンドシナリオ通りに世界を進めれば、皆みんな幸せになれるはずでしたから。私は、私に残されたそんな最後の存在意義にしがみつくしかなかったんです。それが悪徳だと知りながらも」

　彼女に残された最後の選択の自由は、自らシナリオ通りに動くという事だけだったというのか。どうやっても壊せないそれに、自分を無理やり納なつ得とくさせて自分が罪を暴あばかれ裁かれる未来を知りながらそれを決めた…ああ、やっぱり私には出来ない選択だ。

　私なら、私が幸せになれないならその時点で逃げ出す。皆を幸せにしても自分が幸せじゃないなら。前世でお兄ちゃんから逃げる為、家族も友人もお兄ちゃんに追いつかれる度に全部残して捨てて来た私にとって、世界は案外広くて自分の存在意義は何処どこででも見つけられるし作り出せるものだと知っているから。

　リリちゃんが役割通りシナリオ通りに私に嫌がらせをする時、本気で嫉しつ妬としているように見えた。あれは、主人公として好きにシナリオを進め運命を選べる私に対し、確かに嫉妬していたからだったんだろう。まあ、その他ほかにもう一つ理由を推測出来るけど。

「リリちゃんが諦めて自己犠ぎ牲せいを心に決めていたのはわかったんだけど、運命から逸れた私を疑ったり、セス様と婚約してこれで自分が幸せになれるって考えたりとかはしなかったの？」

「……私は、私のせいでフェリシアさんを不幸にしたと思い込んでしまったんですよ。今真実を知った上で考えてみれば、私には運命を変えられないんだからそんなはずないのに。…だけどあの時は、私が役割を超こえる程の嫉妬を振ふりかざしてしまっていて、そのせいで貴女の気持ちを折ってしまったんだと思っていたんです」

　…成る程、そう誤解されていたのか。あー、そうだね。そうだ。リリちゃんの視点に立ってみればそう思うのも無理は無かったかもしれない。

　だって私も、あの瞬間まではずっとシナリオに沿ったゲーム通りの主人公を完かん璧ぺきに演じてしまっていたんだから。シナリオに変化があったなら、明らかに異物であると知っている自分の事を最初に疑うのは当然の思考だ。私だってエルなんて明らかに怪あやしい人物が浮ふ上じようして来るまではまだ自分を疑って……いや、ゲームだからバグかもと世界のせいにしていたな。その挙げ句、私の場合は大体自分のせいだった。

「私はシナリオ通りの未来を辿たどろうとしただけでしたから、断罪される覚かく悟ごはあっても加害者として罪を背負って生きて行く覚悟は一いつ切さい出来ていなかったんです。だから、耐たえられなかった。…裁かれなかった罪は、同時に許される事もありません」

　私が一人で喜んでいたリリちゃんのシナリオに沿った行動は、リリちゃんにとってはその先の皆の幸せと自分への断罪を想定した上で初めて出来たに過ぎない許されざる悪行だったんだろう。いじめとか悪い事とかをまったくやらないような子が皆幸せになると思っていたからやったのに、不本意ながら私が最後の最後になって裏切ったという事だ。

　リリちゃんが冷たい人間だったなら何の問題も無かった。優やさしかったからこそ、罪悪感に押し潰つぶされたんだろう。

「ですけど、私はあの場でもその後も、結局ずっと真実を口にしなかったんですから言い訳は出来ませんね。どれだけ汚お泥でい塗まみれの最低な人間となっても、どうしても私は私の願いを叶かなえたくなってしまって──いえ、とは言ってもそれも結局やっぱり叶わなかったんですけどね。先に私の心が折れてしまいました」

　何でもない事のように言ってリリちゃんは肩かたを竦すくめる。だけど、リリちゃんはそれを叶える為ためにずっと頑張って来たと言っていた。私はリリちゃんにとってそれが、生きる意味そのものだったと思えてならない。それが叶わなかったと諦めたから、今のリリちゃんは恐らく……。

「私が自殺という形で死ねたなら、机の引き出しに残して来た遺書から私の罪を白日の下もとに晒さらしてもらって、私が貶おとしめたレディローズは晴れて公こう爵しやく令れい嬢じようの地位を取り戻もどしセス様と婚こん約やくし直して…幸せに、なってもらえると思ったんですけど…」

　リリちゃんの言葉の語ご尾びは力無く止まり、次いで困ったように苦く笑しようした。

「平民になりたかったのなら、貴女はそれでは幸せになれませんね」

「うん。貴族とか王妃とか本当無理」

「あはは」

　リリちゃんが空笑いし、やがて力無いその笑え顔がおさえ消えて行く。

「困った、なぁ…」

　何というか、私はリリちゃんの計画を台無しにしっぱなしだなと申し訳なく思う。もちろん自殺なんて許せるはずがないけど、どれもリリちゃんが精せい一いつ杯ぱい考えて決意して導き出した皆を幸せにする為の美しい答えだったろうに。

「私に罪悪感を覚える必要が一ミリも無いってわかったんだから、もうそのまま王妃になっちゃえば？」

「…ですけど、それでも私の望みは叶わないので。それじゃあ、意味無いから」

　さっきから肝かん心じんな内容は口にしないリリちゃんの望みを、私はたぶん理解している。

　私には、そりゃ言いたくないだろうという事も。王妃になりたかったのでもセス様の婚約者になりたかったのでもないなら、きっと彼女が欲しかったものは──ああ、初はつ恋こいって拗こじらせると次に中々行けないものだからなぁ。

　でも、私との婚約破棄から…ええと三ヶ月ぐらいか？　まだ見切りを付けるには早過ぎると思うよ。

「さっきパン、食べたでしょ？　リリちゃんは魔ま法ほうに掛かかった。だから大だい丈じよう夫ぶ。叶うよ」

　私は何も気付いていないふりをしながら遠回しにもう少し頑張れと言った。頑張れとは言っても、リリちゃんに何かしろという意味ではなく、もう少し頑張って生きてみようという類たぐいの意味だけど。

　私の見立てではセス様もさっき前に進めたはずだから…たぶん完全に吹ふっ切ってくれたばかりだと思うし。希望は、あるはずだから。

「無責任ですよ」

　リリちゃんは困ったように笑った。だけどそれは私の目にはもう少し生きてみるという肯こう定ていに見えたので、私は明るく笑い返した。

　幸せになって欲しいものだ。リリちゃんは私にとってはずっと、私を幸せにしてくれた天使様で女め神がみ様だったんだから。

　大事な話し合いが終わった私とリリちゃんの間の空気は、少しだけ和なごんだものになっていた。

「それにしても、私の罪悪感や苦く悩のうは何の意味も無かったんですね…」

「そ、そうだね。私が自分の為だけにセス様ルートでシナリオ進めたせいでごめんね」

「いえ、私の方こそシナリオに沿う為だけにフェリシアさんの事をいじめていましたから…その節は申し訳ありませんでした」

　二人して頭を下げ合う。とはいえ階段に横並びで座っているのできちんとした謝罪な感じはあまりしない。そう、これは打ち解けた者同士が交かわす軽い謝罪だ。

　なのに、リリちゃんの口調があまりにも硬かたいせいですっごく本気の謝罪みたいな雰ふん囲い気きが出てしまっている。不本意である。

「ところで、何でリリちゃん私にずっと敬語なの？　私はさっきから無礼にもこんなにフランクに話しているというのに」

「だって憧あこがれていた人ですし、それに…あの、フェリシアさんは前世で自分がお亡なくなりになった時の事を覚えていらっしゃいますか？」

「ん？　うん。錯さく乱らんしながら走っていたら前方不注意で車に轢ひかれた。我ながら迷めい惑わくな奴やつだったと思う」

「ああ…やっぱり」

「…やっぱり？」

　引っかかる言葉に突つっ込むと、リリちゃんはしまったとばかりに自分の口を手で押さえた。そんなわかりやすい反応を私は現実で初めて見た。

「い、いえ！　何でも！　フェリシアさん、たぶん私より前世の時年上だったと思うんですよね！　だから敬語で！」

「…何で年上って思ったの？」

「えーっと…勘かんです！　人生経験を感じました」

　リリちゃんの目が泳ぐ。なんて明めい瞭りような噓うそだろう。さっきから話し方はボロッボロだしテンションも変わっているし…この子、噓吐つけない子なんだな。むしろそれでよく私を嵌はめるところまでは上手うまくやってくれた。

「ち、ちなみに私は女子高生でした！」

「うん。私は女子大生だったので年上は年上だね。でも今は同い年なんだしやっぱり敬語じゃなくても、」

　私が言い終わる前に、リリちゃんがぱちんと大きく音を立てて自分の手を叩たたいた。私が思わず言葉を止めると、リリちゃんがその隙すきを衝つくように早口に捲まくし立てる。

「そんな事より、フェリシアさんは転生者だから隣りん国ごくの問題も解決済みだったんですね！　あれ私、最初は貧困とか食料不足とかがただ上手く隠かくされているだけだと思って、ノラとゼロに会った時探さぐり入れて初めて解決済みなのを知ったんですよ」

　……ああ！　そういえばゼロが、リリちゃん経由により私が隣国を救国した予言少女だったとわかったみたいな事を言っていたっけ。そっか、前世の記き憶おくがあるリリちゃんからすれば、主人公が舞ぶ台たいから退場した以上、自分が代わりに救国しなければいけないって考えるもんね。隣国の現状を探る為にリリちゃんがノラとゼロとした会話のどこかで、お互たがい私の存在に感づくものがあったって事だろう。

　まあ、私の言葉を遮さえぎってまでいきなりこの話をしだすのはおかしいし、思いっきり話を流す為にした話題としか思えなかったんだけどね。でもリリちゃんがこれ以上前世について話したくないと思っているんなら別にいいかなと思う。リリちゃんがもし前世の私を知っていて何故なぜか私にそれを知られたくないんだとしても、私の敵ではないだろうし。前世で私に女子高生の知り合いも居なかったし。私も話して楽しいような前世じゃなかったからあんまり言いたくない気持ちわかるし。敬語をやめてくれないのはちょっと気になるけど。

「お互い先に事情を話し合えていれば要いらない勘かん違ちがいし合わなくて良かったのにね」

「本当ですね。無む駄だに遠回りしていた気がします」

　うんうんと二人で頷うなずき合いながら笑って、あまり笑えない話も笑い話にした。

　そういえば、私もリリちゃんについて気になっている事があるんだった。この際だから聞いておこう。

「ちなみにリリちゃんは、何で家から距きよ離りのある教会にお忍しのびみたいに通っていたの？」

「…ああ、最初の頃ころは家から一番近い教会に通っていたんですけど、段々何故か聖女と呼ばれて有名になっていってしまい、当時シナリオ通りに進む事で幸せになれると思っていた私には余計なオプションだったので、私の顔と名前が知られていない所まで通うようになりました」

「そうまでして何で教会に？」

　リリちゃんが日本人だったならあまり宗教に執しゆう心しんしていたとは思い難にくい。第一、信じる神様が居るならこの世界の別の神を信しん仰こうしているだろう教会にわざわざ通うのも解げせない。

　私の疑問に、リリちゃんは顔を綻ほころばせた。

「だって私、この世界に来られて一目でもあの方に私を見てもらえた事からして、神様に感謝していますから。お礼はちゃんと言わないと」

　自殺したいとまで思う程絶望していたのに、彼女はそれでも尚なお神に感謝していたというのか。

　なんだかリリちゃんが本当に聖人に見えて来た。私なんて平民になってからも、段々と神に不信感を覚えていったせいもあって、結局まだ一度も教会にお礼目的で行った事はないのに。

　リリちゃんがそれだけこの世界に来たかった理由は、やっぱり彼女の願い所以ゆえんなんだろうな。

　……。

「…あのさ、何でリリちゃんはセス様だったの？」

　セス様がゲームキャラとして魅み力りよく的てきだったのは私にもわかっている。私が俺様属性で敬遠していただけだ。メインヒーローだからシナリオにもボリュームあったし。

　とはいえ、ゲームの中のキャラクターに恋こいをする程ほどの気持ちにまでは何をどうしたらなったのか気になる。しかも…実際に見て会って触ふれても気持ちが変わらなかった、まではまだいい。だけど、それに加えさらにセス様に恋する上で散々絶望を味わってまでまだ好きと思える程の恋れん情じようだったというのが、ちょっとよくわからない。二次元キャラクターへの恋を否定する気は無いけど、やっぱり会えない触れられない認にん識しきされないからこそ理想化出来る面というのがあると思うのだけど。汚きたないところもほとんど見えないし、自分も嫌きらわれないし。

　リリちゃんはそんな私の多少の困こん惑わくが入った質問に対し、胸を張り、キラキラとしたまさに好きな人の事を想おもっている時の輝かがやく瞳ひとみで堂々と言い放った。

「一ひと目め惚ぼれです」

「あ、ふーん。へー…そうだね、セス様って顔は思いっきり理想の王子様だもんね」

「……」

　なんだ顔か。確かに同じ世界になってもほとんどそのままの顔だったもんなと私が納なつ得とくの声を出すと、反対にリリちゃんの方が何やら納得のいっていなそうなジト目で私を見て来た。

「不思議だったんですけど、もしかしてフェリシアさんはセス様の事そんなに好きじゃないんですか？　え？　ゲームプレイしたんですよね？　セス様ルートやらなかったんですか？」

「いややったけどさ…俺様キャラはちょっとなぁ、なんて」

　正直に答えたのに、耳を疑うと言わんばかりの顔をされた。その絶句具合は最も早はや、自分と同じ人間なのかからして疑われているように思える。

　どうやらレディロをプレイしたのにセス様を好きにならない事は、リリちゃんの中ではこいつ人外じゃねぇのかと疑うレベルで有り得ない話らしい。少なくとも他ほかキャラの方が好きなレディロプレイヤーの半数以上は人外になる計算だ。恋は盲もう目もくという言葉が私の頭を過よぎった。

　リリちゃんが一度深呼吸をし、思案するように目を閉じる。

　やがてリリちゃんは口を開いた。

「…セス様の良いところなんて私はいくらでも言えますけど、あまりわかられてもそれはそれで複雑なので言わないでおきます」

「そ、そうだね！」

　リリちゃんの真顔に恐おそれをなした私は、リリちゃんが無理に好きな人の魅力をわからせようとして来る過激思想じゃなくてよかったと、心から安あん堵どしながら勢いよく頷いた。

　リリちゃんは怯おびえている私に不思議そうに首を傾かしげていた。う、うん、リリちゃんは優やさしい子だってちゃんと私、わ、わかっているよ！

「…では、そろそろ戻もどりましょうか。あまり遅おそいと心配されそうですし、ナナちゃんの事も気になりますし」

　リリちゃんが階段から立ち上がり、私もそれに同意し続いて立ち上がった。

　さて、と歩き出そうとしてからまだ一つ、私には今どうしてもリリちゃんに聞いておかなければならない事があると気付き、慌あわててリリちゃんのドレスの裾すそを摑つかんで止めた。

「待って。最後に一つだけ聞かせて。さっきニカ様と話していたあの会話…あれってどういう意味？」

「お義兄にい様との…？　ああ、私が上手くやると答えたあれですか？　あれはそりゃ、……」

　淀よどみなく答えるかと思ったリリちゃんの言葉が不自然に止まり、およそ五秒の沈ちん黙もく後に噓うそ臭くさい笑え顔がおと共にやっと続きの言葉を吐はいた。
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「物もの凄すごく要約してしまいますと、お義兄様はフェリシアさんの事が大好きだという話ですね」

「いや誤ご魔ま化かされないよ？　完全にそういう雰ふん囲い気きの話じゃなかったよね？」

「オブラートには包みましたが、誤魔化してなんていませんよ？　今いま更さらフェリシアさん相手にそんな事しません」

　凄すごい。さっき敬語と前世についてウルトラ下手へたくそに誤魔化しまくっていた子が言った台詞せりふとは思えない。

　私の信じていないという事をまったく隠していない顔に、リリちゃんは焦あせったように言葉を付け足す。

「本当に噓じゃありません。あの時の話において、お義兄様がフェリシアさんの事が大好きで私の事は嫌いという以外の意味なんて至し極ごくどうでもいいものです」

　リリちゃんの目をじっと見ると、リリちゃんも負けじと私の目をじっと見返して来た。どうやら噓は言っていなそうだ。…うーん、だけどなぁ。

「ニカ様はリリちゃんを好きなんじゃ…」

「……はい？」

　リリちゃんが素すっ頓とん狂きような声を上げる。それから半笑いで私の両りよう肩かたを摑んだ。

「すみません、どんな思考回路をしていたらそんなとんでもない勘違いを出来たんですか？　逆に気になります」

「それは、だって、私達の会話って思えばリリちゃんの事についてばかりだった気がするし」

「いえそれ明らかに、お義兄様と居る時フェリシアさんの方から私の話を振ふるせいですよね？　むしろお義兄様からその事について愚ぐ痴ち聞かされていましたよ私」

「さ、さっきリリちゃんの方ばっかり見ていて私の方見なかったし！」

「たったそれだけで!?　どんな飛ひ躍やく的てき乙おと女め思考ですか!?　あれはお義兄様もフェリシアさんの為ために…というか、私がお義兄様に好かれているなんて有り得ない話過ぎます！　普ふ段だん私がどれだけあの人から嫌われる胃の痛い日々を過ごして来たのか見せてあげたいですよ！」

　魂たましいの叫さけびと言わんばかりの抗こう議ぎの声を上げたリリちゃんに、私は潔いさぎよく自分の勘かん違ちがいを認めた。うん、明らかにこれニカ様はリリちゃんをそういう対象に見ていなそうだ。ニカ様は好きな相手に嫌われていると勘違いさせるような不器用な恋れん愛あいはしないだろうし。

「痴ち話わ喧げん嘩かに巻き込まれるのはこれで終わりでいいですかね？」

「う、うん。ごめん。確かにニカ様、私の事を妹のように思ってくれているからね。今では友達でもあるし。私への多少の贔ひい屓きはあったのかも」

「……それ、本気で言っていらっしゃいます？」

　謝ったのに、何故なぜかリリちゃんの機き嫌げんが直らないどころか悪化した気がする。びくりと身を引こうとするも、未いまだリリちゃんに両肩を摑まれ固定されている為にそれも叶かなわなかった。

　よって、私は真正面からリリちゃんの言葉を受け止める事となる。

「そんな訳ありませんよね？　だってフェリシアさん、自分の事をどうやら過小評価していたみたいですが、別に鈍どん感かんという訳ではないでしょう？　気付いていますよね？　そもそもお義兄様のフェリシアさんへの態度、完全にレディロのニコラス好感度マックスの時と同じですし、ゲームプレイしていたのに気付かないはずがありませんよね？　言っておきますけど私、お義兄様の笑っていらっしゃるところフェリシアさんの話をしている時以外見た事ありませんよ？」

　そう。……そう。気付かない、はずがない。気付かないでいられる程ほどに私はレディロのやり込みが浅かった訳ではない。

　けど、…いや、私は今リリちゃんから何も聞かなかったし何も気付かなかった。そういう事にしよう。都合の良い思い込みは、得意分野だ。

「…あの、もしかして今の話聞かなかった事にしています？」

　的確に察しているリリちゃんの言葉に、私はどうとも取れるだろう無言の笑顔で応えた。リリちゃんは私の両肩から手を離はなすと、思案するように少し黙だまってから戸と惑まどっているような顔で口を開く。

「フェリシアさんはお義兄様の事が好きなのではないのですか？」

「私、は、」

　彼は、ゲームのキャラクターで、彼を好きなんて言ったら私は運命に屈くつした事に……違う。この世界の人間をゲームのキャラクターとしては、もう二度と見ないと決めた。そもそもそんな事は関係ない。だって私はニカ様の事、……ニカ様を、私は、好きになっては、……違う。違う。そうじゃない。好きじゃない。だって……だって──

　ああ、考えたくない。うん。いいや、考えなくて。

「あぁあ、ごめんなさいごめんなさい！　よくわかりませんけど聞いてはいけない事だったみたいですね!?　わ、私が全部悪かったですからそんな顔しないでください…！」

　リリちゃんが慌てて謝りながら、私の肩を揺ゆさぶる。私は過か剰じような反応にきょとんとして、自分はいったい今どんな顔をしていたのか気になった。

　私は別に、自分に都合が悪い事に気付いたとしても自分で思考を止めて気付かなかったと思い込み直せるから、リリちゃんが謝る必要は無いのに。

　面めん倒どうな事ももう要いらない事もそうやって全部切り捨てて自分を守って生きて来た。だから私は、貴族から解放されたあの日から隣りん国ごくは疎おろかこの国の名前さえ覚えていない。自分の今世での両親の名前も覚えていない。前世に至っては、誰だれの顔も名前も。…お兄ちゃんだけは、脳のう裏りにこびりついているから顔、忘れたくても忘れられないけど。

　自衛にかけては完かん璧ぺきだ。だから、大だい丈じよう夫ぶなのに。

　とはいえリリちゃんが見るからに心配そうな様子で狼狽うろたえているので、私はあえて神しん妙みような面おも持もちをして茶ちや化かす事にした。

「リリちゃんが私の事、フェリシアさんとかいう堅かたい呼び名じゃなくしたら許す…」

「え!?　え、えぇと…じゃあ、フィーちゃん!?」

「許した！」

「ええー!?」

「よし、心残りも無くなったし皆みんなの所に戻ろうか！」

「えええー!?」

　目を剝むくリリちゃんに手を差し出すと、リリちゃんは一いつ瞬しゆん戸と惑まどったけど私の手を強く握にぎり返した。女の子と手を繫つなぐなんていつ振ぶりだろう？　今世では一度だって無かった。覚えていないけど、前世ではもしかしたら一度ぐらいあったのかな？

　…私の事は、うん、別にどうでもいいんだ。それよりずっとリリちゃんの方が大事。皆の所に戻り、恐らくセス様と会う事に不安を覚えているリリちゃんの心情を私が見み抜ぬけないと思ったら大間違いだ。

　まあ、私も私で戻った先に待っているのは、シェドとエヴァン君への減げん刑けいをして頂けるように陛下に対して全身全ぜん霊れいをかけて頼たのみ込むという高難易度ミッションだから、リリちゃんの手に逆に元気付けられているんだけど。

　……私は自分勝手なので、ニカ様の気持ちになんて一いつ切さい気付いていない。気付いて、いないのだ。
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　リリちゃんと手を繫いだまま部屋に戻ると、部屋の中の皆からなんとも言えない気まずそうな微び妙みような空気を感じた。不思議に思い何があったのかと聞く前に、明らかに異常とわかる事を一つ見つける。

　──ナナちゃんが、下着姿なのだ。彼女がぺたりと座り込んでいる床ゆかの傍かたわらにはさっきまで彼女が着ていた修道服が乱雑に散らばっている。

　いや、うん、この世界の下着は思い切りブラジャーとかパンツとかそんな感じではなく、直接肌はだにつけているというだけで布面積が大きいので見るからに破は廉れん恥ちな有り様という訳ではない。…と、思うのは前世の下着に慣れている私やリリちゃんだけだと思うんですよねー。

　ていうか何なのこれ。どんな状じよう況きようになったらナナちゃんが服を脱ぬぐの？　なんか他ほかの皆と違って目を逸そらさず普ふ通つうにナナちゃんの事を見ていやがるナナちゃんの前に居るノラに乱暴されたなんてことは…な、無いよね？　ノラは戦せん闘とう大好きなところあるけど婦女暴行の趣しゆ味みはないはずだもんね!?

「ナナちゃん、その服装は…？」

「脱いじゃった。もう要らないから」

　そう言ったナナちゃんの笑え顔がおは雨上がりの太陽に照らされ輝かがやく野花のような純じゆん朴ぼくで幸福感溢あふれる素す敵てきなもので、一瞬、そうかなら仕方ないなと思いかけた。

　……いやよくねぇわ！　酷ひどい話ではなくて安心したけど、なに周り男しか居ないところで服脱いで下着姿になってんの!?　いやいや、察してはいるよ？　その行こう為いにはナナちゃんの中できっと何か大きな意味があったんだよね？　輝く笑顔でわかるよ？　その服を着せ直す事が正しいのかと聞かれれば私も口ごもらざるを得ない。だけど、だからといってその姿で居続けるのは非常によろしくない！

「よしわかった、ここは代わりに私が脱ぐからナナちゃんは服を着て欲しい」

「フィーちゃん、余計に話をややこしくするのはやめてください」

　有言実行で即そく自分の服に手をかけたら普通にリリちゃんに窘たしなめられた。しゅんとして大人しく従う。

「ですが困りましたね…私達の服をナナちゃんと交こう換かんして着せようにも、お忍しのびとはいえ貴族然とした私の服をナナちゃんに着せるのはどうかと思います。かといってフィーちゃんの服では、フィーちゃんがナナちゃんの修道服は入らないでしょうし」

「え、何で？　言う程身長の差無いと思うけど。多少丈たけが合わないだけじゃない？」

「自分の胸部を考えてものを言ってください。入りません」

「あ、はい、すみません」

　考え無しでしたすみません。平民服はほぼフリーサイズでサイズ調整利きくし貴族時代は基本オーダーメイドだったので、バストサイズなんて生まれてこのかた意識した事なかったんです。

　さてじゃあどうしようと思案の空気になり皆が黙り込んだ中、シェドが口を開いた。

「俺の元母上の部屋に行けば服ならあると思いますよ。探せば大して貴族らしくない服も一着や二着あるかと」

「……それは勝手に使ってもよろしいのですか？　というか、シェド様は何故なぜ以前の家に過ぎないはずのこの家をこうして好きに使えていらっしゃるのでしょう？」

　リリちゃんのもっともな質問に、シェドが何でも無いような顔で答える。

「ああ、それなら元親に、スワローズ家の今後に関かかわるだとか本家跡あと取とりの名に懸かけて御お礼れいは存分にするだとかなんとか、適当に甘い話と重要っぽさちらつかせながら言い包くるめて一日空けてもらいました。自分に能力が無いのに、分不相応に子供を道具に使って権力を得ようとするような元親だから、簡単でしたよ。元母上は無む駄だに服を持っていますしプライドの塊かたまりなんで一度着た服はもう滅めつ多たに着ませんから、一着無くなったぐらい気付きませんよ」

　シェドがあくどい。いや、自分を実質捨てたような親なんだからこれぐらい図太くむしろ逆に利用しようとしている姿勢はむしろ褒ほめるべきか？

　何にしても、今この状況ではシェドの提案を受け入れるのが最善か。私とリリちゃんはアイコンタクトで通じ合い同時に頷うなずく。

「ではええと、その元お母上様のお部屋を教え、」

「お前等何で、んな面めん倒ど臭くせぇ話してんだよ」

　今までの会話の流れをまったく頭で理解出来ていなかった、というか絶対最初からただ単に理解する気がなかったんだろうノラが、呆あきれた顔で自分の上着を脱ぐとそれをナナちゃんの頭から被かぶせた。いや被せた、というよりむしろノラが被せ方を考えていない適当な放ほうり方をしたせいで、ナナちゃんが頭から完全に埋うもれた。

　……え、何やってんのこいつ？

「ほら、これでいいだろ」

　何も良くねぇよ。

　部屋の中にいるほぼ全員の意見が一いつ致ちしているのを感じる。ノラのお忍び服だって、見る人が見たら良い生き地じの貴族服だとすぐわかる。そして隣国の王子から服を借りるぐらいならこの国の王子から借りた方がまだマシだ。リリちゃんの服でもいい。てか今、シェドの元お母さんの服を借りるって決定したところなんですけど？

　しかし、さすが他人の目なんて一切意に介かいさず床に落ちたフランスパンを食べるような隣国の王子様は、もちろん今も周りの空気なんて気にしてはくれず、被せた自分の上着越ごしにナナちゃんの頭をバシバシ叩たたく。

「おいナナ、良いよな？」

「うん！」

　ナナちゃんが元気に言いながら服の襟えり元もとからにょきっと顔を出す。体型差のお陰かげで、ちゃんと身体からだは下まで隠かくれている。でもやっぱりそれは良くな…ほ、本人達が良いなら良い、のか？

　意見を求めるようにリリちゃんを見ると、リリちゃんも難しい顔をしながら口を開いた。

「…まあ、帰るまでの間だけでしたら問題ない、のかもしれません。何より私の力ではノラン様の事もナナちゃんの事も説得出来る気がしません」

「奇き遇ぐうだね、私もだよ」

　溜ため息を吐ついたら同時に隣となりからも同じものが聞こえて、顔を見合わせて少し笑った。

「なんかよくわかんねぇけど、そっちも解決したみてぇだな」

「の、ようですね。ノラン様の予定も押していましたので僥ぎよう倖こうです」

「あ？　そうだったか？」

「そうです」

　奔ほん放ぽうな王子様のお付きのゼロは大変だなと思ってから、そういえばこの二人はこんな所まで来てどう帰るつもりなんだろうと眉まゆを寄せた。いつも馬車の御ぎよ者しやには予あらかじめ決まった地点に迎むかえに来るよう言ってから別れていると、いつか話の合間に言っていた。この後誰だれかの馬車に乗せてもらってそこまで行くつもりなんだろうか。たぶん此こ処こまでは誰かの馬車に乗せてもらって来たんだろうし。

　私がそんな他人ひと事ごとをぼんやりと考えていると、ふとニカ様が此方こちらに近づいて来た。一瞬妙な緊きん張ちようを覚えてから、彼の視線が私の隣にある事に気付く。

　先に口を開いたのはリリちゃんだった。

「……使命は果たせず、さらには天上する事さえ今の私には難しいようですわ。申し訳、ありません」

　リリちゃんが腰こしから九十度上半身を曲げ、深く頭を下げる。死ねなかった事を謝るなんて、まるでニカ様が悪のラスボスのようだ。

　というか、使命？　使命って何？　やっぱりニカ様とリリちゃんのやり取りは私への好意がどうちゃら以外にもっと深い意味があったんじゃないの？　どういう事？

　混乱している私をよそに、ニカ様はそんなリリちゃんに呆れたような顔をした。

「お前もお前で、フィーとは違ちがう意味で思い込みが激しいな」

　私は微妙な顔になった。私の思い込みが激しいのは公然の事実だというのか。

「私との会話でお前がするべき事を勘かん違ちがいしたのもわからないでもない。私が同じ立場でもそう考えただろう。だが、リリアナ、確かに私はお前の事があまり好きではなかったが……義妹いもうととして、多少は情も移っている」

「お義兄にい様…」

　リリちゃんが顔を上げて涙なみだぐみ、ニカ様がその頭を宥なだめるように優やさしく叩いた。

　……これは義ぎ兄きよう妹だい愛のハートフル展開なのだろうか。私にはやっぱり、何だか二人の間にはそれ以外にも妙な絆きずながあるように見えるんだけど。

　いや、でも危き惧ぐしていた恋れん愛あい感情ではないような。だけど私には立ち入れないもののような。うーん、もう少し観察していればそれが何かわかる気がする。

「少しセスと二人で話して来なさい。お前達は互たがいに言葉が足りな過ぎる」

　ニカ様は優しい声で言うと、自分は脇わきに避よけ背後に居たセス様の方へとリリちゃんの背中を押した。突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに少しだけよろけたリリちゃんはセス様を見つめたまま固まり、それから数秒沈ちん黙もくした後、意を決したようにニカ様を振ふり返った。

「お義兄様！」

　必死に、リリちゃんは感情を露あらわにしてニカ様に呼びかける。

「運命って、変わると思います！　私の人生、挫ざ折せつの数なんて数え切れないけど！　運命を変える事とっくに諦あきらめてしまっていたけど！　それでも、私はフィーちゃんのお陰でもう一度って思えたから…！　たとえこの先やっぱり何も変わらなかったとしても…信じる事は、希望を持つ事は自由だから！」

　リリちゃんは一度言葉を切り、それから叫さけんだ。

「だから、お義兄様もきっと…っ!!」

　なんとなく、わかった気がする。この二人の関係が。確かにニカ様とリリちゃんとの間にあるのは恋愛感情じゃない。

「……やはり、お前は私に似ているよ」

　これは、仲間意識だ。

　そしてリリちゃんがニカ様は自分の事をあまり好きではないと思っていて、ニカ様がいつもリリちゃんには妙みように厳しい意見だったその理由は、恐おそらく同族嫌けん悪おだろう。

　この二人はニカ様自身も言った通り、何かが非常に似通っている。良くも悪くも根底の何かが。

　ニカ様はリリちゃんの言葉に肯こう定ていするでも否定するでもなく苦い顔で笑ってリリちゃんから視線を逸そらすと、そのまま部屋を出て行ってしまった。

　帰る、のだろうか。いや、私を陛下に会わせてもらう約束はしたんだからたぶん外で待っていてはくれるだろう。となるとすぐに私も追い掛かけるべきだと思うんだけど…。

　私はほんわか笑ったまま未いまだ床ゆかに座り込んでいる、バックにお花畑でも見えそうなある意味心配な状態にあるナナちゃんを見た。

「で、ナナちゃんには何があったの？」

「ん？　ふふ。私はね、天国に行けなかったんだよ」

　ナナちゃんはふわふわ笑う。どうしよう、この子が何を言っているのかまるでわからない。今はまともな会話は不可能と諦めるべきか。

　だったらナナちゃんは一ひと先まず後回しで、外に出る前に他ほかに言っておくべき事がある人は……。

「リリちゃんはセス様と二人で残って話す感じでいいんだよね？」

「えーと、そうですね。お義兄様はそのつもりのようですし……セス様さえ、よろしければ」

　リリちゃんは窺うかがうように俯うつむきがちにびくびくとセス様を見る。その姿からは二人が婚こん約やく者しや同士であるようにはいまいち見えない。少なくとも、約三ヶ月の間は婚約者として過ごして来たはずなのに…いや、セス様の心情からしてもリリちゃんの心情からしても、婚約者らしい関係なんて築けていなかったのか。

　私もセス様を見ると、セス様はリリちゃんの言葉に反応する事もなく黙だまって壁かべに寄り掛かっていた。動く気は無いから出て行くなら勝手に出て行けという意思表示だろうか。なんてふてぶてしい。というか微び妙みように機き嫌げんが悪くなっているような。私とリリちゃんが居ない間に彼にもまた何かあったんだろうか。それがリリちゃんにとって…ううん、二人にとって、いい変化をもたらすといいけど。

「では、皆みなさん此処にもう用は無いでしょうし外に出ましょうか」

　私はそう軽く纏まとめて、リリちゃんとセス様の二人だけを残しニカ様を追うように屋や敷しきの外へと向け歩き出した。

　こうぞろぞろと揃そろって移動すると本当に人数が多いなと思い、そこでふと違い和わ感かんに気付く。

「……あの、ニカ様の護衛であるお二人がどうしてこの場に残っているんですか？」

　そう、ニカ様が先に行った時にそういえばニカ様は一人だった。要するにこの二人は付いて行かず留とどまっていた。これは護衛としておかしい。

　やっぱりエルの存在がこの場この状じよう況きようにおいて何かしらにはまだ関かかわっていると危惧するには充じゆう分ぶんなおかしさだ。…もしくは、先に外に出たニカ様が予め二人に指示を出していて何かを企くわだてている？

「だって勝手に先に行っちまったし、たまには一人で考える時間も必要なんじゃん？」

　こいつ本当護衛としてどうかと思う。

　さっきまでは厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きさえ出していたタメ口の護衛のまさかの軽けい薄はく過ぎる態度と口調に、周りからも驚おどろいている視線を感じる。

　まあ、こいつの方はまだ今口にしたのが本心かつそれに添そって行動していたとしても性格的に納なつ得とく出来るものがある気もする。けどさて、もう一人はどうだ。

「そちらは？　此方の護衛さんよりは真面目まじめに見えますが」

「そうですね、コレよりは真面目です。きちんと引き受けた仕事は熟こなしますし今も熟していますよ」

「…今も？」

「ええ、護衛ですから仕事は護まもる事です。過程はどうあれ護る事さえ出来れば何の問題も無いんですよ。この付近でニコラス様が襲おそわれる事はありませんから、我々が張り付く必要もありません」

　敬語の護衛は淡たん々たんと事務的に答えた。…そうだろうか？　護衛というのは、側そばに護衛が付いているという事による抑よく止し力りよくともなるべきだと思うのだけど。

　しかしそれより気になる事は、敬語の護衛の断定的な言い方だ。

「ニカ様が襲われる事は無いなんて、どうして言い切れるの」

　こんな僻へき地ちで、王族が一人で居て、何故なぜそんな断言が出来る？　その発言からは何らかの作さく為いしか滲にじんで来ない。

　私の疑問系ですらない咎とがめるような堅かたい言葉に、敬語の護衛は余よ裕ゆうを感じる試ためすような笑えみを浮うかべた。

「さぁ、何故だと思いますか？」

　また問題か。身構え思考態勢に入ろうとした私の意識を逸らすように、敬語の護衛は私の背後を指さした。

「我々よりも、今は後ろを気にした方がいいと思いますがね」

　揶や揄ゆするような声こわ音ねに、一いつ瞬しゆん罠わなかと警けい戒かいする。けどすぐに、そもそも彼等の実力なら私の注意なんて逸らさなくても私や皆を攫さらうも殺すも他た愛わいなく出来るか、と思い直した。

　私は言われた通りに後ろを振り返り、見えた光景に、そういえばさっきから一番空気を読まずにペラペラ話しそうな奴やつが妙に静かだった理由を把は握あくした。

「ノラ、何やってんの！」

　最さい後こう尾びからさらに少し後ろ、階段の先で、付いて来ていなかったらしいノラが何やらセス様と話しているのを見て、私は慌あわててノラを呼んだ。

　というかお目付役はどうしたと探せば、ナナちゃんの事を何やら厳しい顔で見ていた。ナナちゃんの動向を注視するので精せい一いつ杯ぱいだったのかもしれない。これは責められない。

　正直、勝手にノラがしでかす事に関しては何一つ安心出来ない。事態を引っ搔かき回すだけならまだマシで、戦争の火種でも投下されていたら此方こちらとしては堪たまったものじゃない。

　大人しく私の所まで走って来たノラを威い嚇かくするように睨にらみつける。

「なんか余計な事言ってないよね？」

「俺の信用無さ過ぎて笑う。別に？　ただ、王子サマ同士色々と積もる話があっただけだし、フィーが心配する事はねぇよ」

「あーもう、ダメ。安心出来ない。帰るまで黙っていて欲しい」

「正直だな。いいぜ？　だが黙る前に一つアドバイスやるよ。…お前、もっと自分にも周りにも意識向けてみたらどうだ？　真実も見えてねぇようじゃ勝負にもならねぇぜ？」

　一瞬、喉のどが詰つまるように息が止まった。

　その言葉からだけで、ノラも何かを知っていると確信するには充じゆう分ぶんだった。

「…何でそんな、皆断だん片ぺん的てきにしか情報くれないの？　知っているなら普ふ通つうに教えてよ」

「……」

「ごめん！　ごめんって！　黙らなくていいから！　教えて！」

「だって俺が教えてやったとして、俺は何も得しねぇし」

　冷たくも思える言葉は確かにその通りだった。

　ノラにとって私は、まるで友人関係だと私が錯さつ覚かくするように気さくに接するだけで、所しよ詮せん自分が楽しむ為ためのおもちゃに過ぎないんだろう。おもちゃに知識は必要ない。

　黙り込んだ私に、ノラは何故か笑った。

「お前が自分で考えろよ。人に教えてもらった答えじゃ、どうせ勝てやしねぇんだから」

　ノラの突つき放すようでだけど優やさしい声音の言葉に大人しく従い、私は外に出るまで黙って考えに没ぼつ頭とうした。

　今日一日ずっと色々な事を考え問題を解いて来たお陰かげか、疲つかれはあったけどそれよりも頭が回りやすく、もう少しだけヒントと時間があれば何かが解ける気がした。
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　屋敷を出るとすぐ、三台の馬車を見つけた。その一つの前にはニカ様が立っている。どうやら予想通り外で待ってくれていたらしい。何か考え事でもしているのか、ニカ様は俯いていて視線は合わない。

　……ん？　馬車が三台？　ニカ様のものと、メルちゃんのものと…残り後一つは誰だれのものだ？　リリちゃんを連れ去った時のリリちゃん所有の馬車はもう証しよう拠こ隠いん滅めつの為に処分されたのかそれとは違ちがうものに見えるし、セス様は私より先に来ていたんだから後から来た私が馬車を見ていないのはおかしい。

　不ふ審しんに思い警戒していると、ゼロが私の前を通りさっさと一つの馬車に向けて歩き出した。

「ご苦労様です。ほら、ノラン様早く乗ってください。行きますよ。時間がありません」

　ゼロに気付いた馬車近くに立っていた御ぎよ者しやが恭うやうやしく礼をする。成る程ほど、話からしてどうやらノラとゼロのお帰り用の馬車だったらしい。

　……成る程じゃないよ！

　私は振ふり返り、隣りん国ごくの王子というのを半ば忘れて思わずノラの服の裾すそを乱暴に引っ張った。

「待って待ってノラ。あの人どうやってこの場所突き止めたの!?」

「は？　それぐらい出来ねぇと俺の専属御者なんて務まるわけねぇだろ」

「ノラン様の気まぐれな行動に対応しなければいけない分、彼の給料は相当良いですよ」

　当たり前の事のように、むしろ私が何を言っているのかわからないとでも言いたげに見て来るノラと、素す敵てきな笑顔のゼロに、私はどうやってという質問には答えてもらっていないしわからなくても納得せざるを得なかった。むしろノラのせいで日々捜そう索さく能力を極限まで鍛きたえられているんだろうと、御者さんを憂うれえた。

　しかし、やむなく戦争を起こす必要が出来るぐらい貧ひん窮きゆうするはずだった事を考えると、こんなに無む駄だな事にお金を使えている程立て直せたらしい隣国の現状を私は喜ぶべきか？

「じゃ、最後まで見届けられねぇのはめちゃくちゃ残念だが、俺等は先に帰るな」

「お先に失礼致いたします。幸運を祈いのります」

「え、はぁ…はい。じゃあね？」

　ノラには何か意味深な話もされたけど、彼等は今回勝手に首を突っ込んできただけで言うなれば最も事件に関係ないだろう人達だ。このまま帰しても問題ないだろう。

　次に彼等と会う時、自分はどうなってしまっているのかという一いち抹まつの不安を抱かかえながらもひらひらと手を振る。

　だけどすぐに馬車の前まで行ったゼロと違い、ノラは逆に私の目と鼻の先まで近づいて来ると、私の頭を片手で摑つかみ屈かがんで耳に口元を寄せた。

「俺は別にお前が勝っても負けてもそれなりに楽しいけど、妥だ協きようして後こう悔かいなんてすんなよ」

　珍めずらしい真面目な声音に驚いていると、ノラは私から一瞬顔を離はなし、私の頰ほおに触ふれる程度に口付けた。

「またな」

　ぽかんとしている私に悪戯いたずらっぽく笑うと、ノラは自分の馬車に乗り込んで行き、とっくに出発準備をしていたらしい馬車はさっさと走り出して行ってしまった。そのあっという間さから考えて本当に時間が押しているんだろう。

　しかし、この世界には頰にキスで挨あい拶さつする文化は何処どこにもないはずなので、見た目が私の前世的には外国人だからって隣国の王子が気軽にそんな事をするのはやめて頂きたい。私自身は今世ならまだしも前世では恋こい人びとが居た事があったから多少は恋れん愛あい経験があるので、頰にキス程度じゃそんなに動どう揺ようしなかったけど。

　さてじゃあ、気を取り直してこの後の事について話そうかと皆みんなの方へと意識を移した。その矢先、ナナちゃんがわざとらしくはっとした顔でぱちんと両手を合わせる。

「…あ！　用事を思いつきました！　私すぐに帰らなきゃ！」

　思いつきましたって何だ。この子、隠かくす気も無いぞ。私はジト目で責めるようにナナちゃんを見た。

「…ナナちゃん」

「ふふ、だってフィーちゃんはどうせ今からとっても忙いそがしいんだよね？　私も色々お話ししたいのは山々なんだけど、まあまた今度話そうよ！　ちゃんと約束するからさ！　別にどう転がってもフィーちゃん死にはしないんでしょ？」

　それは…まあ確かにそうだろう。私が代わりに死し刑けいになれば解決なんて事は、どんな場合を想定したって有り得ない。

　しかし、ナナちゃんに違い和わ感かんがある、と思った理由はほんの少し考えればすぐにわかった。ナナちゃんは口調こそ私が知っているままなのに、頭が回る事を隠していないからだ。

　いや、違和感というにはそれはあまりにも彼女に馴な染じんでいてむしろしっくりと来る。この無む邪じや気きさと頭の回転の速さが合わさった少女が本来のナナちゃんだったんだと思えた。

「それとも私がフィーちゃんに付いて行く理由って何かある？」

「……無い、ね」

　言われてみれば、まったく無かった。ナナちゃんは別に今回の誘ゆう拐かい事件において、攫さらわれた時にちょうどリリちゃんと一いつ緒しよに居たというだけの関かかわりしか無い。つまり王宮まで連れて行くような理由があるのかと聞かれると、確かに無い。

　ただ私が、ナナちゃんには謎なぞが多過ぎるし聞きたい事もまだまだたくさんあって、こんな形で…もしかしたらもう二度と会えなくなるのは嫌いやだなと思っただけで。

「あ、そうだ！　最後に一つフィーちゃんに私からお友達としてアドバイスするね」

　私の憂いを知ってか知らずか、ナナちゃんは元気に笑いながら真っ直すぐ私の目を見る。

「フィーちゃん、皆ね、事情と理由で生きてるんだよ。だからフィーちゃんはもっと最初から、色んな事を、色んな人の事情と理由を疑った方がいいよ」

　事情と理由。それはいつかもナナちゃんから聞いた言葉だった。それから確か、他ほかの誰かからも。

　最初から？　色んな事を？　色んな人の？　事情と理由を？　疑う…？

　それはとても大切な言葉な気がした。思考のヒントとなり得るような、前提を覆くつがえすような。ナナちゃんが何処どこまで何を知っていてそんな事を私に言ったかはわからないけど。

「ノラン様はフィーちゃんにああ言ったけど、私はどうせならフィーちゃん…私のお姫ひめ様が運命に勝つ、そんな絵本みたいなめでたしめでたしがいいんだ」

　ノラに勝っても負けてもと言われたのはナイショ話のように耳元かつ小声だったはずなのに、それをナナちゃんに聞かれていた事に驚おどろく。と同時、言葉通りにまるで小さな女の子が絵本のお姫様のハッピーエンドでも願っているようなナナちゃんの無邪気な笑え顔がおに虚きよをつかれた。

　私がそうして呆あつ気けに取られている間に、ナナちゃんは軽かろやかに笑って駆かけ出して行く。

「またね、フィーちゃん」

　一度振り返り手を振ると、ナナちゃんは走って屋や敷しきの敷地から出て行ってしまった。歩くと町まではかなり距きよ離りがあると思うんだけど、ナナちゃんは徒歩で帰るつもりらしい。まあ、本人の意思だし日暮れまでにはまだ時間もあるし、ちゃんと帰り道を覚えているなら概おおむね問題は無いだろう。むしろナイフを握にぎって怪け我がした手の方が心配だ。

　またねと言ったナナちゃんの言葉が真実になればいいなと思う。私は結局、ナナちゃんがどんな秘密を抱えていたとしても彼女の事を嫌きらいにはなれないだろうから。

　一つ溜ため息を吐ついた後、待っているニカ様の方へと向かう前にメルちゃんと向き合った。

「えっと、じゃあメルちゃんはどうする？　帰る？」

「いや、俺がシェドとエヴァンを形式上とはいえ捕つかまえてるんだし、どうせ乗りかかった船だから王城まで一緒に行ってやるよ。馬車もそうじゃねぇと足りないだろ？」

「あー…言われてみればそうだね。ごめん、ありがとう。お願いします」

　ぶっきらぼうな言い方だけど優やさしさが滲にじみ出ているメルちゃんにしっかり頭を下げてお礼を言った。

　確かに、ニカ様の馬車だけではシェドとエヴァン君の二人を乗せるのは厳しい。それに私も乗るとなれば馬の負担が大き過ぎるし、最悪馬車が壊こわれてもおかしくない。しかも一応罪人を王族と同じ馬車に乗せるのってどうかと思う。

「って訳で此方こちらの馬車は俺と護衛とシェドとエヴァンで定員オーバーだから、フィーはあっちに乗れよ」

　そう言うメルちゃんの馬車はお忍しのび用じゃない関係でニカ様のそれより大きいので、詰つめればもう一人ぐらいなら乗れると思う。ニカ様の馬車だってニカ様と護衛二人と私が乗ればぎゅうぎゅうなんだし。

　だからこれは、メルちゃんなりにニカ様と話し合って来いという気の利きかせ方なんだろう。

「わかった、じゃあ後でね」

　私はメルちゃんに微ほほ笑えんでから、自然と硬かたくなる表情を偽いつわり隠していつも通りを装よそおいながらニカ様のもとへと向かった。近くまで行ってもニカ様と視線は合わない。

「遅おくれて申し訳ありません。行きましょう」

「ああ」

　もうずっと昔に思えるけど今朝の時と同じように、ニカ様と私を挟はさむように護衛二人が乗る形で馬車に乗り込む。

　王宮に着く前に、私は出来る限りニカ様から話を引き出すべきだ。ニカ様は、表面上はこの事件にまったく関かん与よしていないはずなのに、裏の何かを知り関わっているのが今となっては明らかに見て取れる。

　だけど王宮までの限られたこの時間、早く話を切り出すべきなのは頭ではわかっているのに私は中々口を開けなかった。

　どんな形であれ、ニカ様と自分の関係が変わるのが、もしくは最初から私が思っていたものと違ちがったとわかるのが──怖こわかった。




　十分程、少し狭せまい馬車の中で私もニカ様も当然護衛二人も口を開かず無言で馬車に揺ゆられていた。この時間は正確には、私が長く、もしくは短く感じていただけで実際の経過した時間とは異なるかもしれないけど。

　だけどいつまでもこの気まずいけれど微睡まどろむような、何も変わらない優しい時間を続けている事は出来ない。私は意を決して話を切り出した。

「……私が王様に減げん刑けいを願える手段、ニカ様はあると思いますか？」

　直接貴方あなたは何を知っているのか、何をやろうとしているのかなんて、馬ば鹿か正直に聞く気は無かった。

　あえて核かく心しんから少しずれた話をする合間に零こぼした真実のかけらから、自分で判断する。その方が与あたえられた情報に惑まどわされこの期ごに及およんで誰だれかに踊おどらされずに済む、とはノラとナナちゃんの助言のお陰かげで気付けた事だ。

「今のフィーの地位と立場では発言力が弱過ぎて、難しいと言わざるを得ないな」

「ええ…それは、重々承知しております」

　平民が陛下に直じき訴そ。しかも不当なものではなく客観的に正しい刑けい罰ばつを軽減してもらえるなんて、そんな甘く優しい奇き跡せきは普ふ通つう起こるはずがない。

　むしろ次期王おう妃ひを誘拐しもしかしたら殺していたかもしれない者を死刑にしないなんて審しん判ぱんを陛下がすれば、事件を知る国の誰もが陛下を甘過ぎる愚ぐ王おうだと嘗なめるだろう。それを理解しながら陛下にそんな事を頼たのむだなんて不敬だ。

　せめて、私の地位がまだ公こう爵しやく令れい嬢じようで殿でん下かの婚こん約やく者しやであったならもう少し状じよう況きようはマシだったんだろうけど…。

「ですが、私は既すでにセス様とは婚約破は棄きされ家からも勘かん当どうされた身ですから、もし私から望んだとしても今いま更さら元の地位には戻もどれません」

「ああ」

　平民になる代わりに捨てたものは数え切れない程ほどある。私はそんな今の自分でも、シェドとエヴァン君を救わなければならない。

　そう、ニカ様ばかりを気にしてはいられない。私はニカ様を探さぐると同時に、発言通りに陛下とどうやって交こう渉しようするかも今のうちに決めておく必要がある。

「君の発言力を強くする、一番簡単で有効な手段を提案しよう」

　今まで視線を交かわさず前だけを向いて話していた私は、興味をそそられてニカ様の方を向いた。馬車の狭さのせいで近い距離で、私とニカ様の目が合う。

　一いつ瞬しゆん、思考が止まった。そしてそんな私に追い打ちを掛かけるようにニカ様が口を開く。

「私と結婚すればいい」

　まさかの言葉、プロポーズに、私は思考を忘れ頭に血を上らせた。

「……は？　え？」

　気付けば素すっ頓とん狂きような声を上げていた。視線がさ迷う。

　…お、落ち着け落ち着け。私は前世で恋れん愛あい経験のある身。大だい丈じよう夫ぶ。

　というか、うん、今のこれは完全に気持ちも何もこもっていないやつだ。言葉通り、手段の提案に過ぎない。ニカ様のこの、ムードも何も無い突とつ拍ぴよう子しもない淡たん々たんとした言い方が何よりの証しよう拠こだ。

　私は深呼吸し、冷静に考えを巡めぐらせた。

「え、ええ、そうですね。確かにそうすれば、私は次期王妃でなくとも王族の一員。発言権は大きくなります。セス様の次はニカ様、となると内情を知らない方から見た外聞はあまりよろしくないでしょうが。…ですがこの話、ニカ様からすればメリットが無いのでは？」

　そもそもいくらニカ様に王位を継けい承しようする意志が無いとはいえ、王族と平民の結婚が許されるとも思えない。それに、いくらニカ様が王族ゆえに発言力が強くても、他の公爵達や家臣、そして他でもない陛下に結婚を反対されればそれまでだろう。

　セス様との婚約破棄の際、私は罪を全面肯こう定ていした。貴族内で私の醜しゆう聞ぶんを知らない者は居ないはずだ。

　一番簡単と前置きされたわりに、この話はあまりに現実味を帯びていない。

「自分にそれだけの価値が無いと、本気で思っているのか？」

　真しん剣けんな声こわ音ねに、言葉に詰まる。

　私の演技力は確かにあらゆる所で使えるだろう。今まで色々と見み逃のがしは多かったけど、それは私が一人で全すべて計画していて誰も信じず誰もを欺あざむいていたせいで生じた事でもある。周りがフォローしてくれさえすれば、レディローズのはりぼてと話術はいくらでも対人における外交や内政に使い道がある。

　王族の妻として、使えるカードにはなれるかもしれない。

　だけど、先に考えた通りデメリットも大き過ぎる。それならもっと使い勝手の良い貴族を娶めとる方がいいような。少なくとも、私と結婚してもデメリットを大きく上回る程のメリットは無いと思う。

「フィーの自己分ぶん析せきが甘いのも、周囲への影えい響きよう力を正確に理解出来ていないのも、今更か。とはいえ、ここは説明を省こう。ではそれらのデメリットがほぼ存在せず、誰の反対にもあわず婚こん姻いんが成立する場合ならどうだ？」

　デメリットがほぼ存在しない…？

　そうなる一番しっくり来る理由を模も索さくする。レディローズとしての私の威い光こうが未いまだ貴族内に残っていて罪人だという意識が貴族達の間で薄うすく、陛下や家臣達もニカ様と私との結婚を良しとしている。例えばそんな夢物語みたいな場合だろうか。

　そうだと仮定する。だとしたら、私はどうなのか。私が、ニカ様と結婚…？　私は……。

「……ニカ様は、それでいいんですか？」

　私と結婚なんて、そもそもニカ様自身はそれでいいのか。状況ゆえの最善な有効手段として提示されたとはいえ、話があまりに唐とう突とつ過ぎる。

　窺うかがい探るようにニカ様の目をじっと見た。

「私は…何だか、今日一度別れて再会してからのニカ様が、いつもの貴方に見えません。王族のお方に恋愛婚をしろとは言いませんが、今私に結婚という手段を口に出されたのは本当に貴方の意志ですか？」

　直接こんな事を聞くなんて、甘過ぎる。さっきまでは遠回しに探ろうと息巻いていたくせに。だけど私は結局、ニカ様を疑い切れない。だって幼い頃ころからずっと見て来た人だ。言動がおかしくなったのは今日屋や敷しきで再会してから。それで間違いない。

　いきなりニカ様が変わったというよりは、誰か…例えばエルに何か唆そそのかされたと考える方が自然だ。

　ニカ様は、真っ直すぐに私を見返した。

「ああ、私の意志だ」

　澄すんだアイスブルーの瞳ひとみには一点の曇くもりさえ窺えず、それが真実だと認めざるを得ない。

　だからといって、本人も気付いていない間に都合良く動かされているというにはニカ様は変わり過ぎていると思う。ニカ様は、自覚して動いているはずだ。

　なのに、私と結婚するのはニカ様の心からの意志で間違いないのだと、経験で培つちかった私の目が言っている。さっきまでは淡々としていた言葉にも今は確かに感情がこもっている。

「セスと婚約したフィーと初めて会ったあの時から、君はいつだって私の中で特別だった」

　私はその言葉に、きょとんとニカ様を見た。

　だって、それはゲームのニカ様と違う。レディロでは、ニカ様が主人公を特別視し始めるのは学園入学のゲームプロローグの辺りからだったはずだ。

「フィーはセスと同じく、器用なだけの私と違い大きな一つの輝かがやく才能を有している。当時の私はそれが何かまではわからなかったが、そんな君に憧あこがれていた。そして、王妃となりセスを支えて欲しいと思っていた」

　何でも出来る天才に憧れられるなんて、おかしな気分だ。

　しかし、つまり私が私だったからニカ様の私を見る目が違ったということだ。どうやら私は自覚せずとも最初から、ゲームの主人公とは異なる道筋を歩んでいたらしい。ああ、本当、この世界はゲームをプレイしていた経験なんて一いつ切さいあてにならない。

[image: ]

「私は国を愛している。セスとフィーの結けつ婚こんは何より国の為ためとなるはずだった。だから…幾いく度ど、無意識に君を目で追い、大人のように余よ裕ゆうの笑えみを絶やさない君が稀まれに本当の笑みを浮うかべるのを見ては心臓を摑つかまれるような気持ちになろうと、気付かないふりをして来た」

　息をするのを忘れそうだった。

　これがゲームと同じ台詞せりふだったなら、冷静で居られたのに。もしくはいっそ私が自分の見み極きわめに自信が無く、これを本心だとわからなければ…騙だまそうとしているのかもなんて心の片かた隅すみで考えて平静を保てたのに。

「だが、セスとフィーは婚約破は棄き。もう私が踏ふみ止とどまる理由は無いんだ」

　ニカ様が私の目を見る。その目は優やさしく、だけど強く熱が灯ともっていた。

「君をずっと愛していた。正直、君と結婚出来るなら私には他ほかの何もかもどうでもいいんだ。だからただ、この手を取って欲しい」

　ニカ様が私に向けて手を差し出す。

　本物の気持ちを感じた。恋情の灯った目から、視線を逸そらせなかった。心臓が煩うるさい。暑くて熱い。純じゆん粋すいに、手を取りたいと思ってしまう。

　でも、だけど、待って落ち着かなきゃ。このタイミングでニカ様がそう言って来る事にはきっと作さく為いが──

　……。

　作為があったら、何なんだろう。

　作為なんて、あったとしても無かったとしても、シェドとエヴァン君を救いたいならこの手を取る事は一番の解決方法だ。

　それに、私は…私自身も、だってずっとニカ様の事が……。

　ニカ様と同じだ。私は、目を背そむけてきた。自分を騙してきた。

　気付いたら、王族であるニカ様を──なんて言ったら、私の望む日々と矛む盾じゆんするから。両立なんて、出来ないから。自分の中の事実を、本心を、無視して来た。

　だけど、もうこうなってしまったらそれは通用しない。下手へたくそな誤ご魔ま化かしはもうやめよう。

　太陽が銀ぎん髪ぱつに反射して眩まぶしいからと目を逸らすなんて、馬ば鹿か馬鹿しい。髪かみはそんなに反射しないし、目を逸らす為の言い訳を無理やり作り出していただけだ。

　兄みたいに思っていただなんて噓うそだ。だってニカ様と最初に会った時、彼は前世で死んだ時の自分より十も年下だったんだからそんな風に見られるはずもなかった。だけど、日々を過ごして行くうちに自然と生まれ大きくなる感情に焦あせって、無理やりそれを義ぎ兄きよう妹だい愛だと心を偽いつわりすり替かえた。

　ゲームの中で人気だったから思わず贔ひい屓きしてしまう、なんて私はそんな多数票を本来気にするタイプじゃない。ニカ様への好意を自分に対し言い訳する為の文句に過ぎない。

　リリちゃんと言葉が無くとも通じ合う姿に嫉しつ妬として、姿が見えたら嬉うれしくてほっとして、会いに来るのを本気で追い返せた事なんて一度も無くて、弱っているのを言い訳に甘えて…。思い返してみると、無理やりにも程ほどがある。全然誤魔化せてもいなかった。

　私は、ニカ様がずっとずっと好きだった。

「私…は、私も…」

　でも、でも私は運命に勝たなくてはいけなくて。そうしないと私は最後まで抗あらがえなかったお兄ちゃんを、前世を乗り越こえられな──

　…違ちがう。

　わかっている。兄との事は終わっている話だ。前世の、話なんだから。勝手に私が今も引きずっている、事あるごとに思い出してしまう、もう手を出せない塗ぬり替えられない過去だからこそまた心にこびりついてしまったトラウマなだけ。

　つまりは結局心の問題だ。別に運命がどうとか平民がどうとか、そんな私が気持ちに区切りをつける為に定めた望みなんて、叶かなわなくても何も困らない。そんな明確な区切りが無くたって、私が前を向けたならそれで終わる。

　今の私には、大切に想おもう人達が居る。お兄ちゃんがこの世界に居なくて良かった。復ふく讐しゆうなんて私には荷が重いし、あの人が居たなら私にとって今世でもまた一番大きな存在になってしまっていただろうから。

　……もういいんじゃないだろうか。

　好きな人が私を好きだと言って、結婚しようと手を差し出してくれている。

　それに、別に平民じゃなくなったとしてもこれはもうシナリオ……運命通りとは言えないんじゃないか？　だって私は王おう妃ひになる訳じゃない。元の地位に戻もどる訳でもないだろう。平民では居られないとしても。

　しかもこの行こう為いは私の意志だ。これはシェドやエヴァン君を助ける為であり、私自身の贖しよく罪ざいにもなり、私がニカ様を好きだから自分で選ぶ事だ。

　大だい丈じよう夫ぶ。きっとこの手を取れば私は幸せになれる。私はニカ様が好きなんだから、ずっと好きだったんだから、きっと。

「フィー…？」

　だから早く手を取ろう。ニカ様が待っている。ここで私が手を取れば、ハッピーエンドだ。

　手を取ろう。

　手を…。

　手が…。

　……。

　震ふるえる手が、前に出ない。

　出したくない。

「私は……私は、兄もシナリオも運命もどうでもいい。……もうどうだって、いい」

　決断を迫せまられ自分を欺あざむいて来た事も認めて、私は私の心を、本当はどう思っていたのかを初めて正確に理解した。

　そうすると、どうでもいいと言えた。心の底から。

　きっと今この時が、私にとって本当の意味で前世と決別出来た瞬しゆん間かんだった。

「だけど、平民になりたい」

　最終的に辿たどり着いた望みは、たった一つ。これだけだった。

　融ゆう通ずうが利きかず我が儘ままで頭の悪い結論だ。それで報むくわれるとも限らないのに。そのせいでシェドとエヴァン君が助からなくなるかもしれないのに。好きな人が結婚しようと言ってくれているのに。

　それでも、私が最後に守りたいものはこれだった。平民として生きる事が、あの日々が人々が世界が、楽し過ぎたから。

　だからその手は取れません。もう少しだけ、悪わる足あ搔がきだとしても自分の力で抗いたいから。
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　好きな人からのプロポーズを聞き分けのない子どものように強ごう欲よくな我が儘で断った私は、顔を上げる事が出来ずにいた。というか、ニカ様からのプロポーズを断るって私は何様なんだろう。自分に引く。

　だけど、ふと隣となりから微かすかに聞こえた押し殺すような笑い声に思わず顔を上げてしまった。

　楽しそうな顔をして笑っているニカ様に、私は困こん惑わくする。

「え…？　あ、あの、もしかしてからかっているだけ、でした？」

　だとしたら真に受けてしまった私はとてつもなく恥はずかしいのだけど、ニカ様はそんな冗じよう談だんを言うタイプとは思えないしあれが本心じゃなかったなら私はもう何も信じられない。私の目も耳も全すべてがポンコツだったという事になる。

　しかしニカ様が今そんなに楽しそうに笑う理由はそれ以外思いつかなかった。

「私は本気だったよ。フィーならそれぐらいわかるだろう？」

「え、ええ…では何故なぜ、笑っていらっしゃるのですか？」

　どう考えても笑う場面ではない。いや、私の状じよう況きようを弁わきまえていない頭の悪さを笑った可能性が若じやつ干かん……と思った答えは、すぐに自分で否定した。ニカ様はそんなに性格が悪くない。

「ああ、何故だろうな。長年の想いが報われず振ふられてしまったのに、これでよかったと思ってしまった。自分が一番幸せになれるレールを崩くずされたはずなのに、清すが々すがしい気持ちだ」

　憑つき物が落ちたようにすっきりした爽さわやかな笑みを浮うかべるニカ様に、私はその気持ちがわからず頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべた。ただ、レールという言葉が少しだけ引っかかり心に残った。

「言った事は全て本心だが、私は結局、運命を変えると言って自由に生きている君が好きなんだろう。我ながら幸せになれなそうな考えだ」

　ニカ様は仕方なさそうに溜ため息を吐ついて、それから慈じ愛あいのこもった優しい目で私を見た。

　明らかに我が儘全開なだけの私に対してよくもそんな好こう解かい釈しやくをと半ば呆あきれる気持ちと同時に、生き方を認めてくれている事への歓かん喜きが胸を満たした。

　……そんな相手からのプロポーズを断った事に、私は後こう悔かいをしていない訳じゃない。自分で選んだからって後悔しないと言える程、物分かりがいい人間じゃないから。

「安心しろ。陛下への取り次ぎの約束は守る」

　ニカ様から圧あつ倒とう的てき大人な対応を受け、何だかまた気まずい気持ちになって来た。おかしい。私の方が前世含ふくめると大人でなければいけないはずなのに。後、プロポーズ辺りから存在を忘れていた両りよう端はしに座っている護衛二人の存在を今いま更さら思い出してしまい、もう恥ずかし過ぎて前以外見られない。

　ええと、そうだ。もうここまで頭の悪さを曝さらけ出しているんだから、いっそ恥はじも外聞も無くニカ様にもアドバイスを求めてしまおう。開き直れ私。ポジティブ精神だ。

「私が運命に勝つ為ためには、どうしたらいいと思いますか？　もし良ければヒントをください」

　既すでに、ノラからは自分にも周りにも意識を向けて真実を見ろと、ナナちゃんからは最初から色んな人の事情と理由を疑えと、アドバイスをもらった。

　それから、シェドが言っていた整えられた舞ぶ台たい上に居る気分だという言葉。あの時はそれをエルが関かかわっているという事を指すなら既にわかっていると流したけど、今となってはエルがあまりにも誘ゆう拐かい事件に関わっていなかったせいで気にかかる。

　運命に勝つなんてある種曖あい昧まいで範はん囲いが広すぎる表現だけど、だからこそニカ様が何と答えるのか知りたい。後もう少し、もう一つ、思考をくすぐるようなかけらがあれば、私は何かに気付けるような気がしている。

「そうだな、私から君に助言をするのなら──どうしても平民として生きたければ、交こう渉しよう相手の真意を見通せ」

　交渉相手の、真意……。

　途と端たん、全てのパズルピースが嵌はまったように頭の中でカチリと音がした。

　面おも白しろい程に思考が働く。次々と、意識していた事もわかってみれば確かに不自然だったと思える事も、一つがわかる毎ごとにまた一つとあらゆる謎なぞが解けて行く。

　成る程、そういう事だったのか。

　……だけど、私はきっと勝てない。勝てない事、真実がわかってもどうしようもない事も、同時に理解してしまった。

　むしろこれなら知らずにいた方が幸せだったとさえ思える。全部わかった上でそれでもあの人の思い通りに動かなければいけないなんて。

　でも私は、シェドとエヴァン君を助けられるだろう。

　それだけが救いで、この後私に残された道は生意気に悪足搔きをしてから、運命に勝てずに屈くつする事だけだった。
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　馬車が王宮に着いた。するりと一いつ切さい無む駄だの無い動きで馬車を降りた護衛二人に続き、私とニカ様も外に出る。

「では、私は先に行き話を通して来る。フィーは此こ処こで待っていてくれ」

「…はい、よろしくお願いします」

　短く言葉を交かわして頭を下げ、ニカ様と護衛達が王宮の中に入って行くのを見送った。

　頭を働かせ過ぎた事と、全てわかったのに達成感を得るでもなくむしろ敗北感に満たされてしまったせいで、ぼんやりとしている。

　そんな私の後頭部に、突とつ如じよ衝しよう撃げきが走った。ぎょっとして振り返ると、私の頭を叩たたいた手をぶらぶらさせているメルちゃんが居た。

「何辛しん気き臭くさい空気醸かもし出してんだよ。俺は軽く事情説明して二人を引き渡わたしたら帰るからな」

「…ここまでありがとね、メルちゃん」

　私は力無く笑いながらお礼を言った。

　〝メルヴィン・クラビットの役割〟は恐おそらくこれだったんだろうと思う。立場的に便利で気が利く。そう、彼は居た方が便利だった。恐らくそれだけの理由で巻き込まれた。

「何があったか知らねぇけど、交渉の時はいつか俺とした時みたいに胸張って堂々としてろよ。そんな情けねぇ顔じゃ勝ち取れるもんも勝ち取れねぇぞ」

「うん…わかってるよ」

　無ぶ愛あい想そうな表情で、だけど言葉は私への心配を全然隠かくし切れていないメルちゃんは、私の大事な大事な友達だ。私がこの先どうなったとしても、私の予想通りの未来になったとしても、私はこれ以上彼を巻き込む気は無い。

「あんたがどう転んでも、仕方ないから俺は友達で居てやるよ。ま、頑がん張ばれ」

　私の考えがわかっているみたいに、メルちゃんはそんな事を言って笑って激げき励れいしてくれた。

　なんてお人ひと好よしで優やさしい人だろう。好こう奇き心しんだけで関わるには、私はよっぽどろくでもなかっただろうに。私が今一番言って欲しかった言葉を当たり前みたいに言ってくれた。

　だけど私は、だからこそ、メルちゃんの為にこれからもメルちゃんと友達で居続ける気は無いんだよ。メルちゃんだけじゃなく、他ほかの誰だれとも。私は独りで──うん、私は独りでも大だい丈じよう夫ぶ。上手うまくやれる。きっとそれなりに楽しくもやれる。私は順応性が高いしポジティブな性格なんだから。

　メルちゃんは彼の護衛と一いつ緒しよにシェドとエヴァン君を連れて王宮へと歩いて行った。

　シェドとエヴァン君が私に話しかけず視線さえ交わさなかったのは、人の目がある場所だから罪人と親しげに話す事で私に迷めい惑わくをかけないようにする為だろう。そんな優しさを見せられる度たびに、私はむしろより助けなければいけないと強く気持ちを固めるんだけど。

　メルちゃんが引き渡したシェドとエヴァン君は数人の兵が連行する形で王宮の中へと入って行き、メルちゃんが帰って行ってから数分足らずでニカ様が王宮から出て来た。

　私の陛下への御お目め通どおりが了りよう承しようされたにしてはあまりにも交渉時間が短過ぎるけど、私は了承された事を聞く前から、どうせすぐ受け入れられるだろうと当たり前にわかっていた。

　案の定、何も言わず頷うなずいたニカ様と護衛達と共に王宮へと足を踏ふみ入れる。門番達は見るからに平民な私が入って行くのを見ても怪け訝げんな顔さえしなかった。

　王宮に入った事は数え切れない程ほどにある。なんせ殿でん下かの元婚こん約やく者しやだ。相変わらずこれこそまさにお城という美しい内装だけど、陛下が無駄にお金を使って調度品を買うより自室でのんびりするのが好きなお方である故ゆえか、特に目新しいものがある訳でもない。

　無言で歩いていると、体感時間としてはすぐに謁えつ見けん室へと続く廊ろう下かまで来てしまった。

「私はここで一度お別れだ。陛下はフィーと二人で話す気らしいからな」

　私を安心させるように、強こわ張ばっている顔を無理やり和やわらげているせいかニカ様は少しだけ引きつっている笑えみを浮かべる。でも、きっと私の方がもっとずっと歪いびつな笑みを返しているだろう。

　私ならやろうと思えばこんな心境でもきれいに笑えるだろうけど、ニカ様の前ではもう、完かん璧ぺきなはりぼての笑みを取り繕つくろう気は無かった。

「ああ、それと言っておくが私はまだ君を諦あきらめた訳ではないからな」

「……は？」

　完全にシリアスに浸ひたっていた私にかけられた予想外な言葉に、私は目を瞬またたかせながらニカ様を凝ぎよう視しした。ニカ様は頰ほおを赤く染めるでもなく、ただ至し極ごく当然の事実を述べているだけのように話している。

「国より君を愛してしまったからな。そもそも王もセスが継つぐ予定だ。一度振ふられた程度で私が諦めると思ったか？」

「い、いやいやいや！　そこは諦めましょうよ！　私、我ながら面めん倒ど臭くさいですよ！　ニカ様なら私よりもっと良い人居ますしむしろ選び放題ですって！」

「好きな相手でなければ意味が無いだろう。それとも、君が私に妥だ協きようしろと言うのか？」

　茶ちや化かすように言って首を傾かしげたニカ様に、私は言葉を詰つまらせた。それを言われると、妥協皆かい無むで王おう妃ひになる道も家も何もかも捨てて平民となった上にニカ様からのプロポーズさえ断った私に、返す言葉などあるはずもない。

　そういえば、ニカ様は私と初めて会った時から特別視していたと言っていたな。セス様との婚約は私が五歳の頃ころで、ニカ様が私より三つ年上だからニカ様は八歳の頃…となると、もしかして……。

「ニカ様って、私が初はつ恋こいだったりします…？」

「ああ」

「あぁあ……はぁ、はい。成る程……はぁあ、納なつ得とくです」

　初恋は拗こじらせるとしぶといものだ。うん。セス様の時と同じパターン。

　というか、このまま私の思う逃のがれられない未来で運命通りに事が運んでしまったら、私はもうニカ様からのプロポーズを断る理由なんて無くなる訳で。だから私は、素す直なおに喜ぶべきなんだろう。制限された中でも幸せになれるかもしれないと。

「……時にフィー、あの屋や敷しきの前でノラン王子に頰に口付けられていたな」

「え？　あ、ああ、そんな事もそういえばありましたね」

　そういやあったな、そんな事。忘れていた。ニカ様あの時考え事していたみたいだったのにちゃんとこっちの事見ていたのか。

　でも何で今その話を、と頭がその答えを導き出すより早く、身体からだが反射的にニカ様から距きよ離りを取った。

　さっと目を凝こらしてニカ様を観察するけど、特に様子が変わっているようには見受けられない。だけど私の第六感は危機を訴うつたえて来る。

「お、落ち着きましょう!?　ほら、あんなの所しよ詮せんノラのいつものからかいですから！」

「いつもの…？」

「そう、いつもの！…って、あー違ちがいますからね！　いつもあんな事をやられているという意味ではありませんからね!?」

「それにしては、いつもの事のように動どう揺ようしていないように見えたが？」

「だから！　それは！　からかっているってわかっていましたし、そもそも誰にされたところで頰にキスされるぐらいじゃ私は動揺しないタイプで！……あ」

　盛大に墓ぼ穴けつを掘ほった自分に、自分の口を手で押さえた。まったく意味のないこの行こう為いは現実でしてしまうものなんだと、頭が現実逃とう避ひを始める。あはは、もうリリちゃんの事をわかりやすいって笑えない…なー…なんて……。

「なら私がしても問題ないな？」

　やっぱりこうなるよなと思うと同時、私はこの場が王宮という事も半ば頭から消し飛んで、逃にげるように駆かけ出した。

「ニカ様だけは、ダメなんです！」




　謁見室まで後一メートルという所で走るのを止やめ、後ろを見てニカ様が追いかけて来ていない事を確かく認にんする。

　ニカ様は居なかった。ほっと胸を撫なで下ろす。けど、代わりに何故なぜかニカ様の護衛二人は私の後ろに付いて来ていた。

「……あの、何故あなた方も？」

「今はニコラス様直属っつっても、俺等は広義じゃ王様に雇やとわれてるようなもんだからな。王様護まもるのもオシゴトなわけ」

「あまり人に聞かれたくない話ですからね、今回は謁見室には我々と貴女あなただけで入ります。完全に二人きりにして、貴女がトチ狂くるって王様を殺すと困りますから」

　成る程、交こう渉しよう中の部屋には私含ふくめて四人しか居ない状態で話すのか。まあ、そうか。その方が陛下にとっても都合が良いか。

　私は納得して頷いた。

「後、別件で王様に話もあるしな。まあ俺等の事は、んな気にすんなよ。それよりまだほっぺ赤いし冷ましたら？」

「先程のやり取りも相当でしたが、馬車の中でいきなり甘い空気を出された時は密室も相まって地じ獄ごくのようでしたね」

「え、そう？　俺はむしろ笑い堪こらえてたけど」

　馬車の中で彼等が居る事をずっと忘れていた訳じゃないけど、こうして思い切りそれに触ふれられると気まずいというか死ぬ程恥はずかしい。これじゃあ頰の赤みなんて落ち着くはずもない。

　ある意味緊きん張ちようは解けたけど、代だい償しように負ったこの更さらなる頰の赤みを消すにはどうしたらいいというのか。

　ほぼ八つ当たりで護衛達に無言で怒いかりの目を向けると、二人して性格の悪そうなにやにやした顔を返された。

「ま、精々王様とのお話し合い頑張りたまえよフィーちゃん」

「安心してください、骨は拾って差し上げますよ。フィーさん」

　いきなり妙みように親しげに名前の呼び方を変えて距離を詰めて来た護衛達に、からかいの延長線上の発言かとさらに視線を強めた。

　しかし、彼等の目は何だか懐なつかしいものを見るような、まるで本当に親しみを感じているみたいに見えた。その今までの態度と一変した不気味さに頰の赤みが引いて行き、不本意ながら護衛達に少しだけ表には出さずに感謝した。気持ち悪いけど。あー鳥とり肌はだ立った。





[image: くぎり]






　気持ちが多少落ち着いたところで、私は一度深呼吸してからメルちゃんに言われた通りに胸を張り、堂々と謁えつ見けん室へと続く扉とびらの前に立った。

　ノックをすると、程無く陛下の声で入室を許可される。どうやら扉を開ける兵さえも人ひと払ばらいされているようだったので、私は自ら扉を開けると意を決して中へと足を踏み入れた。

　真っ直すぐ前を見み据すえた先、見えた陛下のお顔は相変わらずニカ様のお顔とセス様のお顔そのどちらをも感じさせる。だけどニカ様よりも優やさしそうでセス様よりも落ち着いていて、そのご尊顔だけでも王としても大人としても周りに慕したわれるのがよくわかるものだった。またそのお姿は、溢あふれるような包容力と微ほほ笑えみを湛たたえて尚なお滲にじみ出る威い厳げんを感じさせる。

　前世でお兄ちゃんばかりを愛し私を見ない他人のようだった両親を持って生まれ、子供を自分達が権力を握にぎる為ための道具としてしか見ていなかった酷こく薄はくな両親を持って生まれ変わった私にとって、陛下は誰だれより私の父に近くお慕いするお方だった。

　私が陛下と最後に会ったのはまだたった三ヶ月前の事で、以前とお変わりないお姿に見えるのは当然だ。

　ただ、自分のささくれだった心により、大好きだったはずの優しい笑えみがもう偽いつわりとしか思えないだけで。

　私は形式通り、陛下の前に恭うやうやしく跪ひざまずいた。

　それに続くように、一いつ緒しよに入って来た護衛二人も私の両りよう隣どなりに跪く。

　一見では彼等はまるで私の従者かのようだけど、護衛達のこの位置取りは私が馬ば鹿かを起こしたら瞬しゆん時じに殺せるようにと考えてのものだろう。今朝見た、馬車から飛び降りて来た時のタメ口の護衛の人間離ばなれしていたとさえ言える動きを思えば、武術の心得の無い私を殺す事なんて一瞬で他た愛わいも無く出来るのは明白だった。

「よい。顔を上げよ」

　陛下からのお言葉に、そっと顔を上げ陛下と視線を交かわす。水色の目は、セス様の空のようなそれともニカ様の氷のようなそれとも少しだけ異なる。澄すんだ海のような色だった。

　彼に話す事、そしてどうやって話すかも、部屋に通される前から既すでに決めていた。

「…陛下、お久しゅうございます。まずはただの平民と成り果て事前の伝達も無しに御お目め通どおりを願うこの大変なるご無礼をお許し頂き、そして私の願いを寛かん大だいなる御心で聞き入れてくださいました事、心より感謝致いたします」

「はは、よいよい。平民になろうと君と私の仲だろう。口調もそうまで畏かしこまるでない。それより元気そうで安心したよ」

　その言葉に、反論したい気持ちを抑おさえて吞のみ込んだ。私は陛下と、最初から最後まで冷静に話すつもりだ。その話がどんな内容であれ。

「セス・キャボット殿でん下かの婚こん約やく者しやであらせられるリリアナ・イノシー様が誘ゆう拐かいされた件につきましては…もうご存じですよね」

「ああ、もちろんだ。とはいえ私は完全に後手に回ってしまったし君達が解決してくれた事も聞いている。君には複雑な立場にありながら未来の王おう妃ひを護ってくれた事、誠まことに感謝する」

　……。吞み込む。吞み込んだ。

　まず、話すべき事はそれについてではないから。

「では、主犯がシェド・スワローズとエヴァン・ダグラスである事もご存じですね。私はこの度たび、畏おそれながらその二人の減げん刑けいをお願いしたく、このご機会を頂きました」

　真しん摯しに目を見る。陛下は優しくだけど困ったように私を見返す。

　上手うまい表情作りだな、と他人ひと事ごとのように思った。

「成る程ほど、ふむ、まあ君がそう言うには何かしらの事情はあるのだろう。だがそれは吞めぬ話だ。わかるだろう？　罪は裁かれねばならぬ。この大事件を裁かぬ王が、何処どこに居ようか。実際にはリリアナはほぼ無傷であったようだが、殺されていてもおかしくなかった事件だ。実行犯の死刑は免まぬかれまい」

「本当に、これは大事件だったのでしょうか？」

　完全に正論だと思わされそうな陛下の言い分に、だけど私は臆おくせず反論した。

　自分で言っていても、陛下のお言葉の後では誰もがこれが大事件なんて事は当たり前だろうと考えると思う。だけど、私はそれでも、もうこの事件の真実を正確に理解していると自分を信じている。

「これから話す事は、私のただの悪わる足あ搔がきに過ぎません。私が何を言ったところで未来は変わらないでしょう。それでも、どうか少しだけお付き合いください」

　陛下は微笑んだ。許してくれるという事だろう。恐おそらく最後まで、黙だまって話を聞いてくれる。そしてそれはきっと同時に、全部わかっていて悪足搔きも受け入れてやろうという只管ひたすらに上からの態度でもあるんだろう。

　陛下は、お優しい方だ。少なくとも私はそうずっと思って来た。ゲームで見て来た僅わずかな情報と幼い頃ころからの自分に対するものだけで。…別にその優しさは、噓うそではなかったと思う。

　だけど、人の事をそれだけで理解した気になるには驕おごりが過ぎる。優しさはただの陛下の一面だ。

　一国の王に取捨選せん択たくが出来ないとは思えない。私の並外れた演技力は国のカードとして使える。私は国に有用な存在だ。

　──思えば、あらゆる根底がおかしかった。

「この誘拐事件、本当に発生するまで誰にも気付けなかったものだったのでしょうか？」

　シェドの言っていた、整えられた舞ぶ台たい上に居る気分だというそれは、きっと何もかもがうまく行き過ぎていた故ゆえに生じた違い和わ感かんだ。

　シェドとエヴァン君と、誘拐の時に雇やとっただろうリリちゃんを直接連れ去った人物、それから事情を把は握あくしていなかっただろうとはいえ一応シェドの元両親。誘拐事件の実行には恐らくたったそれだけの人物しか関かかわっていない。だから秘密は洩もれ難にくかった。

　……本当に？　誰も、何も、事前には気付けなかったのか？

「リリアナ様は次期王妃です。そんな彼女を、あまりにも簡単に誘拐出来過ぎています」

　リリちゃんの護衛は、例えばその時のリリちゃんの精神状態を考こう慮りよして本人が一人になりたかったからと断ったにしても、もっと大人数が本人に見つからないようにして隠かくれて護まもっているはずではないのか。次期王妃が平民の暮らす町にお忍しのびで行くのに、あまりにも危機感が無さ過ぎる。リリちゃんもそうだが何より、周囲の人間に、だ。

「それからその後の出来事。あんな町外れの教会に、どうにも都合の良い人材達が揃そろい過ぎていました。さらに、リリアナ様を護れなかった事もそうですが、セス様も護衛を一人残らず撒まいてあの屋や敷しきまで行けたというのはどうにも護衛達が無能過ぎます。はっきり言って、不自然です」

　そう言う私は、教会の事はまだしもリリちゃんとセス様の護衛への違和感にすぐには気付けなかったんだから失態にも程があるんだけど。

　あの時私はまだこの世界をゲームとして見ていたから、全すべてをああご都合主義かと無意識に納なつ得とくしてしまっていた。

　だけど、現実にしてはやはりあまりに出来過ぎている。ならば偶ぐう然ぜんと片付けるより作さく為いを疑うべきだ。一度は謎なぞの存在であるエルを疑ったけど、私の偏へん見けんを除いて考えてみればそれよりももっと適任な人物が居た。

「ですが全て、陛下が裏で糸を引いていたなら納得出来る話です。リリアナ様やセス様の護衛に見て見ぬふりをするよう指示をして、その時間教会にちょうど用事が出来るようにと主要人物達を動かす。そのたった二つをするだけでいい」

　主要人物達は皆みんな立場が高い。だからこそ、陛下が指示出来る範はん囲いの人物にそれらしい理由付けで彼等を動かす事は、逆に不自然にもならずやりやすかっただろう。

「この通り、これまでの全てが私を手に入れる為の陛下のお芝しば居いだったという私の推理が正しいなら…事件が明るみに出る事は、むしろ無い方が陛下にとって都合が良いはずです」

　ここまで言っても、陛下の様子は変わりなかった。私の言葉は合っているはずなのに、余よ裕ゆうが崩くずれない。優し気な笑みを湛えたままだ。

「セス様はまだしも、他ほかの皆は平民にまではほぼ顔を知られていません。だから、あの町の民たみにとってあの誘拐を偶たま々たま目もく撃げきしたとしても、貴族の誰かが誘拐されたとしか見えなかったはずです。まさか次期王妃ともあろうお方があんな場所にお忍びで来ていたとは常識的に考えて思わないでしょう」

　リリちゃんがセス様と婚約してからまだたった三ヶ月だ。それまでは子し爵しやく令れい嬢じようだった彼女の顔をきちんと知っている人は、貴族とイノシー家の関係者ぐらいのものだろう。

「あの屋敷の内部にはこの護衛二人が居ましたし、誰だれかが少々予想外な行動を起こしても彼等が対処出来たはずです。屋敷の周辺には、恐らく事件が外に洩れないように陛下に雇われた兵士達も隠れていたものと思います」

　この護衛二人の実力を考えれば、死んではいけない人物が誤って死んでしまう危険性はまず無いだろう。リリちゃんは死にかけていたけど、彼女は陛下から死んでしまった時は仕方ないと思われていたと、遣やる瀬せなくはあるが私はそう考えている。

　ちなみに屋敷の周辺の兵について私がそう考えたのは、敬語の護衛が屋敷付近ではニカ様は襲おそわれないと断言していたゆえだ。

「この誘拐事件、次期王妃が誘拐されたと知っているのは実際に関わった私達だけなのではないでしょうか？」

　もしかしたら、ノラとゼロに関してだけは完全に偶然居合わせたのかもしれない。口止めが難しい隣りん国ごくの王子と側近に事が洩れるのはよろしくないだろうし、彼等はナナちゃんとは何かあったようだけど、あまりあの場で陛下に必要と思われるような役割は無かったように思う。

　まあ、ノラの行動予測は陛下でも難しいだろう。むしろ王子としての仕事の時間がかなり押しているようだったあたり、ノラとゼロは本当なら遠ざけておくつもりだったのかもしれない。

　ナナちゃんの存在はというと、微び妙みようなところだ。平民とはいえ屋敷の裏口を知っていたようだし、何かしら目的があっての配置だった可能性は充じゆう分ぶんにある。主要人物を揃えて居合わせさせた教会の修道女なんだから、事件に関わらせる事はそう難しくなさそうだし。

　自分の問うような言葉に対しての答えを期待している訳じゃない私は、一度言葉を切った後にまた口を開いた。

「そうやって陛下を疑うと、そもそも最初からおかしかったとわかりました」

　最初とは、十年は過去。私が陛下と初めて会った時まで遡さかのぼる。

「王として国を担になって来たような人物が、私のはりぼてに…違和感に、一いつ切さい気付かなかったのでしょうか？」

　同じ天才でも、ニカ様達はまだいい。だって皆、まだ私の前世の年ねん齢れいよりもずっと年下だった。それに加え今世の年齢分も磨みがかれた私の人生経験と演技力に、気付かなくても不自然ではない。

　だけど、私は本当に一国の王さえ完全で完かん璧ぺきに騙だまし切れた程の演技力を、慣れない異世界で生まれ変わった幼い頃から有していたか？　さり気なく見せかけながらあまりに上手く立ち回る私を、陛下は一切見み抜ぬけなかったのか？

　そしてもし見抜いていたら……しかし、前世の記き憶おくがある故に異質な兄きよう妹だい関係と環かん境きようにより磨かれていたせいで私が特異な演技力を持っている、とは想像しなかっただろう。いや、出来なかった、はずだ。普ふ通つう、人は目の前の人間がまるで未来でも見えているような立ち回りをしていたとしても、本当に未来がわかっているのかもしれないという非現実的結論には至らない。常識の範囲であれこれ理由を推測するものだ。

　だから陛下は、私を天才だと勘かん違ちがいしたはずだ。大人のように思考できるだけの人生経験は足りない子ども…我ながら、都合の良い駒こまとしての適性充分だ。とはいえこれはもちろん間違いで、事実は小説より奇きなり、なんだけど。

「百ひやつ歩ぽ譲ゆずって違和感さえ抱いだかせない程ほどの卓たく越えつした演技が当時から私に出来ていたとしましょう。では、リリアナ様が仰おつしやった私から嫌いやがらせを受けていたという噓にも、貴方あなたは気付かなかったのでしょうか？」

　ゲームの中でなら、裁かれるのは私ではなくリリちゃんで、内容は噓といじめがバレたせいだから問題ない。

　だけど噓をわざと肯こう定ていした私の場合、調査が行われていたらその噓はまず間違いなくバレていたはず。殿でん下かとその婚こん約やく者しやの事件に綿密な調査が行われなかったはずがない。

　そして思えば裁判の後、陛下は私に対して申し訳無さそうな悲し気な顔をしていた。あれは全ての真実を知っていて尚なお、それに知らないふりをしながら罰ばつを下すゆえの、唯ゆい一いつ陛下が私に見せた綻ほころびだったように今では思う。

「ですから私は、陛下は私の偽いつわりに気付いていた。けれど陛下にとってはむしろ私を一度平民にならせた方が都合が良かったのではないかと考えました」

　私以外に、私を平民にならせたい人が居た。だからこそ私は、ゲームとはかなり乖かい離りしているこの世界でも、シナリオに上手うまく沿いながら変えたい所だけをピンポイントで変えて平民になれた。

　さすがに元から私が平民になりたい事までバレていたとは思わない。けど、私がセス様に婚約破は棄きを言い渡わたされたのを知った時、陛下は私の処しよ遇ぐうをどうしたら一番都合が良いか考えただろう。

　ある意味、私は噓うそによって先に陛下を裏切った。これはそんな私の裏切りに気付いた陛下が、逆にそれを上手く利用した話だ。

「私の両親は能力のわりに上じよう昇しよう志向が強く、性格は最悪です。正直彼等は陛下にとって、何より国にとって、邪じや魔まな存在ではありませんか？　私を家から切り離はなす事で、そういうしがらみも捨てられます。また、公爵の娘むすめという私の自由と人権を守る加護も無くせますね」

　平民の処遇なんて、王家や貴族の一言でどうとでも出来る。なのに平民になってからの私がそうされて来なかったのは、私の周りの皆が良い人だったからだ。皆が、私の人権を尊重してくれた。

　だから陛下の取ったこの回りくどい手法の数々さえも、私の意思で陛下に跪ひざまずかせてもらえるという点で、優やさしいものだったと言えなくもない。それでじゃあ納得出来るのかと問われれば、噓でも首を縦には振ふれないけど。私、我が儘ままだから。

「どこまでが陛下の計算だったかは、私は正確にはわかりません。けれど、私が両親に他のどんな罰でもなく平民にされる罰を与あたえられた事は、裏で私の両親に陛下の口くち添ぞえがあったゆえではないかと思っています」

　私は周りから見てどうやら、出来過ぎてしまっていたらしい。それこそゲームの主人公以上に。となるとつまり、どんなに私が平均より上程度を装よそおったところで、両親は私をゲームでのリリアナのように貴族の身分を剝はく奪だつして平民に落とす処しよ罰ばつではなく、もう少し軽い罰を与えるだけで飼い殺しにしようと考えただろう危険性が充分にあったという事だ。

　そもそも私のこの話は、私が両親から平民に落とすとされる罰を受ける事を陛下がわかっていなければ成立しない。今いま更さらまさか陛下が転生者という可能性も少ないだろう。

　となると、逆上した私の両親の行動をその慧けい眼がんで予見し企くわだてた──よりは、陛下自らがそうなるように促うながしたり口添えする方が遥はるかに手っ取り早かっただろう。冷静さを欠いた人間は、マインドコントロールに陥おちいりやすい。

　私の〝平民になりたい〟という思いと陛下の私を〝平民にしたい〟という思いがちょうど重なり合った結果、私は裏で動く思おも惑わくに何も気付けなかった。

　いっそ最初から私が平民として万ばん全ぜんの幸運で暮らせるようになった事さえも、陛下の掌てのひらの上だったような気もする。急きゆう遽きよ放ほうり出された私があの治安の良い温かい町に迎むかえ入れられ、仕事場も難なく決まった。しかもあの町には、リリちゃんが通う教会があった。

　全部全部、私の束つかの間の幸福さえ、陛下のおもちゃのように踊おどっていたに過ぎなかったのかも。

　それでも、あの時間は私にとって心から幸せだった。短い間でもあそこに居られた事については、本当に陛下の作為だったとしても感謝したい。

　私は一つ深呼吸をした。

「そうして私は今、自ら望んで国の駒になろうとする、シェドとエヴァン君の死し刑けいを免まぬかれさせる為ためなら何でもする存在となり陛下の御ご前ぜんに跪いております。全すべてが陛下の思いのままに」

　最後に笑って皮肉を言った。これでお話はおしまい。前提通りの悪足搔き。

　最初に陛下に言った通り、全て私の自己満足に過ぎない。

　これぐらいのご無礼は寛かん大だいな御お心こころでお許しください。だって、私や皆みんなの苦く悩のうが全部ただ一人の掌の上だったなんて悔くやしくてやり切れないじゃないですか。

　目が合った陛下の結局最後まで変わる事が無かった大人の優しげな顔を、負け犬の私は子どもみたいに睨にらみつけた。




　さあ、陛下は私の話を聞いてなんと言うだろう。目を閉じ、やけくそ混じりに考える。

　まるで何も聞いていなかったような顔をしながら、国の為に働くならシェドとエヴァン君を死刑にはしないなんて私の話をなぞっただけの提案を口にするんだろうか。

　それとも当たり前に肯定して悪びれもせずに私に傀かい儡らいになるよう命じるんだろうか。

　はたまたここまで言っても尚、偽ぎ善ぜん者しやの顔で私の話を否定するんだろうか。……いくら相手が陛下といえども簡単に見破れるだろうから、そんな事をされた暁あかつきには噓うそ吐つきと真っ向から罵ののしってやるけど。

　私は、シェドとエヴァン君の事は自分が蒔まいた種で私が悪いのだから減刑してくれという方向では悪わる足あ搔がきをしなかった。

　だってそれを言っても、直接犯罪を行ったのは彼等の意志と言われてしまえば話が終わる。そもそも陛下はそんな事とうに知っているかもしれない。知らなかったとしても、私は余計な弱みを見せて陛下に付け入る隙すきを与えるより、もうこれ以上は悪足搔きも何もせず誰だれかに迷めい惑わくをかける事が無いように陛下の傀儡として生きて行くべきだと考えている。

　誰にも迷惑をかけたくないなら、友達は居ない方がいい。私が陛下に従うのはシェドとエヴァン君の命との引き換かえだ。彼等を殺させない為に、私がこれからどう生きて行き、生きさせられるのかはわからない。それに皆を巻き込みたくない。

　ニカ様との結婚を私が受けていれば、私は気持ち良く陛下に降くだる事が出来て、陛下も私にこんな反感を抱かれず良い主従関係となれただろう。

　こんな結末──運命に逆らえず結局何も変えられなかった負け犬の私を目にしたニカ様はどう思うんだろう。期待外れだったと失望するのか。はたまたよく頑がん張ばったと慰なぐさめてくれるんだろうか。自由に生きる私が好きだなんて言ってくれたのに、こんな結末じゃなー…。

　ニカ様はいつか陛下に、お前でもいいと言われたと言っていた。あれは、私を縛しばり付ける為の結婚相手として、という意味だったのかもしれない。きっとニカ様は陛下から全てを聞いていた訳じゃない。だけど、あの屋や敷しきに着いた頃ころには陛下の考えを察したんだろう。ニカ様のあのタイミングでの私へのプロポーズは、ニカ様にとっても一番の幸せになれる、だけど陛下に初めから用意されていたレールだったんだろうなと思う。

　それにしても、陛下からの反応が無い。

　つらつらと考えてしまったけど、どうせこれ以上何がわかったって無む駄だになるだけなんだから早く引導を渡して欲しい。ぶっちゃけ私はもうシリアスに疲つかれている。敗北したら敗北したで仕方なしにもう頭を切り替かえるから、早くしてくれ。

　私は目を開けて、陛下を見た。それと陛下が口を開いたのは同時だった。

「完敗だ」

　たった一言そう言った陛下を、私はただ訝いぶかし気に見た。何を言っているんだろう。乾かん杯ぱい？　全部思い通りにいったこの状じよう況きようと自分の采さい配はいにか？　まさか、完敗だなんて事は無いだろう。私は何一つ、この方に勝てなかった。

　黙だまって陛下を見ている私に、陛下は優し気な顔で子どもに説明するようにゆっくりと言葉を続ける。

「わからぬか？　君が全てを察した時点で、この勝負は君の勝ちなんだよ」

　……？

　私は訳がわからず、いっそからかっているのかと尚も黙って陛下を見つめ続けた。

　だって、私が全てを察したところで陛下の勝ちは揺ゆるがない。私はシェドとエヴァン君という人ひと質じちを取られている立場だ。見捨てられないのに力も無い私には、陛下に逆らう術すべが無い。

「君に悪感情を抱かせながら手元に置くのでは、いつ裏切られて国の付け目になるかわからぬからなぁ」

　のほほんと、まるで庭に咲さいた花の話でもしているような気軽さで話す陛下に、私はただただ困こん惑わくしていた。

　陛下なら、そんな些さ細さいな事どうとでも出来るだろう。私の能力の事もきっと、一番有効に作用するように上手く扱あつかえる。

「陛下、私をからかっていらっしゃいますか？」

　真顔で言葉に感情を乗せず聞いた私に、陛下は困ったような顔をする。

「いやいや、王に悪感情を抱いだく臣が居るというのはこれがどうして馬ば鹿かに出来ぬ話なんだ。重要な場面、重大な仕事程、ここぞというタイミングで嬉き々きとして裏切る。一人居るだけで満足に眠ねむれもしない。私は寝ねるのが大好きでなぁ」

　それっぽい理由付けだ。らしく言い訳しているとしか思えない。

　だって、ただ私が真相を知っただけで諦あきらめる程度の気持ちなら、そもそも何でこんなにも時間を割さいて裏から手を回すような真ま似ねまでしたのかって話だ。

　猜さい疑ぎ心しんが一向に消えない一方で、ふと頭の中を記き憶おくの波が過よぎる。昔、陛下にお昼寝に誘さそわれて、戸と惑まどいながらも嬉うれしかったから一いつ緒しよのベッドで寝た事があった。だけど起きたら陛下が大臣に仕事を放って何しているんだと怒おこられていて、ばつの悪そうな顔の陛下と目が合ったら王様なのに子どもみたいな姿に何だか面おも白しろくなっちゃって、二人で顔を見合わせて悪戯いたずらがバレた時の子どもみたいに笑った。陛下はその後、もちろんもっと大臣に怒られていた。そんな、懐なつかしくて、優しくて、だけど今思い出すにはどうでもいい思い出。

「いっそ私が嫌きらわれるのも殺されるのも構わぬのだが、国まで嫌われては堪たまらぬ。…フィーの願いはエヴァン・ダグラスとシェド・スワローズの減刑だったな。そもそも君が言った通り、私も未然に防げた犯罪を己おのれの判断でわざと防がなかったからなぁ。さてどうするか」

　話の流れにまったく納なつ得とく出来ていない私を置いて、陛下の話は進んで行く。

　何がどうなっているのかと、味方でもないのに助けを求めるように両りよう隣どなりの護衛を交こう互ごに見る。護衛達は無表情に真面目まじめな顔と姿勢を崩くずさず、ただ与あたえられた仕事を忠実に熟こなしているだけのようだった。

「ねぇ、ちょっと。何これ。もしかしてここに来てエルが絡からんで来てたり？」

　小声でどちらかと言うと話しかけやすいタメ口の護衛の方に問い詰つめるように聞くと、敬語の護衛の方が身じろぐ気配があったのでそっちを見る。

「我等がエル様はこんな泥どろ臭くさい人間関係に関かかわられる事を嫌う神聖なるお方です。貴女あなたの誤ご認にんをエル様のせいにするのはおやめください」

　エルはやっぱり関係ないらしい。

　というか、私の誤認？　この期ごに及およんで私はまだ何か勘かん違ちがいを起こしているというのか？　敬語の護衛の目には、今の展開がなるべくしてなったものに映っていると…？

「ああそうだ、フィーが国に大事が起こった際少し手助けをするというのが交こう換かん条件でどうだ？　減刑の内容は、厳重注意の無罪だ」

　陛下が優やさしく笑う。つまりそれは、私は平民のままで生きてもいいというお許しだ。

　あまりにも私に都合良く話が進み過ぎている。喜ぶべき内容のはずなのに警けい戒かいが解けず、むしろさっきまでのまだ陛下の真意がわかっていると思えていた時よりも恐きよう怖ふを覚える。

「なんかどっかで前に聞いたような会話だなー、これ」

「ニコラス様よりセス様を次代の王にしようとする気持ちもわかりますね。王様にしてもニコラス様にしても君主としては甘過ぎるんですよ」

「結局それでエル様も王様の事は好きだって言ってんだから、いいんじゃねぇの？」

「はい、結果的に全すべてうまく行っていますからね。それに殺さつ伐ばつとした国よりずっと良いです。血はあまり好きではありませんから」

「昔と比べて丸くなったよなぁ、お前」

「お互たがい様ですよ」

　私を挟はさんで小声で交かわされる護衛二人の会話はその真面目な仕事モードの顔に似合わず、自室で寝転がりながら話しているような気の抜ぬけ切ったものだった。

「あの、もしかしてさ……」

　私は二人に向けて話す。

　何で陛下がいきなりこんなに甘い事を言い出したのかは、まだ私には皆かい目もく見当がつかない。けど。

「私、もう必死に考えなくていい？　これって本当に、私はこれからも平民として生きられるって事？　幸せに、なれるの…？」

　私には、陛下の真意がわからない。だけど今の話を私が受けてそれを陛下が守ってくださるなら、そこにもしどんな裏があったとしても、私が想定していた未来よりずっと幸せになれる気がする。だって私の一番の望みは叶かなうんだから。

　護衛達からの返事は無い。不安になって両隣を見ると、二人の無表情は崩れて……何故なぜか笑っていた。

　この二人が素す直なおに声を出して笑っているところなんて初めて見た私は、ぽかんとする。今の私より十は年上に見える二人だけど、そうやって笑っている顔だけ見ると思っていたよりも子どもっぽいとどうでもいい感想を抱く。

「そうか、理由がそれだけでは納得出来ぬか」

　途と方ほうに暮れるばかりでさっきから陛下に向き直れず横ばかり見ている私に、陛下は怒るでもなくただ困ったように話を続ける。

「フィーを手に入れるには、そこの二人の目も恐おそろしいのだよ。私はまだ死にたくないのでね」

　陛下の呆あきれたような言葉を聞いて目を白黒させながらまた両隣を見ると、さっきまで笑っていたのが私の目の錯さつ覚かくだったかのように二人は無表情に戻もどっていた。

「何を仰おつしやいます、国王陛下。我々は貴方あなたがレディローズに何をしようが関かん与よ致いたしませんよ？」

「そーそー、俺等のレディローズへの好感度なんて道みち端ばたで襲おそわれてたら助けてやるか程度だし？」

「ふむ。気のせいか、随ずい分ぶんと前にも同じような台詞せりふを聞いた気がするな？　結局その後、お前らは確かそう言った相手を命いのち懸がけで護まもったんだったか？」

　直感的に、エルの話だと思った。

　そういえばさっきタメ口の護衛も私と陛下の会話をどこかで前に聞いたような話だと言っていた。それもエルの事だったんだろうか？

「そんな事あったっけ？　気のせいじゃねぇの？」

「ええ、気のせいですよ。間違いありません」

「はは、そうかそうか」

　陛下に大人の笑えみを返される護衛達も大人のはずなのに、好きな子を好きと保護者の前では認めたくないような子どもにしか見えなかった。

　それを微ほほ笑えましく思う片かた隅すみで、私も前は陛下と親子みたいだったのにな、と少しの嫉しつ妬とが胸を焦こがす。

　ああでも、つまり私が平民として生きて行けるのは護衛達の無言の訴うつたえがあったお陰かげでもあるという事なんだろう。エル相手程ではなくても、私は彼等に好かれていたのか。最初タメ口の護衛と話した時はとにかく殺気立たれていたはずだし特に好かれるような事をした覚えも無いのに、いつの間にどうしてそうなったんだろう。

「つーか王様、もう時間ねぇぞ。この時間はあんたの予定無理やりこじ開けて作ってんだからな」

「最後にレディローズに言いたい事があるなら今ですよ。どうせ貴方の事ですから本当に大事が無い限りは呼ばないのでしょう？」

「キャボットの家系は皆みんな素直じゃねぇんだよなぁ。セス様は見るからにだし、ニコラス様にしてもさー、もっと早く告れただろ」

「しっ。王様とレディローズ以外聞いていないとはいえ、一応王家の悪口はいけませんよ。体てい裁さいは取り繕つくろいなさい」

「へーい、心の中だけにしておきまーす」

　まるで実家に居る時のような気の抜き方をしている護衛二人に呆れる。こいつ等は何でここまで言って許されているんだろう。それだけ強いから？　それとも陛下は彼等に何か弱みを握にぎられているんだろうか。

　陛下は言いたい放題な護衛達に苦く笑しようするだけすると、私を見て少し思案するように黙だまってから口を開いた。

「時にフィー、君は自分の一番優すぐれているものを何だと考える？」

　突とつ拍ぴよう子しもない質問に、私はだけどすぐに答えが出た。そんなのわかりきっている。

　だけど今までその才能のせいで被こうむった弊へい害がいの数々を思い出し、歯切れよく即そく答とうする事は出来ずほんの僅わずか口ごもった。

「……演技力です」

「成る程ほど、確かにそれは君の天才的に優れた美徳の一つだ」

　それはまるで別の答えが正解だと言わんばかりの言葉だった。私は他ほかに自分にそんなに他人より秀ひいでたものなんてあっただろうかと軽く考えてみたけど、何も思い浮うかばない。

　陛下を見ると、優しく優しく微笑んでいた。胸が痛くなるような優し過ぎる目だった。

「だが、私は君の一番の美徳は人を惹ひきつけるその人格にあると考えている」
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　まさかの答えに、その言葉を私が受け止めるより早く、頭の中にたくさんの人の顔が浮かんだ。

　──皆、私の味方をしてくれた。私に色んな事を教えてくれた。私の背中を押してくれた。彼等が居なければ、私は此こ処こに立てていない。平民を、勝ち取れてもいない。

　もしかして、私が思っているよりも皆は私の事を好きで居てくれていたのかもしれない。

　私の一番優れているところは、噓うそを固めて偽いつわりを信じ込ませられるところじゃなくて、人に好かれて本物の気持ちを向けてもらえるところ。

　そう思うと嬉うれしくて、自然と言葉を受け止められた。

「幸せになりなさい」

　微笑んだ陛下の表情は、確かに昔幼い頃ころから見て来た優やさしく思いやりに満ちた、私が大好きなものと同じだった。

　言葉の意味を深読みするのなら、全て知っている私を手中に取り込み国に悪感情を抱いだかせながら仕事をさせる事は、心から国を想おもう陛下にとってはあまりいい手段とは言えなかったんだろう。私に人望があると言うのなら、私の周りは確かに国の次代を担になう主要人物だらけだ。謀む反ほんを起こされると面めん倒どう。不安に思うのも仕方ない。

　だけど…だけれど……。

　私は涙なみだが零こぼれ落ちそうになって、無作法にも慌あわてて謁えつ見けん室から出るべく陛下に背を向け扉とびらに駆かけ出した。

「私にとって、貴方は、本当の父親以上に父親のように慕したっているお方でした」

　涙声には構わずそれだけ絶対に聞こえるように背を向けたまま陛下に言って、廊ろう下かへと飛び出す。

　陛下はもちろん、護衛達も追っては来なかった。

　陛下は私がこの部屋に入って来てからずっと、優しく私を見ていた。それは、陛下の笑顔の裏を私が見み抜ぬけていなかったんじゃない。噓じゃない……きっと、あの方は私の事を本当に優しく見守っていた。

　もし私が何一つ見抜けなかったなら、私が幸せに何も知らずに陛下に降くだる事になっていたのなら……きっと陛下は国の為ためにと自分一人の心の中だけに罪を背負い込んでシェドとエヴァン君への減げん刑けいと引き換かえに私を利用しただろう。

　だけど、私の一番優れているものが人を惹きつける人格だというのなら。それが本当だとしたら。

　もしかして、陛下も私の事を好きだと思ってくれていたのかもしれない。王として国の為に私の能力を欲ほつする一方で、陛下を父親のように慕う私と同じように陛下も私の事を実の娘むすめのように可か愛わいがってくれていたのかも。

　私がもし全すべてに気付けたなら最初から自由にしてくれようと思いながら、陛下は心を鬼おににして国の為に行動した。

　本当にそうかはわからない。私の都合の良い思い込みかもしれない。

　でも、私は自分のそんな幸せな思い込みを悪くないと思った。

　謁見室を出て数分ぼろぼろ泣いて、それからやっと、私はあの町に帰る事が出来るのだと実感した。

　護衛達は此処に残るだろうし、送り届けてくれる馬車は無い。でもそれでいい。この世界で平民は滅めつ多たに馬車には乗らないんだから。

　私は家を勘かん当どうされたあの日みたいにまた歩いて町まで行く事にした。あの日みたいに早朝じゃないけど、夕暮れの中を行くのも悪くない。歩き疲つかれて辿たどり着いた家での平民の質素な布ふ団とんでとる睡すい眠みんは、きっと素す晴ばらしいものとなるはずだ。

　涙を拭ぬぐって、よし帰ろうと廊下を見み据すえたそのずっと先に、私はニカ様を見つけた。

　気付いた途と端たん、頭で判断するより早くニカ様のもとまで走り出していた。全速力で走って辿り着いて息を整えてからその顔を見上げた私を、ニカ様は黙って待ってくれていた。その顔を見上げて、ああ好きだなと自然に思う。

　私は感情のままに素す直なおに笑って口を開いた。

「私、平民ですよ」

　運命に勝ってやったんだと、言葉にするとまた嬉しくて泣きそうになった。

　だけどニカ様からしてみるとこの結果はどうなんだろう、と不安に思うより早くニカ様は私に微笑み返す。

「そうか、ではまた会いに行こう」

　どちらともなく笑い声が漏もれた。

　ニカ様が手を軽く上に掲かかげる。私は一いつ瞬しゆん意味がわからず、だけどわかったらまたおかしくて笑ってしまった。そんな事、ニカ様からしてくれるとは。

　私とニカ様は無言で平民らしくハイタッチを交かわすと、それ以上はお互たがい何も言わず逆の方向に歩き出した。

　その後は誰だれにも止められる事なく、私は真っ直すぐ王宮から外に出る。

　一度深呼吸して美味おいしい外の空気を堪たん能のうしてから、また私は町へと向けて歩き出した。着く頃には夜中だろうかなんて思いながら。

　胸はぽかぽかと温かいものの、前みたいにハイテンションになってスキップしたくなりはしないなと思いながらしばらく歩いた。

　まだ私に残っている問題といえば、やっぱり真っ先に浮かぶのはエルの事だ。

　結局終わってみれば、エルのあれこれは全部偶ぐう然ぜんで一いつ切さい私には関かかわっていなかったという事なんだろうか？　まるでゲームにおいて伏ふく線せん回収がされずに終わるんじゃなく、適当な伏線回収の仕方をされて雑に終わらされたような感じだ。伏線が一切回収されないんだったらむしろ、現実では知れずに終わる事はよくあるかって諦あきらめつけられたんだけど…何だかなぁ。

　偶たま々たま私が変なタイミングでノラに気になる人物は居ないかと聞いてしまったせいで、エルの名前が浮ふ上じようした。エルが十六年前赤子に予言したのも、奇き跡せき的てき偶然だったんだろう。しかも全然関係無いのに私がエルを気にし過ぎたせいで、偶然にもエルと関係があったニカ様の護衛達に無む駄だに怪あやしまれた。

　偶然。偶然。全部偶然。…納なつ得とく行かなくても現実で実際にそうなんだから無理やり納得するしか無いのか。

　せっかく晴れ晴れしい気持ちだったのにまた心をもやもやさせてしまっていた私は、ふと後ろから高速で何かが近づいて来るような音が聞こえるのに気付いた。言葉で表すならドドドドドドド、だ。何事かと顔だけ振ふり返る。瞬間、私の両りよう脇わきを何かが通り抜ぬけた。

「はい、この競走私の勝ちですね」

「くっそ！　後半歩、半歩の差だったのに！　ぐやじいぃ！」

　顔の向きを正面に戻もどして通り抜けたものを確かく認にんすると私の前で僅かに息を切らしながら話しているそいつ等が居て、私は今の速度が本当に人間が走って出したものでさっきの音は本当に足音だったのかと半信半疑の目を向ける。

「よう、フィーちゃん。また会ったな」

「またという程時間経たってないんだけど…というか、あなた達の仕事護衛でしょう？　何で私の事追って来たの？」

　ニカ様の護衛であり陛下に雇やとわれている二人には、今私を追って来る理由なんてないはずだ。

　私の言葉に、無駄に爽さわやかに手を上げていたタメ口の護衛がよくぞ聞いてくれたとばかりに胸を張った。

「パンパカパーン！　実は俺等、オシゴトを今日付けで辞やめて来ちゃいましたー！」

「という訳でこれからは我々もあの町で暮らす事になりましたので、もうすぐ日も落ちますしついでにフィーさんを家まで送り届けようと急いで追いかけて来た次し第だいです」

「へー……はぁ、うん!?」

　こいつ等は何を言っているんだと見返すが、どうにも二人に噓を吐ついている様子は無い。いやいや噓だろ？　ニカ様の護衛をするような、護衛の中でも相当位が高いだろう職務の奴やつ等らが、あっさり仕事辞めてあの町で暮らす？

「え、やめてやめて。怖こわい。何それエル様がどうとか？　もうめでたしめでたしでいいじゃん！　これ以上私に駆け引きとか探さぐり合いとかさせないでよやだー！」

「なんだこいつ、急にガキっぽくなってね？　幼児返り？」

「緊きん張ちようの糸が切れたところの不意打ちにより本音が出ているのでは？　思えばまだ十六歳ですし、幼少期に大人びていた子程人に甘えずに生きて来てしまったせいで反動が来るものなのかもしれません」

　それっぽく冷静に分ぶん析せきされ好き勝手言われている。確かに私は、前世では両親にほぼ無視されて兄から身を守るために必死に大人っぽく振る舞まい、今世でも完かん璧ぺき令れい嬢じようレディローズとして子どもっぽく生きては来なかったけど。

　というか仕事辞めたならこいつ等の呼び方どうしよう。今まで護衛護衛言って来たのに。まあいっか、今いま更さら変えなくても。

「ま、お前を送り届ける事で貸しを作る意図がねぇかっつったらあるけど」

「あるの!?　やだ！　一人で帰る！」

「はーいダメダメ逃にげられまっせーん。つーか既すでにお前、王様との話し合いの件でどうせ俺等に借りあるから。俺等が隣となりに居たお陰かげでスムーズに平民になれてよかったよなぁ？」

　タメ口の護衛に無駄な反射神経の良さで服の襟えり首くびを摑つかまれ、敢あえ無く逃とう走そうを阻そ止しされた。

　しかしタメ口の護衛の言葉はその通りだ。他ほかならぬ陛下御ご自じ身しんが護衛達の目も裁決の理由の一つだと言っていた。暴れるのをやめて手を離はなしてもらった私は、肉食動物に立ち向かう草食動物のような気持ちで僅わずかな抵てい抗こうの為に護衛達を睨にらみつけた。

　エルの事でもやもやはしていたけど、私はこれ以上大変な戦いをしたい訳では決して無い。そんな事をするぐらいならエルの事なんて何も知らずに終わる方がマシだった。

「わ、私に貸しを作って何をさせようと……？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。貴女あなたがすべき事は秘密厳守のみですから」

「あと緩かん和わ剤ざい」

「ですね。我々にしてみればそれが最も重要です」

　意味がわからない。

　秘密厳守？……は、前にもタメ口の護衛が言っていたな。エル様の事は一切誰にも口外するなとかなんとか。その話だろうか。

　しかし緩和剤というのがまるで理解不能だ。私は何を緩和する事を要求されているのか。

　私の様子を見ていた護衛二人が顔を見合わせる。

「お前ってさ、マジで全然エル様の正体が誰かわかってねぇんだな。俺結構感づいてるのかと思って最初脅おどしちゃったわー。あん時はごめんなぁ」

「御本人から教えられていてもおかしくありませんでしたしね。まあですが、相棒、あなたは早とちりを直してください」

「直らねぇもん。お前のくそ慎しん重ちようさと足して二で割ってちょうどいいんだよ」

「そっちの世界入らないでください。で、誰なんですかエルは」

　少し苛いら立だちながら問うと、護衛二人はまたも顔を見合わせた。

「さぁてねぇ？…ま、どうせフィーちゃんは明日あしたにでも知る事になるんだから楽しみに待っとけよ」

「そうですよ。フィーさんは明日緩和剤の役割をきっちりこなす事にだけ集中して頂ければ問題ありません」

「だから、私にはその緩和剤とやらの意味もわかってないんですけど！」

「明日わかるぜ」

「明日わかりますよ」

　エルの正体がわかってすっきり出来そうなのはいいとして、明日が来るのが怖い。いっそこれは知らない方が平へい穏おんに過ごせるものな気がする。

「あ、言い忘れてた。平民維い持じおめでとー」

「並びに運命改変おめでとうございます。実にご立派な勇姿でした」

「……どーも」

　あの話の後じゃ素す直なおにお礼を言えないけど、たぶんそこについてはこの二人も心から祝ってくれているんだろう気持ちは感じた。

　あーまったく、こいつ等もあの町に住むならもしかして私とは長い付き合いになってしまうのかもしれない。悪人には見えないんだけど、未来の私がストレスで胃を痛めているのが容易たやすく想像出来てしまう。

「ねぇ、一つだけ答えてよ。エルってさ、悪人？」

「「まさか」」

　同時にまったく同じ台詞せりふで答えた二人に私は、ならもう明日まで考えなくていいかと楽観視して歩き出した。

　今日の私はこれ以上難しい事に頭を悩なやまされず泥どろのように眠ねむるんだ。
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　目を覚ますと、全身に痛みを覚えた。

　これは、起きたらなんと見知らぬ場所で私は全身を縛しばられ拷ごう問もんを受けていた、という私の悲ひ惨さんな未来が窺うかがえる新たな物語がスタートを切った──のでは決してない。ただの筋肉痛だ。

　まあ、普ふ段だん仕事以外で大して動かないのに全速力で長時間走り、またその日のうちに王宮から城下町の端はじっこの町まで歩いて帰ったんだからこうなるのも必然だ。むしろこれは運命に勝った代だい償しようの痛み。甘んじて受け入れよう。

　それにしてもあんなに疲つかれていたのにちゃんと早朝の時間に目覚めた辺り、私の体内時計は変わらず良好だ。窓から朝日を眺ながめて気持ち良い朝を嚙かみ締しめるように笑えみを浮うかべる。

　昨日リリちゃんに一口だけしか食べてもらえず返されたフランスパンを朝食として完食した私は、そのままだらだらと家で寛くつろぐ事もせずにさっさと外へと飛び出した。

　向かう先は一つ。エルの事以外は私の問題全部解決したんだから、行ったって構わないはずだ。

　私はミシェルさんのパン屋の入り口を、漫まん画がの道場破りのシーンかと見み紛まがわれてもおかしくない程勢いよく開け、早々に大声を上げた。

「まだ休きゆう暇か四日目ですけど、全すべて解決したので今日から働かせて頂きますよ！」

　ミシェルさんがぽかんと私を見る。私は構わず店の中に入ると、目を皿のようにしてよくよく店内を見回した。

　私が居ない間に新しいバイトの子が雇われていないかを確かく認にんする為ためだ。私の見える限りでは、どうやらミシェルさん以外の人は居ないし気になる形けい跡せきも無い。まだ安心は出来ないけど、強制休暇四日目で戻って来たんだしセーフだったと信じたいところだ。

　ミシェルさんに視線を戻もどすと、何だか見るからにまだ驚おどろいていた。私がいきなり驚かせるような音を出したせいだろうけど、それにしてもそんなに驚く事だろうか？

　少し不思議に思っていると、私の耳が僅かなミシェルさんの呟つぶやきを捉とらえた。

「……まさか戻って来るなんて」

　な、なんて事だ。一週間休むだけと言われていたはずなのにあれはやっぱり遠回しな解かい雇こ通告だった、と…？

　いや、何か様子がおかしい。あまりにもミシェルさんは、驚き過ぎている。

「……詮せん索さくはしませんけど、私はどれだけ自分が期待されていようが好きな人が王族だろうが、此こ処こに戻って来ますよ。ミシェルさんが、言ったんですからね。帰ったら迎むかえてくれるって。今更無しなんて嫌いやですよ」

　子どもみたいに拗すねた顔でミシェルさんを窺う。

　私は、平民の暮らしもこの町もこの店もミシェルさんも大好きだ。正直あっさり迎えてもらえると楽観的に考えていただけに、此処でミシェルさんに見放されたらたぶん泣くと思う。

　だけどミシェルさんはやっぱり笑顔で受け入れてくれる気は無いらしく、渋しぶい顔をした。

「後こう悔かいは、しないのかい？」

　まるでニカ様と私の事を知っているような言葉だ。私が後悔するかしないかなんてその事しかない。

　ミシェルさんはいつも何でも知っている。私が欠けていた前世の記き憶おくを思い出して体調が悪い時にすぐ気付いてくれたのもミシェルさんだったし、私が最近大変そうだからと一週間仕事は休んで体力温存しろと時間をくれたのもミシェルさんだ。ミシェルさんの立場じゃ何も知らないはずなのに、私の事は何でもお見通し。演技力には自信がある手前、私の表情や様子から察するなんて難しいはずなのに……。

　前世の頃ころから憧あこがれて来た、お兄ちゃんに対しての両親の対応や他の家の子の両親の在り方。温かくて優やさしい空気。陛下は私の理想のお父さんだった。ミシェルさんは、私の理想のお母さんだ。

　私は笑顔で正直に、ミシェルさんの質問に答える。

「すると思います」

　ミシェルさんがいくら私の事をお見通しでも、私の事情や起こった事は何も知らないだろう。だけど何だか順序立ててわかりやすく説明する気にはならなかった。ただそのまま母親に甘え自分を甘やかすように、自分の想おもいを吐と露ろする。

「私、きっとこれから先何度も何度も選せん択たくを後悔します。あんなに……いえ、こんなに好きな人を選ばなかった事にもやもやして、いつか婚こん約やくの話なんて聞いた日には泣きそうです。だけどそれでもいいです。私、好きな人の為なら全部捨てても幸せなんて言えるような、リリちゃんみたいな健けな気げでいじらしいタイプじゃないんですよね。我ながら可か愛わいげの無い女です」

　ちょっと無理して笑った。ニカ様にもこの本音は言えないし、きっと私はこれをミシェルさんにしか言えない。

　ミシェルさんは、感かん慨がい深い面おも持もちで目を細めた。

「フィーちゃんは、本当に運命を変える子だったんだねぇ…」

　私はきょとんとミシェルさんを見る。

　運命を、変える？　そりゃ私は確かに、運命を変えられた。色んな人の協力とか陛下の恩情とかたくさんの要素の下もと、どれか一つでも欠けていたら辿たどり着けなかっただろうこの幸福な平民としての生活を勝ち取った。

　だけど、私が運命を変えたのって私の外見だけで判断出来るものなんだろうか？　我ながらさっきの私の台詞は、何も知らないミシェルさんからしてみれば意味不明だったはずなのに。

　ああでも、以前私がミシェルさんの前で運命がどうとか言った事があったかもしれない。運命なんて言葉、普ふ通つう日常生活で使わないだろうし印象に残っていてもおかしくないし、その時の私が僅わずかに暗い顔をしていて今の私が晴れやかな顔をしているからミシェルさんはそう判断した。そんなところだろうか。

「ところで、私はやっぱりクビなんですか…？」

　結局答えを聞けていない私は、やや怯おびえながらもミシェルさんに回答を促うながした。

　今回の騒そう動どうで過去の自分が招いた事は恐おそらく全部解決して来たはずだけど、私が面めん倒どう事ごとの塊かたまりな経歴なのは変えられない事実だしこれから何一つ面倒事を起こさないとも言い切れない。平和で温ぬくもり溢あふれた町のパン屋さんには相応ふさわしくないと解雇されても仕方ない。悲しいけど。

　ミシェルさんはそんな私に、慈じ愛あいのこもった笑みをくれた。

「フィーちゃん、あんたまだ疲れてんだから今日は昼までにしとくんだよ」

　一いつ瞬しゆんきょとんとして、それから言葉の意味に気付き私の顔はじわじわと喜色に染められていく。

「明日あした！　明日はフルタイム勤務でお願いしますね！」

　心の元気は有り余っているとはいえ、体は実際疲れが残っているだろうからとミシェルさんの言葉には従いながらも、ミシェルさんに跳はねるような軽い足取りで駆かけ寄って抱だきつきテンション高くお願いした。

　ミシェルさんは優しくも呆あきれ声で、はいはいと私の背中をあやすように叩たたいてくれた。

　昼までの短い間だったけど、四日ぶりに大好きなパンを焼いて売るのは堪たまらなく楽しかった。充じゆう実じつ感かんのある仕事を見つけられた私は、胸を張って幸せだと言い切れる。
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　まだまだ気持ちとしては働き足りなかったけど昼には追い出されるようにパン屋から帰された私は、高こう揚ようする心のせいで家に帰る気にはなれなかった。

　もちろん明日の仕事に備えて運動や疲れる事をする気は無いけど、何かをしていなければ落ち着かない。

　こういう時に私が行く場所は平民になってからというもの一つしか無いし、そういえば彼女にはまた今度話をすると約束してもらっていた。エルの事もそうだけど、彼女の事情を聞かずに全部終わったとは言い切れないだろう。

　そう結論付けた私は、ナナちゃんの居る教会へと足を進めた。

　教会近くまで行くと、教会に入りナナちゃんを呼ぶまでもなく外に出ていたナナちゃんが私に気付き、笑顔で駆け寄って来てくれた。

　その後ろで、ナナちゃんと一いつ緒しよに居た牧師のジャックさんが私に会え釈しやくだけしてそそくさと、見るからに私を避さけるように教会の中へと入って行ったのが見えた。まあそんな事はどうでもいい。それよりナナちゃんだ。

「わー、フィーちゃんおかえりー！　おかえりって事は運命に勝ったんだよね!?　ふふ、やっぱり運命なんてそんなもんなんだよ！　やったね、めでたしめでたしハッピーエンドだね！」

　三つ編みダブルしっぽを揺ゆらしながらぴょんぴょん跳ねて自分の事のように喜んでくれるナナちゃんは、相変わらずとてもかわいい。

　しかし、どうにもハッピーエンドという言い方がゲームを彷ほう彿ふつとさせて気になる。

　それともう一つ気になる点。今日のナナちゃんは修道服を着ていなく、平民がよく着ているラフな白い上下のセット服だ。いやそれはいい。屋や敷しきで修道服を脱ぬぎ捨てていたナナちゃんを見ていれば、もうあれを着る気が無いだろう事はなんとなく察していた。それに純白のラフな服は天使さながらナナちゃんによく似合っているし。

　いつもと違ちがうと言えば、ナナちゃんの手には昨日の怪け我がを物語るように白い包帯が巻かれている。これも、まあ痛ましいとはいえ事前に想像出来ていたから気になるという程ほどではない。

　私が最も気になるのは、ナナちゃんが普段ほぼ手ぶらな彼女にしてみればあまりに多過ぎる、五十センチ四方程もあるバッグを抱かかえている事だ。

「お祝いありがとう。今時間あるかな？」

「あんまり無いかな」

「そっか、無いか…出来れば昨日の事について色々聞きたかったんだけど」

「んー…わかった。じゃあ、一時間ぐらいしかないけどそれでもいいならいいよ」

　無理やり押し切ったようでちょっと悪いなと思うものの、聞きたい事を聞けるぐらいの時間はもらえそうで安心した。時間の無さは荷物の多さと関係しているんだろうかと思いながらも、一ひと先まず頷うなずきナナちゃんとよく話すいつもの広場へと足を運んだ。

　着くや否いなや、二人で果実ジュースを買って備え付けの簡易な椅い子すに簡易な机を挟はさんで向かい合い座る。

「それで、えーっと……何から聞こうかな。ナナちゃんその荷物はどうしたの？」

　あまりにも不ふ明めい瞭りような事が多過ぎて逆に何を聞けばいいかわからない私は、一先ず気になる視覚情報から軽いジャブとして質問した。

　ナナちゃんは、ああこれ？　と言わんばかりに自分の荷物をちらっと見ると、笑え顔がおで答える。

「私、今日引っ越こすの。これは私の必要なもの全部」

　……ん!?

　私は目を剝むいた。ひ、引っ越す？　引っ越し!?　え、何？　もう中々会えなくなるって事!?　というかあまりにも唐とう突とつ過ぎでは!?

　ジャブのつもりがカウンターをクリーンヒットされた私が驚おどろいて言葉を返せずにいると、ナナちゃんはそんな私の様子を見て声を出して笑った。

「だよね、少なくてびっくりするよねー！　私も纏まとめながらびっくりしちゃった！　先生にもたったそれだけですかって言われたよー」

「違う！　いや、それもそうだけど！　引っ越しって!?」

　それはそれで確かに少々気になりはするけど、的外れなナナちゃんの言葉により私は正気に戻もどり疑問をぶつけた。

「ん？　あ、お引っ越しって言ってもすぐ近くだし、週一で帰って来るよ！」

「…え、あ、週一？　そ、そっか、本当に近いんだね…」

　週一で軽い気持ちで帰って来られるような距きよ離り、というと精々隣となり町まちだろうと判断した私はほっとして落ち着いた。その距離なら、たぶん自立したいとかそんな心境なんだろう。

　私は深呼吸して自分を落ち着かせる。もうジャブはやめて一番聞きたい事を聞いてしまおうと決めた。

　一番聞きたい事。それはナナちゃんの正体だ。私は……ナナちゃんは、たぶん私やリリちゃんと同じ転生者、ひいてはエルなんじゃないかと疑っている。

　別に明日、つまりは今日になればわかると護衛二人が言っていたんだし、私から聞かなくてもいい事なのかもしれない。だけど、私はナナちゃんがそうならナナちゃん本人の口から全部聞きたかった。友達だから。

「ナナちゃんはさ、予言士エルって知ってる？」

　真っ向から聞いた私に、ナナちゃんは沈ちん黙もくした。さっきまでの高いテンションが消え去り、だけど不ふ機き嫌げんという訳でもなく、憂うれいを帯びた大人びた表情をしている。

「……うん、知ってるよ」

　平民のナナちゃんが、王家の人間やエルの部下だかしもべだかなんだろう護衛達しか知り得ないようなエルの名前を知っているのはおかしい。考えられるのは、誰だれかに教えられたか本人がそうかという二択たくの可能性だけだろう。

　そしてその二択なら、屋敷の時のナナちゃんを見た限りでは後者の確率の方が高いと思う。何でエルがこんな城下町の外れで平民の修道女なんてやっていたかは全然わからないけど。

「ナナちゃんがあの屋敷に行ったのは、そしてあの事件に巻き込まれたのは、偶ぐう然ぜんだった？」

「偶然、かぁ。フィーちゃんはどう思う？」

　質問に質問で返され、私は真しん剣けんに考えてみた。

　どうだろう。少なくとも陛下がエルの正体であるナナちゃんを利用しようと都合の良い場所に配置した、というのはわからなくもない話だと思う。だったらナナちゃんは利用されただけで、陛下からは何も聞いていなかったかもしれない。

　だけど、ナナちゃんからしてみれば目の前でリリちゃんが誘ゆう拐かいされたのを見て、自分の意思で屋敷まで行ったはずだ。

「偶然、じゃない」

「そっかー」

　ナナちゃんは私の返答にうんうんと頷く。それから何かを考えるように黙だまり、数秒置いてから口を開いた。

「偶然ってさ、奇き跡せきで運命って事だよね。私が聖女様と出会ったのも、フィーちゃんと出会ったのも、たぶんそうなんだと思うんだ」

　偶然は、奇跡で運命。確かにそうだ。誰の意図も介かいさない奇跡的な運命の巡めぐり合わせを、人は偶然という。

　なら、私がナナちゃんと出会ったのは確かに偶然だったと思う。教会から出たナナちゃんが転んで私が咄とつ嗟さに助けたあの初対面、少なくともあの時には誰の作さく為いも介かい在ざいしていなかったと思うから。

「でもね、私があのお屋敷に行ったのは、そういう奇跡で運命な偶然の上に成り立ってはいても、私の事情と理由も大きかったから必然でもあると思う」

　事情と理由。ナナちゃんはこの言葉をよく使う。だけどずっと、ナナちゃんの事情と理由を私は聞けずに今日まで来た。

　私はナナちゃんと目を合わせる。ナナちゃんは頷くと、笑みを浮うかべながらついに彼女の事情と理由を口にした。

「私ね、自分が生まれた瞬しゆん間かんから記き憶おくがあるんだ」

「…え？」

　咄嗟に、自分も転生者なのだと打ち明けられたのかと思った。だけど違い和わ感かんを覚える。

　私の意識はこの世界に転生してすぐ、赤ん坊ぼうの頃ころから確かに存在はしていた。けど同時に、五歳の時にセス様との婚こん約やくによりこの世界が前世の乙おと女めゲーム『救国のレディローズ』だったと気付くまでは、ほとんど私の意識は眠ねむっていた。前世の記憶なら思い出せる。けど、五歳以前の明確に目を覚ます前の今世の私の記憶はぼんやりとしている。はっきりと思い出せない。

　だけど私はそれを不思議に思った事はない。だって幼い頃の記憶を上手うまく思い出せないのなんて人間なんだから当然だ。そしてそれは、転生者であっても変わらない。きっとそれだけの話。

　だから、違和感がある。ナナちゃんは私と違ってそれに当て嵌はまらないという事だから。

「零ぜろ歳の時にね、私は親に捨てられたの」

　私は目を瞬またたいた。零歳の、時に、親？　え？

　違和感はあっても、てっきり私は今からナナちゃんに転生者なんだと打ち明けられると思っていた。だからまったく違う方向からの衝しよう撃げきの告白に狼狽うろたえる。

「先生に教えてもらったんじゃなく、私はそれを覚えてるの。その時交かわされていた会話も、捨てられた理由も、先生が私をどうして育てる事になったのかも、私は全すべてを覚えてる。知ってる」

　ナナちゃんは淡たん々たんと話す。噓うそを吐ついている様子は無い。だけどそれは、もし私がナナちゃんと同じ立場で生まれていたとしたなら絶対に知りたくない事だ。

　ナナちゃんの事を私は転生者だと、思っていた。だけどやっぱり違う。私とは、ずれを感じる。私は五歳以前の時の人の会話なんて一々覚えていない。私がそうな以上、転生者だからと零歳の時から記憶がある訳では決してないという事になる。

　……これはもしかして、ナナちゃんは転生者なんじゃなくて、本当にただ赤ん坊の頃からの全てを覚えている、そういう特異体質なんじゃないだろうか。

　私は転生者だ。だからそれを基準に、他人も転生者かもしれないと危き惧ぐして全てを考えていた。だけど、私やリリちゃんのように別の世界で生きていた前世の記憶を持つ転生者なんて人間がこの世に存在するなら、赤ん坊の頃からの記憶を持つ人間が存在していたって何もおかしな事はない。むしろ客観的に考えるなら、この世界をゲームで知っている別世界からの転生者と比べれば、赤ん坊の頃から記憶を持つ人間の存在は随ずい分ぶん現実的なぐらいじゃないだろうか。

「ちなみに私の実の両親は坊ぼつちゃん…じゃなくて、えっとえーと、シェドだっけ？　あの子と一いつ緒しよなんだよね。私はあの子の実のお姉ちゃんって事になるのかな。あの子が生まれる前に私捨てられたから実感無いんだけど。だから赤ちゃんの時に見た、っていうか通ったあのお屋や敷しきの隠かくし通路の事とかも知ってて…あーこれはどうでもいいね。置いとこ」

　なんだか閑かん話わ休きゆう題だいのように言われたけど、それとんでもない事実だよねと私は半笑いを浮かべた。

　そういえば、シェドは屋敷の仕し掛かけをナナちゃんが知っていた事を相当不ふ審しんがっていた。零歳の時にナナちゃんが親に捨てられたのなら、シェドの方はナナちゃんのように実感が無いどころか、ナナちゃんが実の姉という事はおろか自分には姉が居た事さえ知らなくてもおかしくはない。二人の容姿はあまり似ていないし。ましてや、その捨てられた姉が屋敷に訪おとずれ、赤ん坊の頃の記憶で屋敷の仕掛けを解いたなんて、想像出来るはずもない。

　ああ、ナナちゃんがシェドと実の姉きよう弟だいという事は、ナナちゃんと私も血の上では親しん戚せきなのか。そもそもナナちゃんは言い方からして、零歳で捨てられた家の血けつ縁えんなんてどうでもいいと思っていそうだけど。

「そんな風に生まれたから、私にとってこの世界はいつだって地じ獄ごくだった。だから天国に行く為ためにずっと人を幸せにしようと生きて来たんだ」

　なんとなくわかってきた。ナナちゃんの天国への固こ執しゆうの理由。それはきっと、幼い頃から絶望してしまったナナちゃんの、心の拠より所だったんだろう。

　そんな悲ひ惨さんな体験を生まれてすぐにしてしまったら、人なんて信じられなくなる。この世界は地獄。そう思っておかしくない。だけどそれでは生き辛づらいから、天国に行く事を目標とする。悲しい程ほどの自己防衛だ。

「修道服はね、私のいい子としての証あかしだったの。人の為に、天国に行く為に頑がん張ばろうって決めた最初の日に私はあの服を着たから。私にとって天国に行く為の服だったの。だから、もう頑張らなくていいって思った瞬間、着ていられなくなっちゃった。嫌きらいな訳じゃないんだけどね」

　ナナちゃんは今の自分の簡素な平民の服を見下ろしながら、懐なつかしそうに話す。

　ナナちゃんは町の皆みんなから好かれていた。私はそれに、ナナちゃんはいい子だからなぁと疑問を持った事なんて無かった。けどそれは、ナナちゃんが必死にいい子にして人をひたすら幸せにしようと生きていたからだったんだと今では思う。誰よりも自分が幸せになりたいのに。

「私ね、聖女様に恩があるの。聖女様にその気が無くても覚えていなくても、私、二回も助けてもらった。だから幸せを返さなくちゃいけないって思って来たの。そうしなきゃ私は天国に行けないって。だから私は私の為に、私が恩を返す前に聖女様に死なれたら困るって、そんな自分勝手な事思ってたんだよ」

　ナナちゃんは大人びた顔で自じ嘲ちようした。

　自分勝手。リリちゃんからしてみればそうかもしれない。ナナちゃんは自分の為だけにリリちゃんに死なないで欲しかったんだから。

　でも、ナナちゃんのお陰かげでリリちゃんは結局死ななかった。私への誤解が解けた。少なくとも、あのまま過か剰じような罪の意識を抱かかえながら死ぬより幸せだと思う。

　ナナちゃんの意思はどうあれ、行動自体は間ま違ちがっていなかった。結果良ければ全て良しだろう。

　というか、幸せになって欲しいというエゴの押し付けなら私だってリリちゃんにしたし、私はそれについて自分が間違っていたなんてまったく思っていないので、ナナちゃんも私ぐらい図太く生きればいいと思う。

「これが私の事情と理由。だから、私が聖女様に死なれたら困ると思ってあの屋敷に行ったのは、必然かもしれないね」

　全部聞いて私は、確かにこれは運命的でありながら必然的でもある話で、偶然とも必然とも判断し難にくいなと思った。

　ナナちゃんの視点でまとめてみよう。

　リリちゃんが自分の目の前で偶ぐう然ぜん誘ゆう拐かいされたから、リリちゃんを助けたいナナちゃんは必然的に追いかける。すると偶然屋敷が知っているもので、必然的に屋敷の仕掛けを解いて中に入る。そして偶然リリちゃんが自殺しようとしている現場に出で会くわし、必然的に助けた訳だ。

　その後、ナナちゃんは少しおかしくなる訳だけど、ナナちゃんの事情と理由を知った今にして思えば、あの時のナナちゃんはたぶん疲つかれ切っていたんだと思う。いっそ、リリちゃんと同じぐらい。生きる事に。

　ナナちゃんは今まで修道女として、たくさんの人をひたすら助けて来たんだろう。だけど、そうすると天国に行けるというのはほぼナナちゃんの自己防衛の妄もう想そうに過ぎない。つまりは報むくわれない。そうするとどれだけ頑張っても報われないナナちゃんには自己防衛さえ通じなくなって行き、最終的に、天国に行けず地獄の世界で生きて行くか死ぬかの絶望的な二択たくしか残らない。

　だけど、救いはある。

「…今もナナちゃんは、この世界を地獄って思ってる？」

「ううん。思ってないよ」

　返って来た即そく答とうに私は心から安あん堵どした。

　私がリリちゃんと一緒に屋敷の部屋に戻もどった時、ナナちゃんは修道服を脱ぬいで幸せそうにしていた。天国に行けなかったと言いながらも曇くもりなく笑え顔がおだった。何があったかは知らないけど、あの時の状じよう況きようから考えてノラが良い影えい響きようでも与あたえてくれたのかもしれない。

　仕方ないから、今度会った時にはノラにパンの一つでも奢おごってやろうと思った。我ながら隣りん国ごくの王子にパンを奢るって何様なんだろう。だけどノラなら絶対喜ぶと思う。

「エルの正体は、ナナちゃんではない？」

　私は最後に、わかりきっている質問をした。

　今の話を総合すると、ナナちゃんが知り得るのは自分が幼い頃に見聞きしていた事だけだ。だったら予言は成立しない。ナナちゃんは、予言士にはなれない。

「うん、違うよ。私はあんな人の事なんて、嫌いなんだからね」

　そう言うナナちゃんは、言葉のわりに優やさしい笑みを浮うかべていた。言い方のせいもあってなんだかツンデレみたいだなぁ、と、私は新たな扉とびらを開きかけた。

　ナナちゃんがエルの事を知っているのは、きっとそれこそ赤ん坊の頃にでもエルの話を何処どこかで聞いたんじゃないかと思う。まさか赤ん坊がその時の記き憶おくを全て覚えたまま成長するとは誰だれも思わないだろうし、意味をわかり得ない赤ん坊になら聞かれても問題ないと気を抜ぬいて目の前だろうが秘密の会話もするだろう。そうなると一番怪あやしいのはナナちゃんと近しい関係にあるジャックさんという事になるんだけど……まあそこはまだわからない。

　ナナちゃんがエルじゃないんなら、私はナナちゃんの口から何故なぜエルを知っているのか誰がエルの正体なのかまで聞く気はない。だってどうせ今日私はいやでも誰がエルか知る事になるらしいし。ナナちゃんじゃないならそれでいい。

「ところでナナちゃん、何だか一気に大人になった気がするね」

「うん！　だって私、生きてるから！」

　返答としては不ふ明めい瞭りようで、だけどとても嬉うれしそうに笑っているナナちゃんに、きっとそれには幸せな意味が込められているんだと察した私はつられて笑みを浮かべる。

「あっ！」

　急にナナちゃんが何かを思い出したように肩かたを跳はねさせ立ち上がった。ナナちゃんの二つの三つ編みがふわりと揺ゆれた。

「大変！　もうお迎むかえの時間だ！」

「お迎え…？」

「うん！　お迎え！　急がなきゃ！　ごめんね、話の続きは次の機会にって事で！」

　ナナちゃんは机の上の残ったジュースを一気に飲み干すと、忘れ物が無いかを素す早ばやくチェックし落ち着きなく早口に話す。

　そういえば最初に一時間ぐらいならと制限された上で時間をもらったんだった。だけど、お迎え…？　ジャックさんが馬車で隣となり町まちまで送ってくれるんだろうか？

「フィーちゃん、またね！」

　ナナちゃんはぱたぱたと手を振ふると、すぐに後ろを向いた。

　なんとなく、大げさなんだろうけど天使が天に昇のぼって行くのを見送るような気持ちで、私は彼女の軽かろやかに駆かけて行く背中を見送る。

　走る最中、ふと、ナナちゃんの三つ編みを縛しばっていた髪かみのゴムが片方切れる。ナナちゃんはそれに驚おどろいてか一いつ瞬しゆん立ち止まった後、笑い声を洩もらしもう片方の髪のゴムも取ってまた走り出した。一歩踏ふみ出す度たび、三つ編みが風に煽あおられ解ほどけて舞まう。

　ふわりと広がった緩ゆるいカールを見ながら、ああ天使だなと私は感傷に浸ひたりながら心から思った。

　そして彼女が足を止めた先──そこに居た人物が誰かに気付いた瞬間私はしかし叫さけび声を上げてしまい、黙だまって見送る事が出来なくなった。

「ノラとゼロ!?　え、何でナナちゃんを迎え、はぁ!?　どういう事!?」




　ナナちゃんの迎えに来たノラとゼロとナナちゃんを交え数時間に渡わたりお話し合いをした私は、すっかり疲れ切っていた。話が通じないというのがこんなに疲れる事だとは。

　超ちよう次元的な思考回路のノラとナナちゃんの二人と話すと、私ではもう付いて行けないのだ。私が何度おかしいと正論を叫んでも意味がない。当事者両名だけが納なつ得とくし合っていて、私とゼロは置いてきぼりだった。後なんかさらっとノラから最低なプロポーズもされた気がしたけど、それは気のせいという事にする。

　私は頭を振り、終わった話だと思考を乱暴に振り払はらった。

　もう帰ろう。ミシェルさんにも休めと言われたんだし、これ以上疲れる訳にもいかない。私は自宅へと続く歩き慣れた道へと足を踏み出した。

　頭を意識して空っぽにしながら歩いていると、別段変わった事が起こるでもなく家が見えて来た。

　あの護衛二人が今日のいつエルに関しての何かに私を巻き込んで来るのかは知らないけど、どうやら今では無いらしい。

　と、私は安心し切って家の前まで来た。直後、予想外の視覚情報に固まる。

「え、ええ…？」

　反射的に嫌いやな顔をし引いているような声を出してしまってから、はっとして笑顔を取り繕つくろう。

「あ、いやごめん！　今のは染しみ付いちゃった条件反射ってだけで、本当に嫌な訳では決してなく！　むしろ大だい歓かん迎げい！　ウェルカム諸君！」

「誰も、んな細かい事気にしてねぇから落ち着け」

　呆あきれた声と共にかなり勢いよくデコピンを喰くらい、思わずたたらを踏んで後ろに下がる。痛い。

　涙なみだ目めで絶対赤くなっているおでこをさすりつつその可か愛わいらしい童顔な顔を恨うらめし気に見ると、悪びれもせず真顔を返された。居た堪たまれなくなったのでそっと視線を逸そらす。

「それで、何で三人が揃そろって私の家の前に？」

「ただの偶然だな」

「最初にフェリシア姉上に会いに来た俺が一時間程前に着き、留守だったので職場に押しかけるのも悪いかと思い忠犬のように待っていると、三十分程してからエヴァンさんが来て、話しているとメルヴィンさんがつい五分程前に来ました」

　シェドの話に、偶然って凄すごいと頭の悪い感想を抱いだく。

　しかし約束もしていないのによく私の家の前でこうも都合良く集まったものだ。私がミシェルさんに夜まで働く事を許可されていたら夜まで待つ気だったんだろうか。電波の連れん絡らく手段一式が無い世界はこういう所が不便なんだよね。

　ちなみにエヴァン君だけは私の家に招いた事が無いはずなんだけど、まあ彼はリリちゃん誘ゆう拐かい事件を起こす前に私の事も陰かげで色々調べただろうから家を知られていても別段不思議はない。

　一ひと先まず立ち話もなんなので、シェドとエヴァン君とメルちゃんの三人とその護衛六人を家に招き入れた。護衛数のせいで私含ふくめて十人の大人数だ。

　結果、私の家は立っている状態でも三歩歩けば誰かにぶつかるような人口密度へと陥おちいった。護衛達は進んでさっと壁かべに張り付くように空間を空けるような位置取りをしてくれ、それは大変有り難がたい事なのだけど、そのせいで壁一面に護衛が居るちょっと気持ち悪い家になってしまっている。

「そういえば私の家、椅い子す二つしか無いんだったな…」

　見回さなくてもほぼ把は握あく出来るバストイレ付きとはいえワンルームな間取りの我が家の内装に、自分は畳たたんだ布ふ団とんの上にでも座るとして護衛を抜いた後一人はどうするかと考える。布団をじっと見て固まっている私に、シェドが袖そでを引いた。

「俺はフェリシア姉上の隣でいいですよ。姉きよう弟だいですし。ねっ」

　屈かがんだシェドが私の顔を覗のぞき込み甘えるように笑いかける。久しぶりにシェドのプレイボーイなあざとい一面を目まの当たりにした。これは調子が戻もどって来たみたいで何よりだと私は喜ぶべき場面なんだろうか。

　でもシェドの行動はさておき、提案は空気を読めているもので非常に有り難い。この中の誰を立たせる訳にもいかないし、良い落とし所だ。

「義理の、しかも元姉弟が同じ布団の上はどうかと思いますけど」

「そもそもこの家の家具が足りてねぇのが悪わりぃんだよ。次来る時は椅い子す四脚きやくぐらい持って来るか？」

　エヴァン君の常識的な発言はともかくとして、メルちゃんは私の家を貴族の溜たまり場とする気なんだろうか。やめて、椅子を六脚も置いたら私の家の半分が椅子に支配されるから。私の家なのか椅子の家なのかわからなくなるから。貴族の家の広さの感覚で話さないで。

「それなら犬小屋を脱だつ却きやくする為ためにまず増築した方が良いと思いますよ」

　シェドまで加わり、ナチュラルに人の家を罵ば倒とうしながらさらに話を大きくされる。

　確かに私は、貴族の家の広さの感覚で話をするなとは思った。だけどそれは、そもそもの広さを変える事を求めていた訳では決してない。貴族基準に我が家を合わせていかないで頂きたい。

「私はこの平民らしい平民然とした平民感溢あふれる平民の家が気に入っているので、ご理解頂ける心の広いお貴族様以外は今すぐ玄げん関かんから出て行け」

　皆みんなすっと席に着いた。だけどその表情は三者三様で、メルちゃんは仕方ないと言わんばかりの憮ぶ然ぜんとした表情だったし、エヴァン君はしょんぼりした叱しかられた犬みたいな表情だったし、隣のシェドは何故なぜかとても笑え顔がおだった。

　他二人はわかるとしてお前どうしたとシェドに動どう揺ようしかけた私は、そういえばシェドは自分を見てもらえるからと私に怒おこられる事を幸せとする、私が可か哀わい想そうにしてしまった価値観の持ち主である事を思い出す。

　私は慌あわてて、怒ってない時でもちゃんとシェドの事見てるよ好きだよかわいい弟だよとアピールするように頭を撫なでた。シェドは幸せそうにしている。

「フェリシアさん。今日私は、貴女あなたにお話があって来たんです」

　突とつ如じよ和なごやかな仲良しこよしの空気を壊こわすようにエヴァン君の真面目まじめな発言が狭せまい家の中に響ひびいた。私はシェドに気を取られていた意識をエヴァン君に向ける。

　エヴァン君は暗い表情で椅子から立ち上がった。その緊きん迫ぱくした様子に気け圧おされた私も、流されるように立ち上がり向かい合う。

「私の勘かん違ちがいによる愚ぐ行こうのせいでフェリシアさんにご迷めい惑わくをお掛かけしてしまい、申し訳ありませんでした」

　頭を下げたエヴァン君の勢いに、思わず後あと退ずさりそうになった。その場で立ち上がっただけなので私のすぐ後ろには畳んだ布団がある為、それは叶かなわないのだけど。

　まあしかし、この謝罪をされる事自体は私も想定済みだ。たとえ動機が私自身の罪悪感払ふつ拭しよくの為だったとしても、私がエヴァン君を助ければ逆にエヴァン君が罪悪感に駆かられてしまう事は想像に易やすい。何なら私とエヴァン君は罪悪感を押しつけあったとも言える。

　かと言って、もう表向きな問題は無くなったんだからエヴァン君のその心の問題はゆっくり時間をかけて勝手に解決して頂きたい。なんせ、あの事件は私の噓うそが発ほつ端たんとはいえエヴァン君の手段が過激だったせいであんな大おお事ごとになってしまったものでもあるんだから。

「私の想おもい自体が、フェリシアさんにはご迷惑なのだと思います。それに、私がフェリシアさんの側そばに居続けるとまた勝手に暴走して貴女を煩わずらわせてしまう未来が容易たやすく想像できます」

　深々と頭を下げたまま話すエヴァン君の言葉を、私は確かに真っ向から否定する事は出来ない。

　だけど、うーん……なんとなく雲行きが怪あやしいような。

「ですから、私は今日をもって貴女に会いに来る事をやめ貴女への想いも捨てます」

　エヴァン君の顔は見えないけれど、その震ふるえた声こわ音ねといつもより小さく見える身体からだは悲痛の一言に尽つきた。ああ、へー。そうか。そう来たか。

　私はそんな彼の姿に大きな溜め息を一つ吐ついた。

「……君はまた、私の為か」

　あえて責めるように低い声で言った。頭を下げたままのエヴァン君の肩かたがびくりと跳はねる。

　エヴァン君は、面めん倒どう臭くさいぐらい必要以上に自分を卑ひ下げする。私も最初は自分も悪いからと慰なぐさめたりだとか比べるように自分を卑下したりだとかしていたけど、今冷静に見るとそんな弱々しい対応じゃこの変に頑がん固こな自己犠ぎ牲せいわんこは救えない気がするのだ。

「好きな事をやめますって言ってやめられるなら誰だれも苦労しないでしょ」

　やめようとしてやめられるなら、リリちゃんはあんなに苦しんでいない。ついでに私もまだニカ様が好きだ。さっさと忘れられる程度の気持ちで好きになったんじゃないんだから仕方ない。

　それでもまあ、好きという気持ちは本人から遠ざかり他ほかの仕事や趣しゆ味みや遊びやはたまた新たな恋こいなんかを忙いそがしく熟こなしていたらゆっくりと忘れて行く事は出来るだろう。でも、エヴァン君の場合は放ほうっておくとそれこそ変な方向に暴走しそうな気がしてならない。

「頭を上げろ！　あのね、言わせてもらうけど、エヴァン君が私の為にするそういう自己犠牲が私は何よりもいっっっちばん！　気になるの！」

　私はエヴァン君の肩を摑つかみ押して半ば無理やり上げさせ、その眉まゆを下げた情けない顔をキッと睨にらみつける。

「私を好きなら好きでいいよ！　エヴァン君から無理に身を引かなくても、私は貴族と結けつ婚こんしてまた貴族に戻る気なんて更さら々さら無いし振ふり向いてはあげないって強い意志があるの！　つまり私は何も困らない！　だから、もう君は正面から来い！　素す直なおなわんこタイプのくせに陰からどうにかしようとするから事態がややこしくなるの！　むしろ私から離はなれるんじゃなくて私の目が届く範はん囲いに居て！」

　私はいっそ開き直るように偉えらそうに踏ん反り返りながら言い放った。そして勢いそのままにエヴァン君に向け手を差し出す。

「私も誤ご魔ま化かしたり噓吐くのやめるから、友達になろう！」

　ごり押しである。エヴァン君はこれぐらい無理やり引っ張ってあげた方がいい気がした。私のこの言動にシェドはまだしもメルちゃんが引いていないか不安だけど、今はエヴァン君に集中するしかない。

　私のやっている事が正しいかなんてわからない。知らない。エヴァン君は自己犠牲の下もとに私から離れた方が本当は幸せな人生を送れるのかもしれない。だけどそんなの私にもきっと誰にも絶対の判断なんてつけられないんだから、私は私のやりたいようにする。

　だけど、ここまでやってもエヴァン君は私と視線を合わせず情けない顔をしている。

「……けど私、俺は、フェリシアさんにご迷惑を、」

「元々私の噓のせいだし、君はそれについて謝りました。はい不問」

「……俺、フェリシアさんの事を好き過ぎると思います。重いし、面倒だし、やめておいた方が、」

「気持ちはありがとう。ごめんなさい。で、君がどれだけ私を好きだとしても君の性格的に私は困りません。しいて言うなら思い詰つめたらちゃんと私に相談して。一いつ緒しよに悩なやんで一緒に答え見つけよう」

　マイナス思考な発言に、被かぶせるように否定して行く。

　私は思考の片かた隅すみで、これだけぐいぐい来る女をまだ好きと言えるエヴァン君凄すごいな、私はもっと慎つつましく可か愛わいらしい女の子がいいわと自分に対して酷こく評ひようを述べた。

　まあ同時に、これぐらい気が強くなければ私は今の生活出来てないんだから仕方ないだろうと開き直っているんだけど。

　私は駄だ目め押おしで、これ見よがしにエヴァン君へと差し出している手を上から下にブンと振る。

「ほら、手握にぎって」

「……寛かん大だいなご慈じ悲ひ、ありがとうございます」

　エヴァン君は涙なみだぐみ、その場で跪ひざまずくと私の差し出した手にそっと口付けた。

　違う。エヴァン君、私は友情の握あく手しゆを求めて手を差し出したのであって、こんな主従関係の誓ちかいの儀ぎ式しきをしたかったんじゃない。

　えー、あれ？　だけど一応私の言葉に了りよう承しようした証あかしでもあるんだろうから、いい、ん、だろうか？……よ、よしとしよう。

「俺のフェリシア姉上が格好良い……」

「この状じよう況きようでそこに着目出来るお前も凄すげぇな。いつか姉離ばなれちゃんと出来るんだかな」

「する気無いのでいいんです」

「あ、そう」

　シェドのずれた言葉とメルちゃんの呆あきれた声を聞いた私は、シェドと負けず劣おとらずずれているエヴァン君から逃にげるように思考を逸そらし、メルちゃんの方を見た。

「ところで、メルちゃんは何しに来たの？　エヴァン君とシェドは死し刑けいを厳重注意まで減刑させた私へのお礼かなーって想像出来たけど、メルちゃんだけ理由無くない？」

「まあな」

「……え？　本当に無いの？　わ、私に会いたくて来ちゃったって事!?　大親友の！　私に！」

「あー、調子乗ってる。お気楽思考。うざ」

　目を輝かがやかせ喜ぶ私に、メルちゃんは心底鬱うつ陶とうしそうに顔を歪ゆがめた。傷ついた。

「メルヴィンさんは俺とエヴァンさんがフェリシア姉上に会いに来ると思ったから来たんだと思うよ。お人ひと好よしだよね」

　肩を竦すくめて言うシェドを、メルちゃんは非難するようなジト目で見る。この否定はしないけど不快そうな反応を見るに、シェドの言葉は言われたくなかったんだろうけど事実だと思われる。

　だけど私にはちょっと話がわからない。

「何でシェドとエヴァン君が来るとメルちゃんも来るの？　メルちゃんもあの場に居たんだから罪人どうこうで二人の事危険視しているわけじゃないでしょ？」

「いや危険視してると思うけど」

「そうだよな。俺もシェドも、大たい概がい……性せい癖へきが」

　話に加わって来たエヴァン君が歯切れ悪く答えたその理由に、私は瞬まばたきを繰くり返した。

「……ん？　性癖？　暴力的な話じゃなくて？」

「俺はそれ含ふくんでもいいけど」

「え？　暴力を含んだ、性癖？」

「俺もフェリシアさんがお望みでしたら甘んじて受け入れます」

「もしかして私が無差別に人に対して暴力振るいたいって話にすり替かわってる？　望んでないよ？」
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「そうでしたか」

「そうでしたよ」

　いつの間にか変な方向に話が逸れていたけど、再度メルちゃんが危険視するこの二人の危ない性癖とやらが何なのかと聞こうと口を開く。

　だけど言葉を発する前に、メルちゃんが私に話し掛かけてきた。

「おいフィー、腹減ったんだけど。パン食うぞ。どうせ持ってんだろ」

「そんな、まるで人をいついかなる時でもパンを持ち歩いている奇き人じんみたいに……持ってるけどね！　四人分余よ裕ゆうってぐらい買い込んできたけどね！」

　私は颯さつ爽そうとバッグの中からパンを取り出し、三人に配った。我が家の冷蔵庫は今日もただ電力を消費するだけの置物である。いや中の食べ物腐くさらせたらもったいないから明日あしたはちゃんと料理するけどね。今日は平民祝いで好きなだけパン食べる予定だったってだけだから！

　ところでさっきのは、明らかにメルちゃんが私に話を聞かせないようにする為ために話を逸らしたんだろう。とはいえ私はメルちゃんをとびきり信しん頼らいしているし、彼は私に不利になるような話なら隠かくさないはずなので、私は大人しく流されてあげようと思う。性癖っていったら猥わい談だんになりそうだしね。意外とメルちゃんは潔けつ癖ぺきなのかもしれない。

「って、待って！　メルちゃん、今初めて私の事あんたじゃなくフィーって呼ばなかった!?　ねぇ!?」

「黙だまって食え」

　そこについては一いつ切さい流されようとせず嬉き々きとして詰め寄った私に、メルちゃんは持っていたパンを無理やり私の口に放ほうり込み塞ふさぐという、パンを使った運命改変の初級技を使って来た。

　これをされると私もなす術すべがない。私は、だけどちゃんと聞いたもんね！　と機き嫌げんよくパンを貪むさぼった。ああ、やっぱりミシェルさんのパンは世界一美味おいしい！

　そうして私達は四人で和なごやかに夕食のパンを食べつつ、話をあちこちに曲げながら喜き怒ど哀あい楽らく豊かに雑談した。時間を気にせず楽しく話していると、ふと見た外の風景がもう日が落ちる間ま際ぎわだったので今日はお開きと、誰だれが言うでもなくそんな空気になった。私は三人を玄げん関かんまで見送る。

「三人共、また遊びに来てね！」

　そう言った私に、シェドがじゃあまた明日と嬉々として返事したのをメルちゃんが遠えん慮りよしろと窘たしなめ、エヴァン君がやり過ぎなぐらい恭うやうやしく礼とお別れの口上を長々と言うのをメルちゃんが無理やり引っ張って連れ帰った。

　やっぱりメルちゃんは苦労人だ。まあメルちゃんだって本当に心から嫌いやなら来ないだろうし、シェドやエヴァン君みたいなちょっと珍めずらしい思考の人間に、好こう奇き心しんが揺ゆれ動かされてはいるんだろうけど。

　私も今日はもう休もう。どうせ朝早く起きてしまうのだから、今日は早めに床とこにつく事でゆっくり寝ねる。そういう算段だ。

　三人の背中も見えなくなったので、私はそんな事を考えながら家に引っ込みドアを閉め──

　しかし閉まり切る前に、外の隙すき間まから腕うでが侵しん入にゆうした。

　私はそれを目で捉とらえ、それが意味する事を認にん識しきするより早く、勢いよく手首を摑つかまれ無理やり外へと引きずり出される。次いで、相手の顔を確認する事も出来ずに後ろから抱だきつくように腕を回され身体からだを押さえ込まれて口も塞がれた。

　抵てい抗こうしようと動かそうとした身体は相手の筋力にまったく敵かなわず、恐おそらく私が抵抗しているのかさえも傍はたから見ればわからないだろう。

　いきなりの出来事と極度の緊きん張ちようで心臓が煩うるさい。冷や汗あせが流れる。

　だれ。誰だれ、だ？　今私を捕とらえる事で誰が得をする？　誰の思おも惑わくで、私は今こんな目に遭あっている？

　身体を動かせない分疲つかれている脳をぐるぐると無理やり回し、答えの出ない問いを繰り返す。何もしないと恐きよう怖ふでおかしくなりそうだった。

　私を捕つかまえている相手は、私の口を片手で塞ぎもう片手で容易たやすく私のほぼ全身の動きを奪うばったままに、器用にも歩き出し路地裏へと私を連れ込む。口を塞がれながらほぼ顔の向きも固定されているせいで相手の着ている服の裾すそさえ見えない。辛かろうじて分かるのは、大きな手と力の強さから相手が男だろう事だけ。

　殺されるのか、犯おかされるのか、拷ごう問もんされるのか、それとも。

　思考がどんどんマイナス方向へと落ちて行く。

　貴族みたいな風ふう体ていの一人暮らしの女だから、なんて今いま更さらな理由でただの暴漢に襲おそわれているとも考えられる。そうなれば、下手へたすれば全部コンプリート……犯され拷問され殺された後にお金も取られる事になるのだろうか。

　いや、タイミングからいって相手は私が皆みんなと別れるまでの間様子を窺うかがっていたはずだ。なら私は殺されはせずに監かん禁きんされ、彼等と連れん絡らくを取られて友人の命が惜おしくばと身の代しろ金を要求されるのかもしれない。そうなれば…皆に迷めい惑わくは掛けられない。私は自力でこの窮きゆう地ちを脱さなければ。

　だけど、現状でさえなす術なかった私はさらなる事態の悪化を理解する。

　路地裏の先、そこに人ひと影かげが見えた。逆光になり顔はおろか背格好しか見えないそいつは、此方こちらに向けて手を上げている。どう考えても私を捕らえている相手の仲間だった。

　私は目を閉じ、どうにかして事態を打開出来ないものかと思考をフル回転させた。

「うっわ！　いやに早く連れて来たなと思ったら、え!?　誘ゆう拐かいして来たの!?　怖こわい怖い怖い！　王宮でお前の事、いつも冷静で紳しん士し的てきで知的なお方ってハート飛ばしてきゃーきゃー騒さわいでたメイドやらに今の悪人全開なお前見せてやりてぇわ！」

　聞き慣れた声がした。

　私が、何かおかしいぞと目を開き前方の顔に目を凝こらすと、今合流した輩やからは思いっきり私のよく知った顔をしていた。特別特とく徴ちようのある顔立ちじゃなくても、何度も見ているからさすがに覚えている。

「何を言っていらっしゃるんですか。これが一番手っ取り早いでしょう」

　しかも、そんな仲間に答えるように声を発した私を捕らえた後ろの輩の声にも聞き覚えがあった。

「そうだけど、もっとこうスマートな方法で良かったと思うの！」

「手際でしたら最高の動きでしたが。目もく撃げき者しやも居ません」

「手際だけな!?　だけど洒しや落れてないしクールじゃない！　流石さすがの俺も笑えないんだよ！　いいからもう放してあげて！　見てて可か哀わい想そう！」

　存外あっさりと放された身体に安あん堵どするより早く、私は後ろの輩の顔を確認した。案の定知っていた。

「私、いっそ今まで生きて来た中で一番怖かったんだけど、あなたに恨うらまれるような事したっけ？」

「いえ、別に」

「ちょっと一発殴なぐらせて」

　返事を聞く前にその澄すました顔目がけて全力で殴り掛かると、あっさりと掌てのひらで受け止められた。苛いら立だちが増ぞう幅ふくする。

　受け止める技量があるのは知ってるけど！　そこは殴られておけよ！　お前程強かったらこんな貧弱なパンチ大して痛くもないでしょ!?

「ごめんねフィーちゃん、うちの相棒が」

「本当にね！　私今まであんたの方が頭おかしいと思ってたけど、さっきの話聞く限り此方の方が合理的な皮被かぶっているだけの危ない人だわ！　あんたの方がまだマシ！」

「おう、言ってやれ言ってやれ！　もっと罵ば倒とうしてやれぇ！」

　自分も頭おかしいと言われた事は気にしていないらしいタメ口の護衛がノリノリで口笛を吹ふき私を煽あおる。逆に冷めた。

　私が大きく溜ため息を吐ついて体内に残っている怒いかりの熱を外に出していると、敬語の護衛が口を開いた。

「ではフィーさん、行きましょうか」

「やだこの人、一切謝ってないのに私が快く付いて行くと思ってるの…？　正気？　絶対人として大切なもの欠けつ如じよしてるよ。良心とか」

「気持ちはめっちゃわかるし同情もするけど、こいつも流石に普ふ段だんはもっとまともだぜ？　今は、俺もだけど緊張でちょっと頭イカれてんだよ」

　タメ口の護衛がフォローのような事を言う。確かに、短い付き合いだしよくは知らないけど、流石に敬語の護衛のこの頭のネジが外れている様子は今まで見て来た彼の常識人ぶりとはだいぶ異なる。

　しかし、緊張？　私はまだしも、何故なぜ何に対して彼等が緊張しているというのか。

「でもお前、一回謝っとかない？　円えん滑かつな人間関係の為に」

「すみませんでした」

「凄すごい。こんなに心のこもっていない無感情な謝罪初めてされた」

　私は敬語の護衛はもうこういう奴やつなんだろうと諦あきらめた。これから先、絶対プライベートでは仲良くしたくない。

「ままま、一ひと先まず何も言わずに付いて来てくれ」

「昨日約束致いたしましたよね？」

　流すようにごり押しして来るタメ口の護衛と言葉だけで脅おどして来る敬語の護衛に、まあどうせ断ってもさっきのように力ちから尽ずくで連れて行かれそうだし王宮ではお世話になった気もするし、と渋しぶ々しぶながら頷うなずいた。

　タメ口の護衛を前、敬語の護衛を後ろにして絶対逃にがさないと前後でサンドされている形で歩く。

　最初は、特に変わった点はなくただ無言で歩いていた。だけど五分もした辺りから段々と不安になって来る。

　何故なら前を歩くタメ口の護衛が、今日の気温は別に暑くもないのに急にだらだらと汗をかきだし、呼吸は浅くなり、歩き方もぎこちなくなっていったからだ。思わず何かの病気の発ほつ作さなのかとさえ思い後ろを見れば、なんと敬語の護衛もまったく同じ状態だった。異様だ。私は思わず声を上げる。

「な、何。どうしたの」

「どうもしねぇよ。おい止まんなよ？」

「いや、鏡見てみなよ。どうかしてるから。休きゆう憩けいした方がよくない？」

「止まれば進めなくなります。黙だまって足を動かしてください」

　護衛二人のピリピリした有う無むを言わせない空気に、私は口を噤つぐみ前後を挟はさまれたままやむなく黙って歩き続けた。

　そして、特に長く時間も掛かからないうちに護衛二人は足を止める。二人の様子に気を取られていた私は、そこで初めて着いた場所が私のよく見知っている所だと気付いた。

　私のバイト先、ミシェルさんのパン屋さんだ。

　私は首を傾かしげる。

「先に入ってくれ」

　タメ口の護衛が私の前から避よけ、真しん剣けんな緊張した面おも持もちで私の目を見て言った。

　……何だ？　てっきり私はエルに会いにいくのかと思っていたのだけど、でもだったらエルを主あるじと慕したっているこの二人の様子はおかしい。だってさっきからの彼等の言動と拒きよ否ひ反応は、会いたくないけど会わなければいけない宿敵と今から対たい峙じするようにしか見えない。

　私はつられて緊張しながらも、視線で圧力をかけて来る護衛二人に負けて最大限警けい戒かいしつつお店のドアを開いた。私と、私の後ろから続いて護衛二人が中に入る。

　まず、当然ながらミシェルさんと目が合う。店内にそれ以外の人物は……居ない。まあ、もうすぐ閉店時間なんだから居なくても自然だ。だけどなら背後の二人はこんなにも何に怯おびえているというのか。

「あれ、フィーちゃんどうし──」

　不思議そうに私に声をかけたミシェルさんの言葉が不自然に止まる。どうしたんだろうと思いながらも後ろを振ふり返ると、タメ口の護衛が敬語の護衛に飛び掛かかり地面に押さえつけたところだった。突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに床ゆかから派手な音が鳴る。

「は？」

　私は床に転がっている二人を呆ぼう然ぜんと見る。

　敬語の護衛はかなり本気で抵てい抗こうしているようで、高速に動いてはドタバタと音を上げタメ口の護衛から逃のがれようとしている。同時にタメ口の護衛も敬語の護衛を何としてでも逃さないように上から必死で押さえつけている。

「バカ！　バッカてめぇ！　俺を残して逃げようとしてんじゃねぇよクズ！」

「バカはそちらです、放しなさいバカ！　ここは態勢を立て直し万ばん全ぜんの状態で臨のぞむべきです！」

「それっぽい事言ってただの問題の先送りじゃねぇか！　ここまで来たんだから俺もお前も腹括くくんだよ！」

「命あっての物種です！」

　床でごろごろと小学生のような喧けん嘩かを始めた二人は、動きだけは私では理解出来ない程ほどに高度な技わざの応おう酬しゆう、をしているんだと思う。

　私はこのままではとばっちりでお店が壊こわれかねないと、だけど手や足を出したらうっかり骨の一つや二つ持って行かれそうなので声だけで制止を掛ける事にした。

「人の店で暴れないの！　用無いなら私も帰るよ!?」

　ついさっき一いつ切さいの抵抗さえ出来なく四し肢しの自由を奪うばわれ助けを呼ぶ口さえ塞ふさがれた相手に対してよく怒ど鳴なりつけられるな凄い、と思考の片かた隅すみで客観的に自分の逞たくましくなった精神を称しよう賛さんした。

　とはいっても、私の言葉程度こいつ等は何の意にも介かいさないし止まる訳もないと正直諦てい観かんしていた。していた、のだけど、二人は思いの外ピタリと動きを止めた。

「ダメ。緩かん和わ剤ざいに帰られんのは困る」

　困ると言いながら人の事を緩和剤呼びして来るタメ口の護衛に苦笑いしながらも、とりあえずちょっとは落ち着いてくれたようなので彼等には背を向け再度ミシェルさんに向き直った。

　ミシェルさんは突然暴れだした護衛達の奇き行こうへの驚おどろきから落ち着いたらしく、困ったような顔で此方こちらを見ている。

「フィーちゃん、その子達は？」

「あー、えっと、彼等はミシェルさんも何度かお目にした事があるかと思うんですがニカ様の元護衛ですね。今此こ処こに私と一いつ緒しよに来た理由は、すみませんけど私もよくわかっていません」

「そうさね、何度かニカ君と一緒に。……元護衛？　元、なのかい？」

「ええはい、昨日二人は仕事を辞やめたみたいです。しかもなんかこの町に住むらしいです」

　私も今のこの状じよう況きようが何なのか護衛達に聞きたいぐらいなんだけど、明らかに巻き込まれて困っているミシェルさんに何も説明しない訳にも行かず、私のわかっている範はん囲いの情報を話した。

　とその時、後ろでまた大きな音が響ひびき、また暴れ出したのかと嫌いやな顔を隠かくさず私は振り返る。

　しかし、護衛達はまったく予想の範囲外な動きをしていた。

　二人は、そう──美しく思えるぐらいの完かん璧ぺきに整った土下座の姿勢で此方を向いていた。

　私はぽかんとする。

「申し訳ありません、無断で仕事を辞めて来てしまいました。貴女あなたが平民となってからも十年以上もの間貴女の意思を汲くみ仕事は続けましたが、どれだけもったいないと言われようとやはり我々の主は永遠に貴女だけです」

「そう！　才能より生きたいように生きるのが幸せって言ってたのはお前だし、ほら、ちゃんと王様に話はつけて来てやったんだぞ！　だから、お願いします許して！」

　話し方こそいつも通りの双そう方ほういっそ正反対なものだけど、込められた懇こん願がんと過重な想おもいの質は、思わず関係ない私が息を止めて見入る程のものがあった。赦ゆるしを乞こう護衛二人は、その秘ひめられた戦せん闘とう能力に似合わず近づかなくても身体からだが震ふるえているのが窺うかがえる。

　私は自然と、護衛二人と彼女との間から余計なものを無くすように端はしに避ける。

　恐おそる恐る護衛二人から目を背そむけ、それを言われた相手…話からして彼等の主であり──エルの正体である、彼女の顔を見る。

　ミシェルさんはいつもと大して変わりなく、困ったような顔で自分に向けて土下座する護衛達を見下ろしていた。

「仕方ない子達だねぇ」

　諦めたように、だけど溢あふれる優やさしさでミシェルさんはそう言った。

　その瞬しゆん間かん、護衛二人が弾はじかれたように顔を上げる。

「そんなに怯えなくても、あたしだってあの頃ころよか丸くなったさ。心も体もね」

　そんな冗じよう談だんを言うと、優しく優しく笑いながらミシェルさんは護衛達の所までゆっくりと歩いて行く。そして、護衛二人のすぐ前に膝ひざをつくと二人揃そろって抱だき締しめた。

　涙なみだを堪こらえるような歪ゆがんだ顔をしている成人済み男性二人という珍めずらしい光景に、私はぽかんとしたまま、だけど頭の中だけぐるぐると思考を回した。

　貴女が平民となってからも十年以上。…敬語の護衛のこの言葉から考えて、ミシェルさんは十年以上前には平民ではなかった…？　いや、うん、そりゃそうだ。ミシェルさんがエルなのならただの平民な訳がない。むしろ今何故なぜ彼女はこの町で普ふ通つうにパンを作り、平民として暮らしているのか。

　今まで護衛達が洩もらして来た情報だけでも、真相は既すでに推測出来るのかもしれなかった。だけど私は、考えを放ほう棄きし甘える子どものようにミシェルさんの袖そでを引く。

　私の方を見たミシェルさんは優しく笑って、一度強く護衛達を抱き締め直した後その二つの身体を放した。護衛達は仄ほのかに恥はずかしそうに顔を見合わせると、揃って立ち上がり手て際ぎわ良くパン屋の閉店作業を行い出した。

　一方、ミシェルさんは私を連れて店の奥に行くと厨ちゆう房ぼうの奥にある椅い子すの一つに腰こし掛かける。次いで私にもう一つある向かいの椅子を勧すすめるように微ほほ笑えんだので、私もそれに従い腰掛けた。

　ミシェルさんは一度小さく溜ため息を吐ついた後、私の目を見て優しく語り出した。

「あたしの昔の名前はね、ミカエル・ザハムチェスターって言ったんだよ。あんたは、たぶん知ってるね。それが王宮お抱かかえの今も尚なおエルと呼ばれる予言士の本名さ」

　平民になる時にほとんどの貴族の名前を記き憶おくから消し去ってしまった私には、ザハムチェスターがどの程度の家なのかはわからなかった。まあ、だけどそれはわからなくても話にそう関係して来はしないだろう。

　私は頷うなずき、話の続きを促うながす。

「噓うそみたいな話だけどね、あたしゃ子どもが噓吐く時の決まり文句や詐さ欺ぎ師しとは違ちがって本物の予言士だった。生まれつき、少しだけど当たり前に人の未来を見通せたんだよ」

　予言士。本物の、予言士。

　この話を聞く前にナナちゃんと話していなかったら、私はもしかしたらこんなにも真剣に話してくれるミシェルさんの話を半信半疑でしか聞けなかったかもしれない。だけど、この世に転生者が居て、生まれた時から全すべての記憶を覚えている人も居て、それなら未来がわかる…そんな人が居たっておかしくない。

　それに、本物の予言士だったというなら納なつ得とく出来る事もある。今までミシェルさんは妙みように達観し悟さとり切っているような事を言う時があった。私はそれを勘かんの鋭するどい人ぐらいにしか見ていなかったけど、きっとあれらの時ミシェルさんは正しく全てを見知っていたんだろう。

　私は自分が理解し受け止めた事を示すように頷く。

「あたしにとっちゃ、それは本当に当たり前の事に過ぎなかったんだ。だから、未来が少し視みえるだけで周りが大おお騒さわぎするのが煩わずらわしかった。何よりも、あたしの予言が国に必要だからって王宮に軟なん禁きんされたのは応こたえたねぇ。自由に生きられない事はあたしにとっちゃ何よりの苦痛だったよ」

　自由に生きられない事が苦痛だというミシェルさんの気持ちが、私にはよくわかった。軟禁されていたのとは比べものにならないかもしれないけど、私もそんな生活が嫌だと逃にげ出してきた身だから。

　予言士は国にとってあまりにも有益な大き過ぎる存在だ。酷ひどい手法とはいえ、軟禁までした気持ちもまったくわからない訳ではない。わからない訳ではないけど、やっぱりそんなの辛つら過ぎる。

　ミシェルさんが幼い頃は今の陛下へと王位を譲ゆずり渡わたされる前だろうという事だけが、辛かろうじて心の救いだった。

「あの子達とはそん時からの付き合いでね。王宮内であたしがした予言の一つに、あの子達の暮らしてた村に関するもんがあって、その縁えんが巡めぐり巡ってあの子達はあたし専属の護衛になったのさ。最初はあたしもあの子達もお互たがい良い感情抱いだいてるなんてお世辞にも言えたもんじゃなかったんだけどね。何でこんなに懐なついてくれたんだか」

　ミシェルさんは護衛達の居る方を見て目を細める。

　あの心しん酔すいともいえる尽つくしっぷりはどうやらミシェルさんにも謎なぞらしい。護衛二人がさっきまで怯おびえていたのは、今思えばミシェルさんに怒おこられないか捨てられないかといった類たぐいのものだったんだろうから、私もあいつ等どれだけミシェルさんが好きなんだよと呆あきれるものがある。まあ、あの二人にもそうなるまでには色々あったんだろうけど。

「その後、色々あって我が慢まんの限界が来たあたしゃ王宮を飛び出したんだ。だけど軟禁されて暮らしてた世間知らずな貴族の箱入り娘むすめが、大した準備も無しに平民の町でまともに暮らして行ける訳もない。だけどそこでね、あたしを助けてくれた人が居たんだ。それが、もう居ないあたしの旦だん那なさ。旦那はパン屋でね、あたしは旦那のパンの虜とりこになった。旦那のパンは世界一美味おいしいもんだって、今でも思ってる」

　ミシェルさんの旦那さんの話は初めて聞いた。勝手にミシェルさんはずっと一人でパンを作っていたものと思っていたけど、そうなんだ。元々は旦那さんがパン屋だったんだ。

　きっと当時のミシェルさんは、私がミシェルさんのパンに対して思っているような幸せの味を旦那さんのパンに感じていたんだろうなとぼんやり想像した。

「まあ、当然あたしゃ何日も逃げ隠れ出来ずに王宮に連れ戻もどされる訳なんだけど、ずっとあの味が忘れられなかった。で、結局条件は多かったしかなり無理もしたけど、護衛のあの子達の協力もあって十七、八年前だかに平民として生きる事を許されたって訳さ。今の時代にゃ一人しか居ない予言士の権限は強いからねぇ」

　私は二度頷く。ミシェルさんがこの町で平民として暮らしている理由はわかった。相当に端折はしよられただろう話だったけど私は一から十まで知りたい訳ではないし、これから先たまにお店が空いている時やパンを作りながら少しずつ詳くわしく話を聞きたいなとは思うけど、今これ以上聞いておきたい事はいくつかしかない。

「何でエルの正体は秘密なんですか？」

「ああ、そりゃ本物の予言士がこんな所で平民としてパン屋やってるなんて周りに知られたら大騒ぎされるだろ？　平民として暮らしていけなくなるのはごめんだよ。あたしゃパンを作るのが生きがいだし、それに……旦那を残して他ほかの土地に移りたくないしねぇ」

　ミシェルさんは遠くを見るような目で誰だれか……いや、旦那さんに向けて優しく切なそうな笑えみを浮うかべた。

　私はそれを見て護衛二人がどうしてあんなにもエルの正体を隠す事に固こ執しゆうしていたかわかり、また私も絶対にミシェルさんの秘密を守ろうと心に誓ちかった。

「そういや、フィーちゃんあたしのせいで教会の二人に嫌な顔はされなかったかい？」

「教会？　って、ナナちゃんとジャックさんですか？　いえ、特にそんな覚えは……」

「そうかい。そうさね。二人共いい子だから、あんたに八つ当たりはしないか」

　八つ当たり？

　私は理由を問うようにじっとミシェルさんを見た。ミシェルさんはしんみりと哀かなしそうな顔で口を開く。

「ジャック坊ぼう、あの子には小心者なのに王宮にあたしの予言の伝言を届ける役目負わせちまってるんだ。皆みんなが知らないあたしの正体知って怯えて重責に苦しんでる可か哀わい想そうな子だよ。ナンシーちゃんには……あたしゃ謝っても謝りきれない事しちまった。だけど、あの子は本当にいい子だった。いい子だったよ」

　私の脳のう裏りに、ミシェルさんのパン屋で私が働いていると知るや否いなや謝罪したいとジャックさんの伝言を話したナナちゃんの姿が掠かすめた。

　次いで、ジャックさんのそんな様子を私がミシェルさんのパン屋で働いているからだと冗談めかした風に言ってから、皆事情と理由で生きているんだから簡単に人を信用するなと私に忠告したナナちゃんを思い出す。

　ナナちゃんはたぶん最初からエルが誰かをわかっていた。恐おそらく、赤ん坊の頃から記憶があるゆえに、ジャックさんに予言の伝言を頼たのむミシェルさんの姿でも見てエルという予言士の存在を知ったんだろう。そしてナナちゃんは、エルの事が嫌きらいだと言っていた。だからこそ私に忠告したんだと思う。

　ミシェルさんとナナちゃんの間にどんなわだかまりがあるかはわからない。真っ当に考えると、ジャックさんを怯えさせる相手に嫌けん悪おしたってところなんだけど、それにしてはミシェルさんの言葉が引っかかる。でも、ナナちゃんのあの嫌いの言い方はエルをたぶん本気で嫌ってはいなそうだったと思う。

　とはいえ、それは私が言う事ではないだろう。二人の問題だ。むしろナナちゃんなら引っ越こしの前にミシェルさんに何かしら言い残したかもしれない。あの子は修道服を着ていようが着ていなかろうが、本当にいい子だから。

　さて、後聞きたい事は……ああそうだ。予言というものがあるのなら、私のあのうまく行き過ぎたと思って心中で陛下の事さえ疑ったあれも、もしかして。

「……あの、この町に来て右も左も分からない、まだ貴族らしさが抜ぬけきっていなかったはずの私をすぐに雇やとってくださったのは、」

「ああ、それは……昔のあたしみたいな子が居たから、つい旦那みたいな事したくなったのさ。まあ、フィーちゃんは世間知らずで箱入りだったあたしと違ってよく働く出来た娘だったけどねぇ」

　予言とは関係なかった。ああ、だけどそうか。似ていたから、か。それってなんて素す敵てきな運命の巡り合わせだろう。

　運命って悪くない。自おのずとそう思う。

「予言もね、普ふ段だんは私し利り私し慾よくにゃ使わないんだけどフィーちゃん相手だとつい贔ひい屓きしちゃってねぇ。でも、予言を覆くつがえしたのはあんたが初めてだよ」

「予言を、覆す…？」

「ああ、あたしの視た未来じゃ、あんたは何も知らないままニカ君と結けつ婚こんして貴族に戻るはずだったんだよ。それをあたしゃ不幸だとは思わなかった。だから、何も言わなかったんだけどねぇ」

　私は驚おどろきながらも納得する。私が帰って来た事にミシェルさんが不可解な程ほどに動どう揺ようしていた意味がわかったから。

　でも、そっか。そうなんだ。私、本当に運命変える事出来ちゃってたんだ。

「あたしの視る未来は、あたし自身が壊こわそうとして動かなくても変わる事がある。それはあたしにとっちゃ最高の幸せだ」

　今まで一度も変わらず当たり前だった事が変わったならもっと不安になってもいいと思うのだけど、ミシェルさんは本当に本当に嬉うれしそうに私に笑いかけた。きっと、この人は予言のせいで今までとんでもない苦労と重荷を抱かかえて生きてきたんだろうなと実感した。

　なんだか泣きそうになった私は、それを誤ご魔ま化かし空気を変えるように笑みを浮かべてミシェルさんに手を差し出す。きょとんとそれを見るミシェルさんに、私は言った。

「ミシェルさん、お互い平民として幸せに生きましょうね！」

　貴族だった頃ころは全然違ちがかったとしても、平民としては誰よりも私とミシェルさんの境きよう遇ぐうは近い。だから仲間だ、という私の単純な思考結果の末に私はミシェルさんに握あく手しゆを求める。

　ミシェルさんはそんな私にくすりと笑って、私の手に自分の手を重ねた。

「後、あの敬語の護衛の方に頭のネジ吹ふっ飛んだ理由でさっき私怖こわがらせられたので、叱しかっておいてくれると嬉しいです！」

「ほぅ…？　わかった、任せときな」

　私が笑顔でちゃっかり告げ口すると、目を細めたミシェルさんからなんとも言えない威い圧あつ感かんが漂ただよった。

　あ、これヤバいやつですと私は瞬しゆん時じに理解する。今日が敬語の護衛の命日になるかもしれない。

「そ、それでは後はお三方で再会の喜びをお楽しみください！」

　私はそれだけ言い残し、逃にげるようにパン屋を出た。出る時護衛達の居る方からはさっと目を逸そらした。

　ま、まあ死にはしないだろう。たぶん。
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　私がパン屋を出るとすぐ、顔を上げた先、目の前に見知った人が見えた。私は目を瞬またたく。

「ニカ様、何で此こ処こに……」

「また会いに行くと言っただろう」

「いや言いましたけど、昨日の今日ですよ。早過ぎでしょう」

　冷静に突つっ込んだはいいものの、何だかおかしくなって笑ってしまった。するとニカ様も一いつ緒しよになって笑う。

　それからどちらともなく笑い止やんだ私とニカ様は、何も言わなくても自然と私の家までの道を並んで歩き出した。それが、いつもの事だったから。

　一つだけあるいつもと違う所は、後ろを付いて来る護衛達がもう辞やめたあの二人ではなく知らない顔な上、五人もの人数になっているという所か。あの二人の代わりを果たすにはこのぐらいの人数が必要なんだろう。

　それ以外は全部いつも通り。そのはず、だ。

　私は何故なぜか速い心臓の音から思考を背そむけるように口を開く。

「聞きたいんですけど、リリちゃんってあの後どうなりました？　ニカ様なら知っていますよね？」

　リリちゃんの話をするのは、私達にとっていつもの事だった。

「リリアナか……そうだな、どう言ったものか」

「え？　ニカ様が返答に口ごもるような良くない事態なんですか!?」

　私はリリちゃんの自殺未み遂すいの瞬間と暗い絶望に満ちた表情を思い出し、ニカ様に詰つめ寄る。

　だけどニカ様は困った顔をしながらも哀しげな顔をしている訳では無かったから、すぐに平静を取り戻もどした。だいたいリリちゃんの現状が深刻なら、ニカ様も流石さすがに今こんなに早く私に会いに来るよりリリちゃんを優先させているだろう。

「そうだな……今日の昼、リリアナに話を聞いた限りでは、結論として状じよう況きようは何も変わっていない。だが、リリアナは変わった。セスも変わった。だから結末がどうあれ、もう私達が心配するような事にはならないだろう」

　抽ちゆう象しよう的てきな言葉だったけど、私はニカ様が伝えようとした事を恐らく正確に感じ取った。そっか、と笑顔で頷うなずく。

　状況は変わっていない。それは、リリちゃんがセス様と婚約したままである事もそうだし、きっと二人の間あいだ柄がらが急速に進展した訳でも決してないという事だ。セス様の私への気持ちが今どうなのかまではわからないけど。

　だけど、二人の考え方が変わった。見ている世界が変わって、進もうとする道も恐らく。なら大だい丈じよう夫ぶ。私も、そう思う。

　最終的に二人が別れる事になったとしても、傷つけ合う事があっても、大丈夫。リリちゃんもセス様も、大丈夫だ。

「私も詳くわしくは聞かなかったがな。とはいえあの二人も長い付き合いだ。私にはわからないような心情や絆きずなもあるのだろう。疎そ遠えんになるような事は無さそうだ」

「……え？　リリちゃんとセス様が、長い付き合い？」

　私は言葉に引っかかり、ニカ様におうむ返しで聞く。

　リリちゃんとセス様が長い付き合い。そんな情報は私の記き憶おくの中の何処どこにも無い。前世でのゲームの中はもちろん、今世で十六年間生きて来た中にも。

　そんな私の様子に、ニカ様はしみじみと私の顔を見る。

「フィーは本当にセスに関心が無かったんだな……」

「え？　え？　なんか私呆あきれられていません？」

「セスとリリアナは、フィーとセスが婚約する前から友人関係だ」

「え？　え!?」

　思わず大きな声が出た。

　いや、だって、私がセス様と婚約したのはまだ五歳の頃だ。つまりリリちゃんとセス様は五歳になるよりさらに前から友人関係にあったという事になる。

「セスは我が儘ままで独裁的だからな、取り巻きはまだしも親しい友人はあまり居ない。セスにとってリリアナは昔から一番の友人だった」

「何でそれを私は知らないんですか!?　一応婚約者だったのですけど!?」

「私が聞きたいぐらいなんだが……大方、フィーは興味が無いからとセスに交友関係の質問をした事がなく、セスもセスで好きな相手に友人とはいえ女の話をしたくなかったといったところだろう」

　成る程、なんて納なつ得とくの行く理由だろう…！　確かに当時の私は、セス様が勝手に話す自じ慢まん話やら我が儘な欲よつ求きゆうやらにただにこにこしながら、話を聞いていないと思われない程度の適度な質問とか相あい槌づちとかしかしていませんでした！

　セス様にしても、そりゃ聞かれてもいないのに婚約者に対して他ほかの女の話はしないよね。もしかしたらリリちゃんの名前は出さずに友人と遊んだ話なんかはされたかもしれないけど、私にはセス様と交かわした会話の記憶なんて全然残っていないので真相は闇やみの中だ。

「でもだからといって、同じ社交界に出たりリリちゃんと挨あい拶さつしたりした事はあるんですから、私普ふ通つう気付きますよね？」

「そうだな、普通は」

「当時の私がいかに凝こり固まった狭せまい視野で生きていたかを実感しました」

　思えば、リリちゃんと初対面の時も私はレディロでリリちゃんの容姿を知っていたくせに、それより幼い容姿ではあるとはいえ、彼女から挨拶されるまで目の前に居るのがリリアナ・イノシーだと認にん識しきもしていなかった。他の貴族の子どもと同じように受け流しかけたところで名前を聞いて二度見して、それからまた何も知らないふりをしたんだよね。懐なつかしい記憶だ。

　一方リリちゃんは、一目見た時から私を主人公だと確信したと言っていたっけ。

「……」

「……」

　話が終わり、何だか落ち着かないくすぐったく気き恥はずかしいような沈ちん黙もくが流れる。

　ニカ様と一緒に居て、かつてこんなにもそわそわと落ち着かなくなる沈黙なんてあっただろうか。昨日の王宮まで向かう馬車の中での沈黙とはまた種類がまったく違うように感じる。なんだこれ。何でもいいから抜ぬけ出したい。何か次の話を振ふろう。出来るだけ早さつ急きゆうに。

「と、ところで話は変わるんですけど！　ノラとナナちゃんの事、ニカ様は知っていました？」

「……ノラン王子と、あの修道女の？　いや、知らないな。言い方からして恋こい人びとなのか？」

「えー、いえそういう感じではなくて、たぶん友達？　なのかな？」

　自分から話題を振ったくせに、私の返事は我ながら曖あい昧まいだ。まあ、沈黙が気まずくて慌あわてて出した話題なので仕方ないかもしれないが。

　あの二人の関係はたぶん、ナナちゃんがノラの私へのプロポーズをまったく気にしていないようだった事から見て、恋人ではなく友人……だと思う。隣りん国ごくの王子と平民が何をどうして友人関係になったのかは不明だけど。

「男女の関係は本人達に任せておいた方がいい。フィーもあまり首を突っ込むなよ。私が心配だ」

「は、はい。善処します」

　つい、善処はした、だけど出来なかったと後に言い訳をする為ための返事をしてしまった。私はナナちゃんの事が大好きだから仕方ないね。うん。

　……。

「……」

「……」

　ど、どどどうしよう。また沈黙してしまった。

　えーと、うーんと、エルの話は内ない緒しよだからいくらニカ様といえどもする訳にはいかないし、ナナちゃんが赤ん坊ぼうの頃ころから記憶があるっていうのも私が勝手に話すのはどうかと思うし、エヴァン君とシェドとメルちゃんの話も一応私を好きと言ってくれている人の前でするのはどうかという話題ばかりな気がするし。

　……え？　ん？　あれ？　そうだ、ニカ様私の事好きなんだよね。それで私もニカ様が好き。両りよう想おもい。

　何考えてんだ今いま更さら。そんな事知っているだろう。いや、知っているよ？　知っているけど、知っているからこそ、そんな相手と何を話したらいいかわかんないぞ!?　私今までどうやってニカ様と話してたんだっけ!?

「どうした？」

「え、んん!?　な、何がですか!?」

「いや、さっきから明らかに落ち着きが無いだろう。何か心配事でも？」

　ニカ様が心配そうに私の顔を覗のぞき込んで来る。私は反射的に後あと退ずさった。

「あ！　今のはその、別に！　違ちがいます！　これはあの、心配事というか、ただ本当に落ち着きが無いだけなのでご心配なさらず！」

　何が違うのか、自分で言っているのにちょっとよく理解出来ない。

　ああ、パンが欲しい。状況を脱だつ却きやくする運命改変アイテム。私の救世主。しかしそれは夜ごはんとして既すでに皆みんなで食べてしまったし、残念ながら今手持ちにパンは無い。私は今更、さっき売れ残ったパンをもらって来なかったのを後こう悔かいした。

　あの感動の再会の空気の中、廃はい棄きパンくださいと言い出す奴やつはどうかと思うけど。

「……」

「……」

　また沈黙が訪おとずれる。しかも今回はニカ様が訝いぶかしげに私をじっと見ている。つまり状況が悪化している。私は汗あせをダラダラとかきながら、まだ見えない自分の家に、なんでまだ見えて来ないの!?　と心の中でわかりやすく八つ当たりをした。

　というか、ニカ様の言動からしてニカ様の方はこの沈黙をまるで気にしていないらしい。そしてたぶん今までの私だったら気にならなかった沈黙でもあったんだろう。

　これからニカ様が会いに来る度たびに、私が勝手に寿じゆ命みようを縮めるようなこの落ち着きのなさを味わいたくはない。ここは、こうなったら、女は度胸だ。

「今まで、まともに人を好きになった事が無かったんです！」

　私はこのそわそわした気持ちをかなぐり捨てるべく、本音をぶちまけた。ニカ様はいきなりぶっちゃけ出した私をきょとんと見ている。

「だって、前はお兄ちゃんから逃にげたいっていうのがずっと私の思想言動の根幹にあって、だけど逃げられないだろうっていう諦あきらめもあって、恋れん愛あいなんてしている気持ちの余よ裕ゆう無かったんですよ！　告白されたから付き合ってみた事はあったけど、その人を好きになる前にお兄ちゃんに全部壊こわされたし！　お兄ちゃんの前じゃ私はどうせ何も手に入れられないし！」

　ニカ様は今恐おそらく、私の今世では存在していないお兄ちゃんという存在に困こん惑わくしている事だろう。そういえばプロポーズされた時にも一度お兄ちゃんと洩もらしてしまった気がするけど。

　ああでもいつか、私は前世の話もニカ様にはしてしまう気がする。それを言っても大丈夫だという信しん頼らいがある。

　と、頭の中ではそこそこ冷静な一方で実際の私には残念ながら一いつ切さい余裕がない。肩かたで息をし涙なみだ目めで必死だ。

「つ、つまり、何が言いたいって、好きな人と二人きりな事にさっきから死ぬ程緊きん張ちようしているんです……！」

[image: ]

　叫さけぶ事で熱を少し発散出来た私ははたと冷静になり、なってしまい、いや自分何を言っているんだと羞しゆう恥ちに顔に血を上らせる。

　え、今の叫んだの私!?　私なの!?　噓うそでしょ!?　なに、今いま更さら乙おと女めみたいなこんな！　あの叫びのどこらへんが女は度胸なの!?　言葉の使い方を間違えているというか、どう考えても自じ爆ばくしただけよね!?

「フィ、」

「という訳で私は逃げます！」

　何か言われる前に、私はやっと見えて来た我が家に向けて走り出した。何を言われたとしても恥はずかしくて死にたくなる事請うけ合いだったからだ。

　最後に微かすかに見たニカ様の顔は、嬉うれしそうに笑っていた、ような気がした。ついでに後ろのニカ様の護衛五人が微ほほ笑えましそうに私を見ていたような気も。……つらい。

　家に逃げ帰るや否いなや速そつ攻こうで布ふ団とんに潜もぐり込んだ私は、次ニカ様と会う時にはどんな顔をしてどんな事を言えばいいのかとしばらく両手で顔を覆おおい、声にならない声を上げながら身み悶もだえた。

　落ち着け落ち着け落ち着け私。

　ええとええと、そ、そうだ。両想いだからといって、平民で居たい私と国を捨てられないニカ様はお互たがい何も捨てずには一いつ緒しよになる事は出来ない。ニカ様は、国より私を愛しただとか何とか言ってくれたけど、それとじゃあ国を捨てて王家も捨てて平民になれるかというのとは別の話だろう。それに、私もニカ様は国に必要な人間だと思う。

　だからこれは、私が先に折れてニカ様の恋人になるか、ニカ様が先に折れて私を諦めるか、という勝負だ。

　……うんうん、勝負だと思うと何だか落ち着いて来た。そう、これは根負けするか根勝ちするかの勝負に過ぎない。過ぎないのだ。

　私はより落ち着こうと目を閉じ、意識してゆっくりと呼吸する。

　ニカ様と私、最終的にどちらが勝つのだろうか。負ける気は無いとはいえ、まだわからない。だけどお互い全力で戦い合った末にいつか付く勝負の結果なら、勝っても負けても最終的に私は笑えそうだ。きっとニカ様も笑ってくれるだろう。

　自分の思考とリンクするように自然と私の顔も笑えみを浮うかべる。

　安心したら一気に眠ねむくなってきた。だけど寝ねる前に一つ。昨日は気付けば眠ってしまっていたから言い残した言葉を叫ぼう。私は寝転がったまま大きく息を吸い、目を開け天てん井じように向かってバカみたいに叫んだ。




「平民万歳！」










　あとがき




　この度は『レディローズは平民になりたい　２』をお読み頂き、ありがとうございます。作者のこおりあめと申します。

　こうして二巻を出させて頂けた事、どれだけ感謝を尽つくしても足りない思いです。一巻では次巻が出せなければ読者様には相当にもやもやさせてしまうでしょう終わり方をしてしまった事もあり、心から安あん堵どしています。

　この二巻は、キャラクター一人一人の心情や考え方が交こう錯さくしているのでまるで推理小説のようになっていますが、推理小説よりは簡単な作りだと思います。難しいトリックは読むのも書くのも苦手なので。というか主人公のミスリードさせる予想を無視して読めば、かなりわかりやすいと思います。

　ではそろそろ、一巻同様に真面目まじめな話は一いつ旦たんやめてキャラクターについての裏話でも少し書いていこうと思います。これを入れないと文字数が二ページ分も行きません。

　一巻では主人公フィーについて書いたので、二巻ではメインヒーローのニコラス・キャボット、ニカについて書きます。

　ニカは完かん璧ぺきで優やさしくて格好いい年上のお兄さんをイメージして書いています。…注ちゆう釈しやく、主人公の前では。主人公、好きな女の子の前以外では恋れん愛あいに悪あく戦せん苦く闘とうし、まったくスマートではないキャラクターが好きなんですよね。あと自分にまったく自信が無い天才なところも好きです。逆に自信満々の天才も好きですけど、そこはノラがいるので。

　レディローズは、お互いに自分は天才ではなく、けれど相手は天才だから自分とはまったく釣つり合わないと思っている、かつ自分の立場や望みを考えれば結ばれる事はない二人の恋愛です。ここまで色々と起こらないと二人共自分の気持ちさえ言わなかったと思います。

　文字数がいい感じになったので真面目な話に戻もどります。

　レディローズを本として完結させられた事、本当に嬉しいです。

　一巻同様イラストを担当してくださったひだかなみさん、イラストによりさらにキャラクターの魅み力りよくが際きわ立だち、私自身さらにこの本のキャラクター達が好きになりました。ありがとうございます。

　私をいつも支え様々な相談に乗ってくださりアドバイスもくださった担当様、ビーンズ文庫の皆みな様さま、そしてこの本に携たずさわってくださった全すべての皆様に感謝致いたします。

　そして何より、今これをお読み頂いている読者の皆様、ありがとうございます。

　それでは、またどこかでお会い出来る事を願って。





こおりあめ


















『レディローズは平民になりたい ２』

電子版特別ショートストーリー













番外編　照れループ







　先日、好きな人に向けて恋愛経験が無い事を馬鹿正直に叫び見事に自爆した私、平民のフィー・クロウ。

　あれから私は、職場のパン屋から家に帰ろうと外に出る度に、ニカ様が外にいないかをまるで罪人がごとく息を殺して辺りをくまなく見回し、いないのを確認して初めてほっと胸を撫なで下ろす日々を送っていた。

　これは恋愛というより私とニカ様の根気勝負に過ぎないと思い込み、何とか自分を保ちはしたものの、やっぱりあんな事を言ってしまった後の最初の対面は緊張するのだ。

　プロポーズされた時は、よく考えたら私はニカ様に好きだと伝えていなかった。ニカ様に対して特別だと言った事はあったけど、でも、それよりも好きな人と何を話したらいいかわからないというのは間接的だけどわかりやす過ぎる告白だ。告白なんて初めてしたし、こうも引きずっているのは仕方ない。そう、仕方ない事なんだ。

「今日もいない……けど、むしろもう早く来て欲しい。早く終わらせたい」

　私は盛大に独り言を零こぼしながらミシェルさんのパン屋を出た。

　今日で私がニカ様にやらかしたあの日から一週間だ。毎日の警戒で、私の精神はすり減っている。私が勝手に警戒して勝手に疲れているに過ぎないという事実を自覚しているからこそ、また精神的にクるものがある。

　なに？　恋愛ってこんなに疲れるものだったの？　これを皆当たり前に平気な顔で熟こなしているの？　凄くない？

　それと、三日後はニカ様の誕生日だから、そろそろ来てくれたら当日は無理だとしても誕生日プレゼントを渡せる。平民の身でも用意出来る精一杯のものを家に置いているから、だから、あーもう頼むから早く来てくれー。

「店の前で百面相とは、どうかしたのか？」

　すぐ傍そばで声がした。

　私は顔を上げた。

　そして腰を抜かした。

「いきなり目の前に現れないでください。こう、遠くからまず声を掛けてくださると有難く……」

「……そんなに嫌われていた覚えはなかったんだが」

　私は地面にぺたりと座ったまま、ニカ様を見上げながら情けない声で実に理不尽な抗議をした。

　ニカ様は怒ってもいいのに、困惑した顔をしながらも私に当たり前のように手を差し出す。なんという紳士。ときめくからやめて欲しい。

　私はその手を無視するのもなんなので、目を背けながらニカ様の手を取り、なるべく体重を掛けないように配慮しながら淑女然として立ち上がる。それからすぐに手を離した。

　そして、腰に力が入らず今度は前のめりにくずおれる。

「……」

「……」

　恥ずかしい。

　私は恐らく真っ赤に染まっているだろう顔を俯うつむけて隠しながら、自分の脆ぜい弱じゃくな腰を呪った。何故、貴族として偉い人と重要な話をしている時も、平民になったのにゲームの攻略キャラ達が突然代わる代わる会いに来た時も、リリちゃんの自殺を止めた時も、王様に直談判した時だって何ともなかった腰が今抜ける？　しかも回復しないってそんな馬鹿な。

　ニカ様の新しい五人の護衛達が私を見て気まずそうにしている。くっ、あのタメ口と敬語の護衛なら、内心はどうあれ無表情で視界にすら入っていませんよ、という態度でいてくれるのに！　この人達は何も悪くない。悪くないのはわかっているんだけど！

「あー……そこまで驚いたか」

　ニカ様が気を遣つかって私の痴態を仕方ない事みたいに取り繕つくろってくれている。優しい。死にたい。

「フィー、そのままでは家にも帰れないだろう。乗れ」

　珍しい命令口調と共に、ニカ様が私の前に背中を向けてしゃがみ込む。

　…おんぶ、か。お姫様抱っこじゃないだけ私を気遣ってくれている気もする。いや、いやいやでもそれはちょっと。ほらニカ様王族な訳だし、色々問題では？　私の羞しゅう恥ち心的な意味でも。

「そ、そそれは、百歩譲っても後ろの護衛さん方にお願いしてもよろしい事なのでは……？」

「私の楽しみを取り上げるような無粋な護衛は此処にはいないだろう」

　楽しみって言った！　この人隠さず楽しみって言いやがった！

「あ、そうだ！　馬車に！　馬車に乗せてください！」

　私ははっとして馬車を指差し、目を輝かせてお願いした。

「馬車は嫌なのではなかったのか？」

「その時期は終わりました！」

　我ながら意味不明だけど、もう私はゲームがどうとかフラグがどうとか気にするような人間じゃなくなったのは事実だ。

　ニカ様は不満気な顔をしながらも、私の為には背負うよりその方がいいだろうと紳士的判断でもしてくれたのか、黙って私に肩を貸して馬車まで連れて行ってくれた。しかし、肩を貸してくださるのは助かるんだけど、その、近い。

「あ、はい！　此処までで大丈夫です！　後は這って乗り込むので、ええ！」

「いやそんな訳には…」

「大丈夫、です！……わっ！」

　私は半ば無理やりニカ様の身体から離れるも、その勢いが強過ぎてすっ転んだ。しかもそれを咄嗟にニカ様に庇かばわれ、ニカ様が下に滑り込んでくれた事によりニカ様を下敷きにしてしまった。

　うわぁあ、何それ！　平民が王族下敷きにしたよ！　普通なら死刑でおかしくない！

　と、慌てていた間はまだ私の心は平穏だった。という事を、ニカ様に怪我がないかと見ようと腕を立て身体を離した事により初めて知った。

「……」

「……」

　私の顔の位置は、ニカ様の目と正面からちょうど合うぐらいの位置で…え、何これ顔ちっか。危ない危ないもうちょっとで事故チューしちゃう所だったんじゃないか？　顔がこう、倒れた時はお互いちょうど重なり合わない位置だったから大丈夫だったけど。しかし通常ならそもそも、身長差により私の顔はニカ様の顔よりもっと下、胸ぐらいの位置になるはずじゃ…いや、ニカ様は咄とっ嗟さに下に滑り込んでくれたんだから、そんな普通に人を押し倒した場合とは違うか。

　ところで、さっきから私達はこの体勢のままもう十秒は固まっている。往来の真ん中で何だこれ。ニカ様何か言って。むしろ私が上に乗ってるせいなんだから私退けろ。何で私の身体なのにぴくりとも動かない？　目さえ離せない？

　いやでもニカ様とは恋人同士でもないから、ここから私達がどうにかなるという事はない。物凄く少女漫画のような空気が流れているけど、そんな展開にはならないはずだ。うん。紳士誠実なニカ様がここでまさか変な気は起こすまい。という訳で、私の身体は早く硬直解いて。

　と、黙ってニカ様と見つめ合いながら私がぐるぐる頭を回していたその時、後ろかつ上空に僅わずかな気配を感じた。

「えいっ！」

　私が反応するより早い速度で、軽い掛け声と共に結構な力で背中を押された私は、ぺしゃりと腕を曲げてしまいそのままニカ様の上にダイブした。

　そして、当然、目と目で見つめ合うような態勢だった私とニカ様がそのまま近づくと……まあ、ええ、その不格好なものながら……うん。

　勢い良くニカ様から離れて地面にお尻をつき、そのまま私は両手足を使い這い下がって距離を取った。ニカ様が起き上がり、私は口を手で押さえる。

「……」

「……」

　みるみる自分の顔に熱が灯っていくのを感じる。

　というか、あれ？　私はそのまま後ろに下がったんだから、普通なら私の背中を押した人物にぶつかるはずなのでは？　そもそも私の背中を押した人物のあの異様な素早さは何だ？

　ここまで来て私は、私の隣で私を見下ろしにやにやとしているもう護衛ではないタメ口の護衛に気がついた。成る程、こいつの身体能力なら確かに色々と納得だ。

　冷静にそう思う一方で、私の手はタメ口の護衛の下した穿ばきの裾を強く摑み、這い下がった後そのままぺたんとお尻をついた体勢のままタメ口の護衛を下から睨み上げて怒鳴った。

「ば、ばか！　ばかぁあああ！　ちょっとタメ口！　何してくれてんの！」

「いや通り掛かったらいかにも押さなきゃいけない感じの背中見えたから、そりゃ押すだろ」

「あんた嫌い！　嫌い！」

「おー、相棒に続いて俺まで嫌われた」

　ケラケラと笑っているタメ口の護衛は、私の拙つたない罵ば倒とうをまったく意に介していないようで、とにかく楽しそうに笑い続けている。

「いいじゃん、別に両想いなんだし。キスの一つや二つ」

「良くないっ！」

　こいつは、私がこうして平民として生活するに至るまでの経緯や平民に懸ける想いを多少なりとも知っているはずなのに、それを水泡に帰すような事を平然とやってくれる。

　私が、それさえも揺らぐ程にニカ様を好きだという事、きっとわかっていて。タチが悪い。

　心から恨まれる事は無いと知っているから面白半分でちょっかいを掛けて来ている。いっそわかりやすく暴力に訴える敬語の護衛の方がこいつよりはまだマシかもしれない。…どっちもどっちだな。

「ちょっとタメ口、責任取って私の事家までおんぶして！」

「えー？　彼氏の前でおんぶする程、俺気ぃ利かなくねぇし。しかも責任取るの普通俺じゃなくね？　それに俺、この後予定あるし。ま、それら全部総合して俺がフィーちゃんに贈る一言は…がんばー！」

「彼氏じゃな、ちょっと、待っ…！」

　ひらひらと手を振って、引っ搔き回すだけ引っ搔き回してくれたタメ口の護衛はにんまりと笑い軽快な足取りで自分はさっさと歩いて行ってしまった。

　引き止めようと伸ばした手は、タメ口の護衛の実力を考えれば当然とはいえムカつく事にあまりにもあっさりひらりとかわされ、虚むなしく宙を摑んだ。追い駆けようにも、私は未だに腰が抜けている。

「あぁあああ！　本っっ当にあいつ等二人共、心底嫌い！」

　私はわざと聞こえるようにタメ口の護衛の背中に向けて叫んだ。遠くから奴の笑い声が聞こえたような気がした。

「フィー」

　そんな私に声が掛かる。…そりゃ、もちろん、今さっきあのまあ、アレをしてしまった、私の好きな人からだ。

　……いえ、忘れていた訳じゃなくて現実逃避していたんですよ。

「じ、事故だから、ノーカウント！　ですよ！　ね!?」

　事故チューなんてものは乙女ゲームだから見ていて素敵だなぁと思えるだけで、現実では状況に心も脳みそもついていかない。だから、これで正解なはずだ。

　そう思って私は同意を求めるように、ニカ様に向き直った。

　改めて見たニカ様の顔は、真っ赤だった。微妙に私から逸らされている視線により、気まずさと羞恥心がよく伝わる。いや…え？……え？

「ニカ様今まではいっつも冷静だったじゃないですか！　何そんな、や、やめてその反応！　私までさらに照れる！　ただでさえ照れで頭どうにかなりそうなのに…っ！」

「私が冷静…？　フィーの前ではそう見せていただけで、そうでも…」

　ニカ様が言い淀よどむ。そうなの!?　だけどその情報はさらに照れが上乗せされてそろそろ致死量に達しそうなので黙っていて欲しかった！

　私は死なない為の自己防衛本能が働いたのか、その場から逃げ出そうと気づけば立ち上がっていた。…ん？　立ちあがって…？

「あれ!?　た、立てました！」

「そ、そうみたいだな」

「色々通り越して回復したみたいです！　という訳で帰ります！」

　私の精神が肉体を超越したからなのか何なのかとにかく肉体が回復してくれたので、私は早口で言ってこれ幸いと有無を言わさず走り出した。

「さらば！」

　どう考えてもまた次に会うのが気まずくなるだろう事を頭の片隅では理解しつつ、私は走る。用意していた誕生日プレゼントをニカ様に今日も渡せなかったという事も、考えられるはずもなく。
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